



















































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──カチ、カチカチ

　暗い部屋の中でＰＣの画面だけが唯一の明かりだ。だが、それがいい。

　むしろそうでなくてはいけない。

　何故ならば、今俺のＰＣの画面にはいわゆる、恋愛アドベンチャーゲームのオープニングムービーが流れているからである。

　時間は午前一時。両親も、一つ歳とし下したの妹も眠りについているだろう時間だ。

　部屋の壁は決して薄くないが、念ねんの為ために少しばかり高いヘッドホンを使用している。これで音が隣の部屋や廊下に漏れる心配はない。

　発売前から噂うわさになっていたノリの良いオープニング曲が終わる。

　確かにエロゲとは思えないほどに良い曲だった。

　エロゲの曲と言うだけで敬遠する人も多いけど、実際に聴いてみると名曲が多い。こういうのを発掘するのも俺の楽しみの一つである。

『……ちゃん。おに……ちゃん。お兄ちゃん！　朝だよ起きて！』

　ストーリーは男子高校生の主人公が妹に起こされて目を覚ますシーンから始まった。

　にへらと顔の筋肉が緩む。めちゃくちゃ可愛かわいい。うちの妹とは大違いだ。まず、うちの妹は俺を起こす時に声を出しもしない。

　人を起こすのに声を出さずにどうやって起こすというのか。俺はあの行為を地獄妹落としと呼んでいる。ネーミングセンス？　そんなものはないです。

　あ、なんか鳩尾みぞおち辺りが痛くなってきた。思い出すのはやめよう。

『ピンポーン』

　さらに話は進み、家に幼おさな馴な染じみが迎えに来るシーンに変わる。

『けいちゃーん。一緒に学校行こ！』

『朱あか里り。家に上がって少し待っててくれないか？』

　高校生にもなって幼馴染みの女の子が家まで迎えに来ている時点でこの主人公は勝ち組だろうと思うのだが、まぁ、これは様式美というやつだ。

　こういった王道も悪くない。自分が体験出来ないことだから結構好きな展開でもある。

　しかし、この幼馴染みの声優、聞かない声だな。

　エロゲの声優と言えば、結構有名な人が声をあてていたり、逆に全く知らないような新人がいたりするわけだが、この声は後者のようだ。

　初々しい感じがまだ残るが、なかなか耳に残るいい声で、将来、絶対売れるとか無責任なことを思う。よし、最初に攻略するのはこの娘こにしよう。

　ゲームのパッケージを裏返すと、キャラの名前と声優が紹介されていたので、それを確認する。栗くり毛げで快活な幼馴染みこと扇おうぎ朱里ちゃん。

　声優は……ななまり。変な名前だな。と、そんなことを言うのは失礼か。声優の中にはイメージの為か、エロゲとアニメや全年齢向けのゲームなんかの通常業務とで芸名を変える人もいると聞く。きっとそんなところだろう。

　とにかく攻略するヒロインは決まった。どんどん話を進めよう。

　さらにマウスをクリックしてストーリーを進めていく。このゲームは選択肢の選択ミスでバッドエンドになるということが起こりにくく、普通に攻略したいヒロイン寄りの選択肢を選び続けていたら簡単に目的のルートに入る初心者にも優しいシステムだ。

　最近のアドベンチャーゲームはシナリオも短いことが多く、やりがいは少ないが、俺のように月に何本も攻略するやつには時間短縮になって丁度良かったりする。

　要するに俺にとっては初心者向けだろうが上級者向けだろうが、どっちでもいいのだ。

　選択肢を選んでいき、順当に朱里ルートに入った俺はエロシーンへと突入する。

　べ、別に楽しみになんてしてないんだからね！　あくまでストーリー重視だから！　エロとかおまけだから！

　…………カチカチカチカチ。ちょっと前かがみになりつつ食い入るように画面を見ちゃうけど勘違いしないでよね。

『けい……ちゃん。好き。大好き！』

　えへへへ……。大好きだってよ。愛ういやつめ。

「俺も大好きだぜ」

『俺も大好きだ』

　主人公のセリフと俺の言葉がハモる。俺は今、この主人公と共鳴状態にあると言っていいだろう。俺のあふれんばかりの愛が次元を超え、主人公の想おもいと同調し、朱里へと届けられる。常人には俺が何を言っているのか分からないだろう。これはその域に達した者にしか分からぬ業よ。

　そして二人は抱き合い、キスを交わす。

　そこで最初の違和感を覚えた。

『ちゅっ、ちゅっ、んちゅー』

　かつて、これほどまでに耐え難がたい思いをしたことはあっただろうか。演技は園児のお遊戯レベル。さっきまでの高揚感は何処どこへ。

「いや待て、落ち着け俺。まだ焦る段階じゃない」

　震える手でマウスをクリックする。

　大丈夫。キスの演技ってのは難しいと聞く。こんなこともあるさ。

　しかし、どうしても不安をぬぐえない。

『あーん。けいっちゃーん』

「ふぁぁぁぁぁぁっく！」

　キーボードの上で両拳を握り、抑えきれずに叫ぶ。

　どうして今まで普通に呼べていた主人公の名前がルッパーンみたいになってんだ！　あれで興奮するのは思春期の中学生までだ。

　完全に萎えてしまった。これでは致せない。

　これまで多くの二次元美少女たちと共に絶頂を迎え、経験値を重ねてきた俺は、もはや歴戦の勇士。多少の下手くそな演技くらいならば、持ち前の妄想力でどうにかしてきた。

　しかし、その童貞妄想力をもってしても、補えないほどにその演技はひどいものであった。

　怒りに震える手で、ネットのスレに陰湿な悪口を書いてやろうかと思い、掲示板を開く。

　だが、俺がコメントを残すことはなかった。なぜなら、そこには俺の想いを代弁……いや、もっとひどい言葉がたくさん書き連ねられていた。

　それを読み進めるうちに冷静になり、黙って掲示板を閉じた。

「不完全燃焼だ……。色んな意味で……」

　俺にもエロゲプレイヤーとしてのプライドがある。途中放棄はしたくない。そこで、朱里のＥＮＤだけ見てＰＣの電源を落とす。幼馴染みだけあってテンプレではあったが、わかりやすいハッピーエンドで、ストーリーには文句はない。声も親しみやすく、朱里の人懐っこく快活なイメージともしっかりと合っていて、人選的には問題は……。

　やっぱり、これはエロゲなんだから問題有りだろう。

　全年齢対象の健全な作品ならいいが、エロゲはエロくなくてはならない。エロがあってこそストーリーがさらに輝くのだ。声優さんには悪いが、これじゃあ致せんのですよ。

　時計を見ると午前五時。今日は高校二年になって最初の始業式がある。

　後、二時間後には起きて準備をしないといけない。どこにぶつけていいか分からない怒りで眠気なんて吹き飛んでしまったが、それでも寝なくちゃ後に支障がでる。

　たとえ、朝、悲惨な目に合うのが分かっているとしても……俺は一時の安寧を求めて布団に潜るのだった。
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　この世界には三種類の妹がいる。

　可愛い妹。可愛くない妹。二次元の妹である。

　俺は無論、二次元の妹が大好きなのは言うまでもない。

　それはさておきだ。

　うちには妹が一匹いる。今年から俺と同じ高校に一年生として入ってきた一つ歳下の妹だ。

　ガチャっと部屋の扉が開かれる音で浅い眠りについていた俺の頭は半覚醒をした。

　しかし、体は動かず、頭も働かない。今が現実なのか、夢なのかさえ曖昧だ。

　ミシッミシッと足音が近づく。

　何かが、そう何かがベッドに近づいて来ている。

　そこで、頭が働き始めた。経験上、今の俺の状態は危険だと脳が察知したのだ。だというのに体はまだ安眠を求め、動いてくれない。

　そして、そうこうしている間に足音は止やみ、次にベッドがギシギシと軋きしむ音がした。

　これまでか……。

　ようやくそこで俺の体がゆっくりと覚醒を始めた。

　まずは目が開かれる。

　そして、口が開き……。

「やめっ──」

　少し、ほんの少しだけ遅かった。

　視界に人間のシルエットが映り、次の瞬間には鳩尾に強烈な一撃が。

「おぐぅ!?」

　俺の身に何が起きたのか。

　分かりやすく説明しよう。

　１　妹が跳んだ

　２　妹が落ちてきた

　３　妹の肘が俺の鳩尾にクリーンヒット

　４　ＤＩＥ
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　凄すごく分かりやすい。死んでないけど。

　まぁ、これが地獄妹落としである。これにさらにスピンをかけたバージョンもあって、それには真・地獄妹落としと勝手に名付けている。小学生レベルのネーミングは気にするな。

「おはよう輝かぐ兄にい。朝だ。早く起きろ。ママンが朝飯用意しているぞ」

「お、おう。了解した。着替えて行く……」

　最も早はや、日常。いきなり何すんだ！　とか、そんなテンプレツッコミはいらない。

　逆にわざわざ起こしに来てくれる妹に感謝ですはい。

　さて、では我が家の妹キャラことガチの妹を紹介したいと思う。

　逢おう坂さか寧ね々ね音ね。俺こと、逢坂輝かぐ夜やの妹である。

　うちは兄きよう妹だい揃そろって母似であるが、寧々音は父のボケっとした性格などもしっかり受け継ぎ、結果、活動的で引きこもりな残念少女となっている。

　まぁ、可愛い可愛くないの二択にしてしまうと、見た目はそこそこ可愛いのではないかと思わないこともないのだけど、身内としては残念な性格がそれを帳消しにしていると言わざるを得ない。

「そ。じゃあ早くな。ママンが今日くらいは二人で登校しなさいって言っていたから」

「ういっす」

　寧々音の言うママンとは母親のことだ。うちの妹は父親の影響で母をママンと呼ぶ。もちろん俺は母さんと普通に呼んでいる。

　しかし、母さんと呼び始めたのは小学校高学年の時で、それまでは俺もママンと呼んでいた。

　呼び方が変わったのは五年四組逢坂ママン事件という授業参観の時に起きた不名誉な事件があってからだ。

　あの思い出は一生封印しておきたい。

　黒歴史を再び記憶の奥隅に封印していると、寧々音はさっさと部屋を出ていき、階下のリビングへ向かった。

　俺も急いで制服に着替え、寧々音の後を追う。

　時刻は七時十二分。俺と寧々音が通う峰みねヶが浦うら高校と家の距離は近く、八時前に出れば十分間に合う。

　だが、顔を洗ったり、朝飯を食っていたりすると、時間が過ぎるのはあっという間だ。

　新しいクラスになる日に遅刻などしたくはない。ということで急ぐ。

　リビングには母さんと寧々音。父さんはもう仕事に旅立った後のようである。

「輝夜。冷める前にさっさと食べなさい」

「うぃっす」

「あ、輝兄。今日の占い、十二月生まれは六位だったぞ」

「微妙な。ラッキーアイテムは？」

「キーホルダーだって」

　ソファに座ってテレビを見ていた寧々音が今日の誕生月占いの結果を教えてくれる。

　別に本気にしているわけじゃないが、どうも気になってしまうのは俺だけじゃないはず。

「ちなみに三月は一位。どやぁ」

「うぜぇ」

　自分のランキングが高かったからと言って、ここぞとばかりにドヤ顔をするのはよくないと思います。

　少しイラッとした感情を、朝食の味み噌そ汁しると一緒に流し込む。美う味まい。

「寧々、お母さんは？」

「ママンは最下位だったよ」

「……今日、仕事行くのやめようかな」

「それはダメだろう」

　思わずツッコミを入れてしまった。

　俺も寧々音もなんとなく観みている占いだが、母さんは結果をめちゃくちゃ気にする質たちなようで、その日の運勢によって一日のテンションが左右されることもしばしば。

　そこまでは似なくて良かったと思うけど、俺達兄妹も毎朝気になって確認している辺り、やはり母似なのだろう。

　ちなみに、母さんは週三でパートをしている。経済的に余裕はあるのだが、趣味で仕事をしているのだ。

　曰いわく、「お金を稼ぐって興奮するのよね」だそうだ。変態である。

「しかし、キーホルダーか」

　繰り返すが今日は始業式。クラス替え発表の日でもある。

　新たなクラスに馴な染じめるかどうかも含めて大切な初日。是非とも幸運をもたらして欲しい。

「あ、そういやアレがあったな」

　ふと、先日手に入れたある物を思い出す。

　ということで、飯を食べ終わってすぐに部屋へ戻り、机の引き出しの中に入れておいたアレを取り出す。

『一寸先は恋　～変わる関係はラブの予感～』

　通称、一いち恋こい。

　これは俺が数時間前にプレイしていた色んな女の子との恋愛を楽しめるアドベンチャーゲームのタイトルである。

　そして、俺が取り出したのはその初回購入者特典で付いてきた、キーホルダー三点セットなるものだ。

　幼おさな馴な染じみの朱あか里り、それに先輩と後輩の女の子の三人のキャラクターがぶら下がったキーホルダーで、デフォな姿が思わず撫なでたくなるくらい可愛かわいらしい。

　朱里とのエロシーンは非常に残念な結果に終わったが、それでも愛するキャラの一人である。性格も、容姿も素晴らしい。それに攻略したのは朱里だけだ。そういった意味でも一番愛着があると言ってもいい。

　ということで、朱里のキーホルダーを制服のポケットに入れ、お供をしてもらうことにした。

「輝兄、そろそろ行くぞー」

「あ、その前に歯を磨かせて」

「早くしろよ」

「うぃーす」

　すでに出る準備を済ませてある寧々音に急せかされ、洗面所へと向かった。




　一年間通った通学路だが、言ったように、家と高校の距離は近い。時間にして徒歩十五分程度と駅より近い。駅までは三十分以上かかる為ため、学校と比べるとむしろ遠いくらいだ。

　とにかく近所なわけで、小さい頃から見慣れた道だし、高校の前だって数え切れないほど通っている。

　新学期だからと言って何も感じない。それは隣で歩きながら携帯をいじる寧々音も一緒だと思う。

「おい、ながらスマホは危ないだろう」

「そうだな」

「返事しながらやめる気はないのか。ぶつかっても知らねぇぞー」

「だって体力消費しなくちゃいけないんだぞ？」

「家でしろよ。家で」

「忘れてたのだよ」

　こちらを見向きもしない寧々音は流行はやりのアプリゲームをしている。誰に似たのか、寧々音もゲームが結構好きで、それなりに嗜たしなんでいるのだ。

　とは言え、プレイするのはもっぱら携帯アプリのゲームで、それも有名なパズルＲＰＧだか、引っ張ってストライクするのだかで、俺とは相あい容いれない。

　残念ながら俺の場合、アプリゲームは、ほとんどしないのだ。

　あんなものは課金してなんぼであり、俺は課金するくらいならばエロゲを買う。

　偏見ではあるが、とにかくしないものはしないのだから仕方がない。別に、過去にドップリハマって痛手を負ったとかそんなことはない。ないったらない。

　……ちょっとだけだ。

「ほら、手貸せ」

「……は？」

　ながらスマホは危ないので手を繫つないで誘導してやろうとしたのだが、寧々音に、なにこいつって顔で見られた。

「いや、危ないし」

「……まぁ、いいや。ん」

　そう言って自分から手を繫ぐ寧々音。こういう素直に従うところは可愛い。

　その可愛い妹は顔を画面に向けて片手で器用にゲームを再開している。マジブレねぇ。

　と、ここであることに気がついた。

　ここは高校の近く。つまり、登校中の学生がちらほらいるわけで……。兄妹とは言え高校生の男女がお手々繫いで登校するという光景が他人の目を引くのは当たり前だった。

　チラチラ見られている。恥ずかしい。あぁ、クスクス笑わないでそこのお姉さん。

「寧々音。やっぱり手は放そう。うん。高校生にもなってこれはダメだよな！　ごめんごめん」

「寧々は別に気にしないぞ。むしろゲームに集中出来て良き」

「……あっそうですか」

　うちの妹マジ揺るぎねえ。今度から寧々姐ねえさんとでも呼ぼう。

　いや、それじゃあ妹じゃないみたいだな。やっぱりやめだ。逢坂兄妹の年長者の座は譲らんぞ。

「それより輝兄よ。キリキリ動け」

「うぃっす」

　何ですか。俺は馬車馬ですか？　一応、君のお兄さんだよ？

「おっ、逢坂兄妹じゃねぇか。相変わらず仲良いな。流石さすがに手を繫いでいるのは若干引くけど」

　馬車馬の如ごとく半ば寧々音を引っ張る形でキリキリ進んでいると、後ろから不愉快なくらいに爽やかな声が聞こえた。

　振り向くと、そこには見知らぬ金髪の男子生徒が。なんだろうこの純日本男児に金髪のカツラ被かぶせましたみたいな違和感。

「どちら様？」

「いやいや、俺だよ俺」

「オレオレ詐欺はネタにしても、もう古いと思うぞ」

「そういうテンプレはいらねぇっての。小中、それに去年も同じクラスだっただろうが。忘れたとは言わせねーよ」

　ほう。そんな腐れ縁なのか。すぐにでも引きちぎりたいなぁその縁。

「ううむ。すまんが、俺はオタクと家族の名前しか覚えないんだ」

「何でだよ。そのオタクカテゴリーの一人だろうが」

「いやいや、俺の知り合いにそんな明るい髪の毛の奴は数人しかいねぇよ」

「いるのかい。そりゃ髪の毛は染めたけど。新しいクラスになるから染めたけど！」

　安易なイメチェンは爆死するという良い例だな。

「それになぁ。オタクって言っても、夕帯の万人向けアニメを見た程度で、『結構アニメ見るし、漫画読むよ？』とか言っているクソザコナメクジ野郎は俺達の知っているオタクじゃねぇんだよ。せめて今期の深夜を網羅して、アニメ黄金期の作品を勉強してから出直しな」

「憎しみ込め過ぎじゃね？　あと、それ結構難易度高くないか？　俺は全然問題ないけどさ。いや、俺だよ。黒くろ岩いわ陸りく斗とだよ！」

　２０００年代初頭からのアニメ黄金期はまさに宝の山。何度見ても飽きない作品がごまんとある。

　というのは一回横に置いて。

「まあ、分かってたけど。何、髪染めてんだ。リア充になるの？　爆発するの？」

　黒岩陸斗。確かに知っている男である。

　何を隠そう、ノーマルオタクの俺をエロゲの世界に誘い込んだのはこの男だ。

　高校に入ってすぐ、半ば無理やり貸し与えられたエロゲを興味本位でプレイした。その結果が今の俺というわけさ。まぁ、そのことに関しては感謝しないでもない。

　ちなみに、今では俺の方が底なし沼にハマるが如く、抜け出せないくらい、恋愛アドベンチャーゲームにハマっている。

「爆発はしねぇよ。いや、だが正解だ。俺も高校二年。そろそろ画面の彼女ではなく三次元の彼女を作ろうと思ってだな」

「陸斗よ。哀れな陸斗よ」

「哀れじゃねぇよ」

「作ろうと思って出来るものじゃないんだぞ彼女は」

「…………」

「特に俺達のようにエロゲをしているような、俗に言うキモオタには無理だ」

「うっせぇぇぇ！」

　陸斗は叫ぶや、学校の方に向かって走っていった。なんなのだアイツは。

　しかし……彼女か。

　彼女なんてむしろ邪魔ではないか。考えてみろ。

　彼女が出来ると金を使う。つまりエロゲが買えない。

　彼女が出来ると時間も使う。つまりエロゲが出来ない。

　彼女が出来ると……ってまずエロゲをやめないと彼女は出来ないのではないだろうか？

　とにかく今の俺にはいらないものだし。出来る気もしない。

「なぁ、寧々音よ」

「……なに？」

「俺に彼女が出来たらどう思うよ」

「その女の頭を疑う」

「……なるほどな」

　俺が寧々音の立場でもそう思うわ。




「ついたぞ寧々音」

　校門前で足を止めて寧々音に話しかける。

「ん。褒めてつかわす。ところで兄よ」

「なんだ妹」

「なんか視線が多いぞ。寧々は不快である」

「いや、そりゃそうなるだろ」

「は？」

　コテンと首を横に倒す。マジで分かってないの？　小学生並みの羞恥心か？　いや、最近の小学生の方が敏感でございますよ？

　仕方ない。そんな寧々音にも分かりやすいように説明してやろうじゃないか。

「聞いて驚くな？　高校生にもなって兄妹で手を繫ぐのは多分俺とお前だけだ」

「ナ、ナンダッテー」

「棒読みかよ」

「ふむ。なるほどな。寧々は理解したぞ」

「理解の早い賢けん妹まいでお兄ちゃん泣きそうだよ。でも、最初に俺が言った時に分かって欲しかったな」

　そうすればこの登校中の間の十数分間、俺は羞恥で顔を染めなくて済んだんだけど。

　しかし、寧々はそんなことはお構い無し。

「しかし輝兄。ゲームと視し姦かんされる羞恥心を考えると、寧々の中ではゲームを優先したい気持ちの方が大きいぞ」

「いや、視姦とかされてないから。被害妄想が半端ないから」

「そんなことはない。ＪＫとなってさらに磨きがかかった寧々のナイスバディを見た男子高校生達は毎晩部屋で卍まんじしなくちゃいけないと思われるぞ」

　ナイスバディ？　ナイスまな板の間違いでは？

　とは口が裂けても言わないけど。というか、卍を伏せ字みたいな扱いするのやめろ。

「意味が分からんし、その卍は使い方を大いに間違っている」

「そんなことを言ったら全国の卍高校生の使い方も卍間違っているぞ？　マジ卍」

「それはそうだが、そういう問題じゃないし、卍高校生って何だよ。ってか卍卍うるせぇ」

　なんで朝から妹と高校の校門前で卍卍言い合わないといけないんだよ！

　卍がゲシュタルト崩壊しちゃいそう。マジ卍。

　それはともかく。

「そろそろ恥ずかしいから教室に向かお？」

「まさか輝兄に羞恥心なるものがあったとは驚きだ」

「いやいや、寧々音はもう少し羞恥心を持つべきだと思うんだけど、どうだろうか？」

「馬鹿を言うな輝兄。寧々は人並みの羞恥心は持っているぞ」

「今世紀最大の噓うそをありがとう」

「寧々がこうして馬鹿な掛け合いをしているのも輝兄がいるからであって、寧々一人ではこんなことはしない。全ては輝兄のせいだ。さぁ、謝ってもらおう」

「え？　なんで!?」

「謝ってよお兄ちゃん！」

　突然の甘いロリボイス。まるで声優のような声色に、脳にビリッと電撃が走った。

「申し訳ありませんでした！」

「ん。では寧々は先に行くので」

　そう言ってテクテクと校門をくぐった。

　いつの間にあんなロリボイスが出来るようになっていたんだ！　ってか、あれって完全に俺をいいように扱う為ために練習したんだよね？




　寧々音……恐ろしい子！




「って、待てって。一応クラス確認もついて行くって」

「クラスは入学式の時に教えられた。なので、寧々はそのまま教室へＧＯする」

「マジか。でも俺は自分のクラスを確認しないと……じゃあ、俺は行くぞ」

「さっさと行け」

「お、おう。あ、帰りはどうする？　一緒に帰るか？」

「いい。市いち姫ひめとクラス一緒だから一緒に帰る」

「そっか。姫ちゃんと一緒のクラスだったのか。じゃあ安心だな」

　市姫ちゃん。フルネームは名な古ご市姫と言い、寧々音の中学からの数少ない友人だ。

　可愛らしい子ではあるのだが、うちのちょっと頭のおかしい寧々音と仲良く出来る逸材なわけで、そんな女の子がまともなわけがない。

　一言で言うと口が悪い。息を吐くように言葉の弾丸を容赦なくぶち込んでくるのだ。逆にその物言いが付き合いやすくもある。

　それはさておき、二人は仲が良い。そんな二人が同じクラスならばクラスでいきなり孤立ボッチ街道は歩まなくて済むだろう。

「さて、妹の心配している場合じゃないな。問題は俺の方だ」

　去年は悪友陸斗が同じクラスだったからボッチ街道ではなかったが、今年はどうだろうか？　自慢じゃないけど自分から動いて友達を作る能力は持ち合わせていない。

　クラス発表の紙は……うわっ、人混みになっているし。超近づきたくない。

　だが、確認しないと始まらない。

　意を決し、人混みへ突撃敢行する。

「逢坂……逢坂……あった。二年一組か」

　一組だったお陰ですぐにクラス表から名前を見つけられた。

　というわけで人混みから脱出する。

　あ、知り合いがいるか確認するのを忘れた。まぁ、教室にも多分表はあるだろうし、それにすでに知り合いが来ているかもしれない。

　結局は陸斗がいることを願いつつ、二年一組の教室へと歩みを進めた。




　のだが、朝から俺にしてはよく喋しやべったせいか、のどが渇き、自販機のある中庭に立ち寄ることにした。ちなみにこの中庭にはちょっとした伝説があり、中央の立派に咲いた桜の木の下で告白し、成功すると一生のパートナーになれるとか。高校生らしいありふれた伝説過ぎてアホらしい。とはいえ、伝説の桜の木なんてギャルゲでもよくある設定なのでゲーム内ではお世話になることもしばしば。あまり馬鹿にしすぎるのはよくないな。

　自販機でペットボトルのお茶を買い、のどを潤していると、桜の方へと男女が歩いていく姿が見えた。

　うわっ、まさか……？

　どうやら二人はこちらに気づいていないようで、ちょっと悪い気もしたけど、気にもなるのでその場で観察を続けることにした。

　男子生徒は同学年だったと思うが、よく知らない。対して、女子は……。

　詳しくは知らないが他人に興味を持ちにくい俺でさえ名前くらいは聞いたことがある。七しち家いえ茉まつ莉り。一年の頃からなにかと話題に上がった女子で、二次元至上主義の俺から見ても、素直に可愛かわいいと思える現実世界の美少女だ。

　透き通るような肌、綺き麗れいに整った輪郭と目鼻や口などのパーツ。どれをとっても完璧な美少女と言うしかない。しかも、性格まで良いと聞く。隙がない。

　一時は陸斗のやつもあんな子と付き合いたいなんて寝ぼけたことを抜かしていた記憶がある。まあ、すぐに現実に戻ってきて、画面の彼女に癒されていたようなので、初めから高たか嶺ねの花はなと分かっていたのだろう。

　そんな高嶺に手を伸ばす名も知らない男子。さて、勝負の結果はどうなるのか。

　距離があるので声は聞こえないが、男子が告白の言葉を伝えただろうあとに、手を差し出した。

　しかし、七家さんは一歩後ろに下がり、頭を下げた。

　あぁ、他ひ人とごとではあるのだけど同情してしまう。

　だって……ゲームオーバーだよ！

　好感度が足りなかったのか、イベント回収をしていなかったのか、どちらにせよゲームオーバーで、このあと『楽しい学園生活だった。しかし、隣にあの子がいれば……』なんて……うぅ、悲しすぎて泣けてきた。

　ここで誰かに見られたらドン引きされそうなくらい目を潤ませていると、気がつけば桜の木の下には誰の姿もなくなっていた。




　二年一組の教室前までやって来た。本校舎の二階にあり、一階にあった一年の教室とは違って階段を上らないといけないのがもやしっ子の俺には辛つらい道程だった。

　三年になるとさらに階段を上らないといけないのだから、早急に階段のエスカレーター化を求めざるを得ない。

　きっとそう願う学生は全国津々浦々、ごまんといるに違いないと俺は思う。連盟を作ってどっかに談判したらどうにかならないかな。しかし、どこに談判すればいいのだろうか。

　それは追々考えるとして、教室に入ると……あぁ、陸斗がいる。

　他にも全員ではないがこれからクラスメイトになるであろう生徒が結構いた。

　元々の友達と談笑する者、新たな友達を作ろうと動く者、そんな勇気は無くて席について携帯をいじる者、大方何処どこでも見るクラス替え後の教室というやつだな。

　とにかく陸斗の元へと歩み寄る。

「今年も一緒だな陸斗」

「おう。腐れ縁だからな」

　とりあえず初期ボッチは回避出来たようで安あん堵どした。

「他に知り合いはいるか？」

「いや、一年で同じクラスだった女子が三人と男子が二人いるけど、みんな交友が薄いやつばっかりだった」

「そうか。オタは？」

「今の所は分かんねぇな。それっぽいのはいるが、まだ全員隠している感じだ」

　新しいクラスになって、まず同志を探すのはごく自然の発想だろう。

　カースト下層に位置しやすい陰オタではあるが、人数が多ければ下層と言えど住みやすくなる。

　そんな理由もあってクラスにいる同志の数は正確に把握しておきたい。

「そういや輝夜」

「なんだ？」

「さっきの続きなんだが」

「さっきというと、リア充になるとか馬鹿なことを言っていたあれか」

　貴様がリア充になどなれるわけがないだろう。その幻想は俺がぶち壊す！　までもなく叶かなうことはあるまいよ。

「おう。俺はリア充を目指すが、輝夜はどうするんだ？」

「は？」

　どうする？　何が？

　質問の意図が分からずに首を傾かしげる。

「彼女とか作らねぇのか？　もう高校二年だぜ？　このままじゃ灰色の学園生活を送ることになるって分かってんのか？」

　ふと、先程の光景が脳裏をよぎる。

「そういうことか。いやぁ、ないわ。彼女とかいらねぇわ」

「お前……輝夜さぁ、そういう格好の付け方は良くないと俺は思うんだわ。逆にダサい。俺ってば一いつ匹ぴき狼おおかみ、ロンリーウルフカッコイイーってのは厨ちゆう二に病びようの発想だぜ？」

「別にそんなことは思ってないけど。とりあえずお前は殴りたい」

「図星を突かれたからって怒るなよ」

　突かれてねぇよ。そうじゃなくて全国の俺と同じくお前に殺意を抱いている皆様の為にお前を殴るんだよ。

「馬鹿に容赦はしない」

　くらえ渾こん身しんの右ストレート！

　しかし、俺のへなちょこパンチは避よけられた。

「うわっ、危ねぇ！　こいつ本気で殺しにきただと……と、ともかくだな。彼女を作る為に、童貞よ立ち上がれ同盟……略してＤＴ同盟を俺と組もうじゃないかという話だ」

「え？　そんな話はしてなかったけど」

「えぇい、うるさい。いいから俺と組めよ！」

「だが断る」

「ネタはいらねぇ」

「いや、実際に組まねぇし。本気で彼女とかいらん。ゲームの邪魔だ」

　あと、その同盟の名称が嫌だ。

「かー、ぺっ。そろそろ画面の彼女とはおさらばしようぜ？　な、同志」

　そう言って俺の肩に手を置く陸斗。

「肩に触れるな汚い。貴様など最も早はや同志でもなんでもないわ。さっさと彼女カッコワラでも作ってイチャイチャしていろ」

「彼女カッコワラってなに!?」

　ご想像にお任せします。

　しかし、どうしていきなりこんなリア充病に侵されてんだこいつ。春休み入る前はここまで酷ひどくなかったはずだ。性癖と性格は変わらず酷かったけどな。それにさっきあんな光景を見てしまっただけに、彼女が欲しいなんてこれっぽっちも思わない。

「そんなに彼女が欲しいって何かあったのか？」

「大おお河こう内ち。覚えてるだろ？」

「大河内？　あいつがどうしたんだ？」

　大河内と言えば一年の頃のオタク仲間だ。そんなに仲が良かったわけじゃないが、まぁ、普通に友達だった。少なくとも俺はそう思っている。向こうがどう思っているかは知らないけど。

　……あれ？　下の名前なんだっけ？

「あいつに……彼女が出来た」

「な、なんだと……？」

　って、驚いてみたもののどうでも良いこと山の如し。

　ふむ。しかし、大河内か。

　ゲームセンターの音ゲーが好きだったイメージしかないが、そんな悪いやつだった気はしない。

「あの野郎、俺達に抜け駆けして、春休みに始めたバイト先の女子大生とお付き合いをしているとか抜かしやがんだ」

　女子大生ですか。それはなかなか冒険しているな大河内。

「それで羨ましいからお前もリア充になると」

「おうよ」

「そうか、頑張れよ。応援してる」

「違ちげぇ！　一緒に頑張るんだよ！」

「断るって言ってんだろ。俺がもし現実で熱を入れるとしたらそれこそ声優とか、超アニ声とか」

「寧々音とか？」

「そう、寧々音とか……はい？」

　突然、明らかに陸斗とは違った女の子の声が聞こえた。

　振り返ると……。

「って、姫ちゃん？」

「はい。寧々音の親友、市姫です。おはようございます」

　そこにいたのは寧々音の友達、名古市姫ちゃんだった。

　超絶口が悪い女の子で、見た目はクールだが、時々見せる年齢相応の姿が可愛かわいくもある。栗くり色いろのくせっ毛が悩みらしい。ちなみに胸は寧々音よりは発育が良いようだ。

「あ、うん。おはよう」

「今日も気持ち悪い顔面ですね」

　えぇ……。なんで朝から妹の友達にディスられてんの？　意味わからん。

「そ、それはさておき、ここ二年の教室だけど」

「知っています。私を馬鹿にしているんですか。キルしますよ？」

「殺さないで」

「まぁ、キルするのは今度として……」

　あ、冗談とかじゃないんだ。今度殺されるのか。短い人生だったなぁ。

「用事で職員室に行った帰りだったのですが、この教室から寧々音の匂いがして」

「えぇ……」

　ドン引きだわー。俺からしたのであろう微かすかな寧々音スメルを嗅いでここに辿たどり着つくとかマジパないすわ姫ちゃん。将来は警察犬か。

「少しドブの臭いも混じっていたので輝兄さんの可能性も大いにありましたが、一応確認の為ために」

　ドブ臭……。もうダメ。二年生初日から精神攻撃を受けて軽く瀕ひん死し。

「やぁ、名古さん。今日も可愛いね」

「……？　あの、輝兄さんこの人誰ですか？　とりあえず凄く生理的に無理です」

　陸斗に話しかけられてめちゃくちゃ嫌な顔をする姫ちゃん。
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　俺と寧々音繫がりで二人は顔見知りのはずだが……。

　うげぇっと顔を歪ゆがめて拒否している辺り、実際は正体を分かっていての反応だろう。

　姫ちゃんが知らないやつに絡まれた時って顔から表情が無くなるからな。

「残念なことにこいつは陸斗だよ」

「あぁ、道理でスカンク顔負けの悪臭を漂わせているわけですね」

「ひでぇ！」

「うぅ、酷い臭いで鼻がもげそうです。そろそろ愛する寧々音の元に帰ります」

　クラクラと立ちくらみの演技をして言う。ん？　演技だよね？

　演技じゃなかったら流石さすがに陸斗が可哀かわい想そうだ。……いや、やっぱりそうでもないな。

　ってか、来てすぐに帰るのかよ。まぁ、二年の教室にずっといるわけにもいかないか。そろそろ始業式の為に体育館に移動しないとだしな。

「あ、うん。寧々音のことよろしく」

「言われなくともお任せください」

「それもそうか」

　姫ちゃんは寧々音のことが大好きだからなぁ。寧々音も姫ちゃんのこと好きだろうし。

「……輝兄さんも」

「ん？」

「一応、先輩ですからね。よろしくお願いします」

「あぁ、うん。了解」

　なんか、照れるな。こういうの。

　もしかして、それだけを言う為に二年生の教室に来たとか……はないか。

　というか、その妄想は流石に自意識過剰だな。

「俺は？」

「その髪の色、似合っていませんよ？」

「そんな馬鹿な……」

　膝から崩れ落ちる陸斗。やっぱり哀れな男だな。でも俺も似合ってないと思う。




　姫ちゃんが帰って数分後、予鈴と共にぞろぞろとクラスメイトが教室にやって来た。

　どうやら、いなかった半分近くの生徒は他の教室に行っていたようだ。

　驚いたことに、あの七家さんもクラスメイトだったらしく、教室に入ってきただけでクラス中の視線を集めてしまっている。

　そして、それぞれが黒板に書かれている通り、出席番号順に席へと着いていく。

　俺は逢坂だから、窓際の一番後ろと良ポジション。しかしここで、この場所についての問題を語りたい。

　確かにこの場所は素晴らしい。窓際で後ろというのは授業で教師からも当てられにくく、寝ていてもバレにくい。

　代わりに友達ができにくいという難点はあるが、積極的にコミュニケーションをとっていきたくない系男子の俺にはどうでもいいことだ。まあ、ボッチはちょっと遠慮したいけど。

　まぁ、陸斗がいるので、ボッチスタートとはならない……はず。

　チラリと陸斗の方を見ると……隣の席の男子と仲良く喋しやべっているだと？

　やめろ、やめてくれ。俺の数少ない友人を奪わないでくれ……。

　いや、落ち着け俺よ。やつは幼おさな馴な染じみで腐れ縁だ。簡単に俺達の仲が裂かれるはずがない。

「よし、揃そろってるわね。今日から私が担任だからね。よろしく。そして、さっさと体育館に移動しなさい。ほら、さっさと動く。遅れたら委員長にするわよ」

　俺が悶もん々もんとしていると、開いたままの教室の扉から女教師が入ってきた。

　出席確認どころか、自分の紹介さえしないあのポニテ教師。一見、ピシッとスーツを決めているところからも二十代前半くらいの新人に見えるが、あれで既に二十代後半、それも三十代へのカウントダウンが後二年となった我が校の名物教師の足あ立だち雫しずく先生である。

　何が名物かと言うと、まず綺き麗れいだ。うん。うちの学校で一番綺麗な先生はと聞かれると確実に足立先生の名が挙げられる。

　だが、それだけじゃない。まぁ、先程の適当な口振りからも察せられるが、基本、行き当たりばったりなのだ。

　こんな話がある。足立先生は日本史と世界史の担当なのだが、授業中に突然、体を動かしたいとか言い出して、その時間は即席卓球大会が行われた。意味が分からん。

　ちなみに、そのクラスとは去年の俺のクラスであり、足立先生が担任をしていたクラスでもある。

　つまり、俺は二年連続でこの人の担当するクラスというわけだ。

「雫ちゃーん！」

「ん？」

　足立先生の、大半の生徒からの呼び名は雫ちゃんとか、雫ちゃん先生とか、やたらと緩いものが多いが、それだけ生徒に好かれていると言い換えても良い。

　そして、今呼んだのは教室の中央に座る陸斗なんかより、よっぽど金髪が似合ったイケメン男子だ。名前は知らないが、去年のあらゆる行事で目立っていた気がする。

　別のクラスだったやつなのに、目立っていたのを覚えているってことはきっと相当なリア充力をお持ちなのだろう。

　今も、足立先生の登場で静かになった教室だというのに、大きな声を出せるんだ。俺のような一般人には真ま似ねできない。真似したとしても白い目で見られるのがオチだろう。

「えー、誰だったかな。ふむ……そうそう。林はやし田だ秀しゆうだったわね。何か用？」

　出席簿と思おぼしき物で確認していた。

　さては、名前を覚えてきていないな、あの教師。

　それにしても彼は林田秀というのか。明日には忘れているだろう。人の名前を覚えるのは苦手だ。

「いやぁ、これから一年よろしくってね」

「はいはい。よろしく」

　投げやりな返事で手をヒラヒラさせる。すげぇやる気なさそう。

　対して林田とやらは俺とは相あい容いれない感じのノリだ。

「適当だなぁー。皆もよろしくな」

「よろしくー」

「よろしくねー」

　全員ではないものの、所々から返答が返ってくる。

　これで彼の立ち位置は決まったも同然だ。そう、きっと彼はこのクラスのリーダーになる。

　俗に言うクラスカーストのトップに君臨するのだ。

「林田ー。そういうのは後で自己紹介の時間を作ってあげるからその時にやりなさい」

「すいませーん」

　注意されるが、ヘラヘラと笑いながら謝る林田。自己紹介という場面より、今こそがクラスの主導権を握るチャンスだと思ったのだろう。

　意識してか、無意識かは知らんが、本当にリア充というのは恐ろしいやつだ。出来ることならば関わりたくない。




　体育館に移動して、始業式が始まる。去年まで俺たちが並んでいた場所には初々しい新入生たちの姿がある。

　きっと寧々音と姫ちゃんの二人も緊張の面持ちで壇上を見ているに違いないと姿を探してみると、意外とすぐ近くにいた。

「くちゅん」

「大丈夫ですか寧々音？」

「うむ。これは輝兄が寧々のことを考えている時のくしゃみだな」

　なんで分かんの？　それはともかく、この静寂の中で普通のトーンで話す二人が緊張なんて感じているわけがないことはよく理解出来た。

　校長による新入生への歓迎の言葉と、二年への先輩としての心構え、受験生となる三年への激励が三十分くらいあり、続いて生徒会長の挨拶が始まる。

　壇上には、この辺では有名な資産家と名高い、名家の息女である先輩が立つ。

　堂々と、簡潔で分かりやすい挨拶を披露する姿は、人の上に立つ者の貫録がある。是非とも校長には見習っていただきたいものだ。それにしても、見た目からして住む世界が違うことを痛感させてくる生徒会長には神の不平等を感じずにはいられない。

　その後も粛々と始業式は進行され、一時間弱で解散となった。




　再び、教室へと戻る途中、寧々音と姫ちゃんと廊下でばったり出会った。

「あ、輝兄」

「輝兄さん（嘲笑）」

　いきなり嘲笑されてしまった。俺、馬鹿にされてるよね。泣いてもいいかな？

「よ、よぉ二人共」

「輝兄、新しいクラスはどうだ？」

「なんだよ寧々音。もしかして心配してくれてるのか？」

　そう聞くと拗ねてしまったのか、ぷいっとそっぽを向かれてしまう。すると、姫ちゃんが俺の腕を摑んで、

「いいから寧々音の質問にはキリキリと答えましょうね？　輝兄さん」

「あ、はい」

　超怖いんですけど。

「まぁ、陸斗もいるし、担任は足立先生だし、いい方じゃないかな？」

「ふーん。雫ちゃんかぁ。今日も晩御飯食べてくのかな？」

「あっ、ちょ、しー！　しー！」

　慌てて口に人差し指を当てて寧々音を黙らす。

「ん？　なんか問題ある？」

「いや、先生が身内って何かと面倒だからさ」

「あー、なるほど。ま、寧々は気にしないけど」

　去年の担任で今年も担任の足立先生。足立はうちの母さんの旧姓であり、足立先生は母さんの妹。つまり、俺達兄妹の叔母さんなのだ。

　俺は身内が同じ学校の教師、それも担任であることを表に出したくないので、あえて余よ所そ余よ所そしく足立先生と呼んでいるという裏事情があったりする。

　ちなみに向こうもそれは分かってくれているので、学校では他の生徒と同じように接してくるのだが、とは言え一つだけ他の生徒と違うことを要求してくる時があった。

　簡単に言うと、俺と陸斗をすぐに雑用係にしようとするのだ。

　何かを指示する時に身内ってのはやはり頼みやすいらしい。ちなみに陸斗は完全にとばっちりだけど、それはどうでもいい。

「いや、気にしてくれ。お前と足立先生の関係がバレると兄妹の俺もバレる」

「仕方ないな。ま、期待はするな」

「まぁ、できる限りでいいよ。俺もどうしても隠したいわけじゃないし」

　教師と血縁関係があるのがバレるのは面倒だから隠したい。けど、バレたらそれはそれで仕方ない。

　あの人の性格上、身内だからって特別扱いとかはないし。まぁ、今以上に酷使するだろうけど。

「とにかく、そういうことだ。よろしくな」

「おう。ではさらばだ輝兄よ」

「失礼します。輝兄さん」

　二人が手を振って自分の教室へ向かうのを見送り、俺も階段を上って二年一組の教室へ。

　一応、今は休憩時間になるのだが、生徒はほとんど集まっていた。流石さすがに短い休憩では他クラスに行くやつもいないのだろう。

　ただ、始業式前と違い、あの林田という男子生徒の周りに男女混ざって数人集まっていた。

　なるほど。あいつらがこのクラスのトップカーストになるやつらなのか。

　リア充の周りにはさらにリア充が集まり、そしてリア充グループが形成される。類は友を呼ぶってことだ。

　その集団をチラリと横目に見つつ、すぐ隣を通って自分の席へと戻ろうとする。

　すると、一人の男子がふざけ、大きな動きをして、勢いよくぶつかってきた。貧弱さにはなかなかの定評がある俺はその場に尻餅をついてしまう。

「あー、わりぃわりぃ。立てるか？」

　ぶつかってきたのは頂けないが、手を差し伸べてきたのでちょっとは感心できるリア充だ。

　リア充男子の手を取って立ち上がると、同時に俺のポケットから何かが落ちた。それはラッキーアイテムと信じて持ってきていたキーホルダーで、それが床をコロコロと転がる。それを呆ぼう然ぜんと見つめ、そして誰かの足に当たり、止まった。

　誰なのかを確認するために、顔を上げ、額に冷や汗が流れる。

　そこにいたのは、目を瞬かせた七家さんであった。

　オタクと呼ばれるのはいい。むしろ誇らしい。しかし、女の子のキャラキーホルダーをポケットに入れて持ち歩いているのがバレるのは素直に恥ずかしい。恥ずかしすぎる！

　どう動けばいいのか分からなくなってしまい固まっていると、七家さんが屈かがんで、キーホルダーへと手を伸ばす。

「あれ？　あか……り……」

　何かを言いかけて、伸ばしていた手を焦ったように引いて、口を覆った。

　今、あか……り？　朱里って言った？

　状況に理解が追い付かず思考と動きを一緒に停止させていると、目の前に朱里のキーホルダーが差し出された。顔を上げると、目を泳がせた七家さんの姿が。

「ありがとう……」

「ど、どういたしまして」

　七家さんの手から朱里を受け取るのと同時に気がついてしまった。きっと気がついてはいけなかったであろう彼女の秘密に。




　誰もが憧れる七家茉莉という美少女。その立ち振る舞いは可か憐れんで、到底、俺たちのようなオタクとは相容れないものだと勝手に線を引いていた。

　だと言うのに……。

「……そんな馬鹿なことがあるかよ」

　思わずポツリ心の声をこぼしてしまう。

　だって、彼女のその声は……。

　朱里……だったのだから。




　おーけー。落ち着け俺。現状確認からしていこう。

　今俺がいるのは教室の自分の席。そして、教壇では足立先生が何か話している。内容はどうでもいいし、頭に入ってこないので省略。

　そもそも、頭になんて入ってくるわけがない。

　今俺の頭はパニック状態でエマージェンシーだ。赤ランプが回っている。

　あの時聞いた七家さんの声は確かに夜中に攻略していた朱里……扇おうぎ朱里ちゃんの声に似ていた。ただ、朱里の声はもう少し幼い感じだ。

　だが、何本ものエロゲを攻略してきた俺の耳は誤魔化せない。あれは絶対に朱里だ。

　しかし、冷静になるとそんなことがあるわけない。

　よく考えてみろ。現役女子高生声優というのはまぁ、ありえる。他にいないわけでは無いからな。

　しかしだぞ？　そんな声優様がオタクとは無縁な感じで、尚なお且かつ偶然にも俺のクラスにいるなんてことがあるか？

　否だ。あるわけが無い。あったらあったで、それなんてエロゲ？　と叫ばないといけなくなる。

　ならば他の推測を立てよう。

　一番現実的なのは他人の空似ならぬ空声。つまり、偶然声質が似ていただけというオチだ。

　うん、これが一番しっくりくる。いや、しかし七家さんはキーホルダーを見て朱里と言った……気がする。

「おーい、聞いてるー？」

　だが待て。声優は神。たとえまだ新米で演技が下手くそでも神は神。神が俺なんかと同じクラスに現れるわけが無いのだよ。ふふっ、完璧な理論だ。

「逢坂！」

「ふぇい!?」

「自己紹介だって言ってるでしょー？　さっさとしろやコラ」

「ふぁっ」

　いかん。連続して変な声が出た。

　いつの間にかクラスは自己紹介タイムに突入していたらしく、それさえ気がつかずに俺の順番まで回ってきていたらしい。

　クラスメイトの何人かは、こらえきれずに失笑する。人の不幸を楽しみやがって。

「ほら、さっさと簡単に名前と趣味とか好きな物とか言って」

「は、はい。えーと、逢坂輝夜です。趣味はエ……ゲームです。一年間よろしくお願いします」

　危ねぇ。もう少しでエロゲと言うところだった。ギャルゲとか、エロゲとかとは流石に言えないわな。そんな発言したらエロゲの素晴らしさを知らない俗物共にエロゲを馬鹿にされるところだった。俺を馬鹿にするのは構わないけど、エロゲが馬鹿にされるのは我慢ができない。いや、やっぱり自分が馬鹿にされるのも勘弁だ。

　それに、ゲームは全般的にやるので別に噓うそをついたわけでもない。

「はい、次」

　最初に恥ずかしい思いはしたが普通に無難な自己紹介が出来たはずだ。

　クラスメイト声優疑惑は一度保留してみんなの自己紹介を聞いておこう。どうせ覚えられないけど、仲間が見つかるかもしれない。

　自己紹介でアニメが好き、ゲームが好き、趣味読書とか言うやつは高確率でオタクである。

　ちなみに読書とか言うやつは大方、ライトノベルとか漫画のことを言っている気がするのは偏見だろうか。

　しかし、特に同志が見つかることもなく、自己紹介が進んでいく。

　そして七家さんの順番が巡ってきた。

「七家茉莉です。好きなことは食べること、遊ぶこと、よく寝ることです。えーと、私、一人暮らしをしているんですが、最近、お掃除ロボットを買ったんです。名前はルンえもんです。ボタン一つで勝手にお掃除してくれて便利だし、可愛かわいいし……でも見ていると、一緒にお掃除したくなっちゃうんですよね～」

　掃除をしないで良くなるためのロボットなのに、自分で掃除してたら意味無いだろ。もしかして、天然さんか？

「えへへ、こんな私で良ければお友達になってください」

　ぺこりと頭を下げる七家さん。やっぱり声が似ている。

　七家茉莉……七……なな。

　確か、朱里の声優って……。

　そうだ。変な名前だったから覚えている。ななまりだ。

　しちいえまつりにななまり……。こじつけ臭いが、一度でも疑い始めたら、なんでもつなげて考えてしまう。

　俺はいてもたっても居られず、机の下で携帯を操作し、ななまりについて調べる。

　しかし、分かったことと言えば、性別が女性ということだけで、それ以外何も分からない謎の声優で、出演作品は一恋こと『一寸先は恋』の朱里。他には、別作品のモブキャラ。つまり、ちゃんとした役があるのは一恋だけである。

　……情報が少ない。

　しかしながら、今ある状況証拠だけでも七家さんがななまりである可能性を示唆するのには充分。

　くっ、こうなったら直接本人に聞くしかないか？

　……無理だ。男子の憧れたる人に「七家さんってエロゲ声優のななまりさんですよね？」なんて聞けるわけがないだろう。俺死ね！

　くそっ、俺はどうすれば。このままじゃ一生悶もん々もんと考えていそうだ。爺じいさんになってから、あの時のあの人はもしや……とか考えたくないぞ。

　そして机にうつ伏せになって思考すること……一時間。

　気がついたら学校が終わっていました。

　というか、寝ていました。そして先生もクラスメイトもみんな帰っていました。

　いや、流石に睡眠時間が足りなかったらしい。超眠かったもんね。でも、放置して帰った陸斗は殴る。

「あれ？　まだ教室に人いたんだね」

　陸斗への殺意をつのらせつつ、教室から出ようとすると、扉を開けた所に人が立っていた。というか、七家さんだった。

　近くで見たらまつ毛は長いし、肌も白い。しかも香水なのか、甘い良い匂いまでしてくる。

「あっ、うん。えっと……その……」

　やべぇ、言葉が出てこない……。七家さんが綺き麗れいだからというのもあるが、それ以上にななまりかもしれないという疑惑が俺の口を閉ざさせる。

　聞きたい。でも聞いたら色々と終わるかもしれない。でもこのチャンスを逃せば俺は残りの学生生活全てを悶々と過ごすことになるかもしれない。

　そしてゆくゆくは気になりすぎてストーカー化。寧々音に「いつかやると思っていました」と言われる展開に──。

　そ、それだけは嫌だ！

　しかし、七家さんはエロゲ声優のななまりさんですかと尋ねるのか？

　無理だ。

「えっと、私は忘れ物取りに来たんだけど……」

「は、はい」

「その、教室に入っていいかな？」

　ニコリと笑顔で言われて気がつく。入り口を塞いでしまっていたらしい。

　慌てて横に避よける。

「ご、ごめん！」

「ううん、いいよいいよ。ところでどうして教室に残っていたの？」

　自分の席に忘れ物とやらを取りに行きつつ、俺に質問してくる。随分とフレンドリーではあるが、これがハイスペックな美少女の性能か。

「あー、いつの間にか寝ちゃってたみたいで」

「ええっ。友達とかは起こしてくれなかったの？　あ、新しいクラスだからいなかったのか」

「いや、いるんだけど裏切られた」

「あははっ、裏切られたって」

　なんかウケてる。って言うか俺ってばちゃんと会話出来てる？

「それ本当に友達なのかなー？」

「く、腐れ縁かな。小中一緒だし」

「あ、いいなー。私は高校からこっちに引っ越して来たから幼おさな馴な染じみとかいないんだ」

「へぇ、そうなんだ。でも友達とか多いよね？」

「うーん、友達は、確かに多いかな。色んな人のお話を聞くのが好きなの。でも、こうやって一対一で話すのはあんまり得意じゃないかも。緊張しちゃって」

　たははっとはにかんだ笑顔を見せる。コロコロと表情がよく変わるなと思った。きっとこういう仕草も人を惹ひきつける理由の一つなのだろう。

「え？　でも今ちゃんと話せているよね？」

「うん。なんか逢坂君は話しやすいなーって」

「そ、そう」

　何それ照れる。ってか、俺みたいな童貞野郎はすぐに勘違いしちゃうんだからそういうことは言わないでほしい。どうせ男みんなに言ってるんだろ。気をしっかりしろよ俺。こういう時は嫁たちを思い出すんだ。嫁がひとーり。嫁がふたーり。嫁が……

「あれ？　俺って名前言ったっけ？」

　嫁を数えていると、そんなことに気がついた。

「自己紹介の時に名前言ってたよね」

「もしかしてクラス全員覚えているとか？」

　そんなのフィクションの中だけだと思っていた。まさかリアルにそんなやつがいるとは……。

「ううん。雫ちゃん先生が逢坂！　って、怒っていたから記憶に残っていたの」

　あぁ、なるほど。超納得ですわ。そりゃ新学期初日から先生に怒鳴られているやつがいたら嫌でも覚えるわな。

「そ、そういうことか」

「摑つかみはバッチリだね。さっきの話なんだけど、実はもうクラスの半分くらいは覚えたんだよ。記憶力にはちょっと自信があるんだ」

　えへんと腰に手を当てて可愛らしく威張って見せる。

「やっぱり凄いよ。俺なんて自己紹介の時、上の空だったから全く覚えてないや」

　その上の空だった理由が七家さんとは口が裂けても言えない。

「えー、じゃあ私の名前も知らないってこと？」

「あー、それは分かる。七家さんでしょ？」

「おぉ、上の空とか言って、ちゃんと聞いてるじゃないですか」

「い、いや、その、七家さんって結構有名だし」

　知らない人の方が少ないくらいだ。

「えぇ、どんな風に有名なの？　わ、悪口……？」

「その、ほら……」

　美少女とか、可愛いとか。しかし、面と向かって言うには勇気が足りない。

「あー、待って待って。悪口なら心の準備するから待って」

　両手を上に挙げて、深呼吸。無駄になるであろう心の準備をする。

「よし、張り切ってどうぞ」

　むしろ、こっちの心の準備が整った。

「か、可愛いって……」

「ほへ？　あははっ、ナイスジョークだよ逢坂君」

「本当のことなんだけど」

「それはないよー」

「いやいや本当だって」

　認めようとしない七家さんに、こちらも少し意地になって強く言い返してしまう。

　そのせいか、しばらく黙ってしまった七家さんは、試すような顔をして、

「……じゃあ、逢坂君もそう思ってるの？」

　心臓が跳ねた。さらに早鐘を打つように動どう悸きが激しくなる。

「俺は……その……」

　何だこのエロゲの選択肢を選んでいるみたいな状況！　セーブはどのキーでできんの？　というか、選択肢何してやがるさっさと働けこの野郎！




【選択肢】

　Ａ　君はまるで荒野に咲く一輪のエーデルワイスのように美しい。

　Ｂ　口を慎めブス。貴様など二次元の足元にも及ばぬわ。

　Ｃ　好きです。付き合ってください。

　Ｄ　七家さんはエロゲ声優ですか!?




　馬鹿なの死ぬの!?

　本当にひどい選択肢だ。エーデルワイスは高山植物なんだから荒野に咲いているわけないだろ。

　それらしい選択肢ってＣだけなのに、それ選んだら完全にバッドエンドしか見えねぇよ。

　こんな詰んでる選択肢しか出てこない俺の人生はゴミゲーだな。その中で俺が選ぶのは……。

「七家さん！」

「わっ!?　いきなりどうしたの？　大声出して」

「その……七家さんはななまりですか？」

　あぁ、どうしてその選択肢を選んだんだ俺は！

　だが、こうなった以上、流れに任せて行けるとこまで行ってやるさ。

「な、何のことかなぁ？　ななまり？　誰かと勘違いしてるんじゃ……」

　あからさまに目がきょろきょろと動き、動揺を見せる。

「七家さん、普通……ななまりと聞いてすぐに人物だとは思わないと思うんだけど」

「うぐっ」

　七家さんがたじろぐ。

　あ、なんだろうこの裁判系ゲームをしている時のような感覚は。ほら、逆転しちゃうやつとか、ロンパしちゃうやつとかそんな感じ。ちょっと気持ち良い。

「俺、人の名前とか顔とか覚えるのは苦手だけど、アニメとかゲームのキャラの顔や声を覚えるのは結構得意なんだよ」

「そう言えば、趣味がゲームって……」

「ゲームは全般的に好きだけどね。でも、俺が一番好きなのは……エロゲだ！」

「ッ!?　そんな恥ずかしいことを堂々と……」

　あ？　やっぱり？　偉そうに言ったけどやっぱり恥ずかしいよね。俺も普通なら言わないけど、テンションがおかしくなっているみたいだ。

「そ、それはともかくだ。君は声優のななまりだよね？　そう、一恋のヒロイン、扇朱里ちゃんの声役をしていたね。証拠にこれを見て、一瞬、キャラ名を言っていたよね？」

　俺はポケットから朱里のキーホルダーを取り出し、証拠とばかりに突きつける。

「そ、それは……」

　朱里のキーホルダーを見て俯うつむき黙りこくる七家さん。

　ちょっと待って、何この地雷踏んだような雰囲気。俺はただの事実確認をだな……。

「……何が目的？」

「ん？」

「何が目的って聞いてるの！」

　ひいっ、なんか豹ひよう変へんした怖い！

　あんなにキラキラしていた目がどんよりとした色になってダークサイドに堕おちちゃってるよ！

「目的なんてないって。確かめたかっただけだから！」

「噓うそ！　どうせこの後乱暴するんでしょ！　エロ同人みたいに！　エロ同人みたいに！」

「しねぇよ!?」

　するわけがないだろうが。ってか何この人。凄いお仲間の匂いがする！

「ほ、本当にしない？」

　ちょっ、そんなうるっとした目で上目遣いとかされて、更には耳が気持ち良くなるような声優の声で言われたら……。
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「惚ほれてまうやろぉ！」

「えぇ!?」

「ち、違う！　今のは無し。で、でもさ、俺、君の声好きだから。その、何というかこれ以上の邪魔はしないから」

「え？」

　俺は彼女の可能性を信じている。きっとこれから先、成長してやばいくらいおっきする最高の声を聴かせてくれるに違いないのだ。

　だから俺は脅迫とかそんなことはしない。

　たとえ、これが最初で最後の声優とお近づきになるチャンスだったとしても……。

　それでも俺は涙をのんで彼女の成長を見守っていきたいと思う。なぜなら俺が本当に愛しているのは声ではなく、その声で語りかけてくれる嫁たちなのだから。

「ね、ねぇ、私の声、好き……なの……？」

「そりゃもう！　たどたどしい所もあるし、決して上う手まいとは言えない感じだけど、それでも応援したいと思うくらいにその声が好きだ！　大好きだ！」

　あ、やべぇ。なんか盛り上がっちゃって熱弁を振るってしまった。

　流石さすがに七家さんにも呆あきれられて……ひぃっ、めちゃくちゃ怒ってる!?

　顔を真っ赤にして激怒していらっしゃる！　目をそらして顔も見たくないということか。流石にちょっとへこむ。

「もう干渉しないから。誰にも言わないし、スレも立てない。約束する。だから、えー、あー、頑張ってください。それじゃ！」

「え、ちょっと待──」

　それだけ言い残し、俺は脱だつ兎とのごとく教室を後にした。多分、人生で一番速い速度を出したに違いない。




　走ってたどり着いたのは下げ駄た箱ばこ。ちらほらまだ生徒がいる。

「ハァハァ……やっべぇ。まじやっべぇ」

　俺の語彙力がやばい。というのは元からなのでどうでもいいとして、なんか人生の一大イベントを通過してきたみたいで心臓のドキドキが止まんない。

　何はともあれ明日からは七家さんに関わらず、元の人生を歩むとしよう。今日のこれは多分ボーナスステージとかそういうのだ。

「あれ、輝兄さんじゃないですか」

「ひゃいっ！　って、姫ちゃん」

　突然声を掛けられて変な声を出したが、後ろにいたのは姫ちゃんだった。

「はい。輝兄さんにお聞きしたいのですが、醬しよう油ゆを一気飲みしたら死ぬって本当ですか？」

「突然だね。うーん。よく知らないけど、いっぱい飲んだら死ぬんじゃないかな」

「なるほど。ところでコーラと醬油の色ってよく似ていますよね？」

「ううん？」

　話の雲行きがおかしくなってきた。

「今度、飲み物をおごりますね」

「ご遠慮申し上げたいかな！」

　毒舌どころか、殺害予告ですよそれ。

「そうですか、残念です」

　どうやらただの思い付きだったようで、思っていたよりあっさり引いた。

　まぁ、姫ちゃんからコーラを貰もらうことがあれば気をつけよう。

「ところで寧々音は？　今日は一緒に帰るんじゃ……」

「私に用事が出来たので寧々音には先に帰ってもらいました。逆に輝兄さんこそどうしてまだ学校にいるんですか？」

「あ、うん実はさ」

　恥ずかしいけど、寝ていたことを説明しようとする。しかし、何かを思いついたように姫ちゃんが手で先を話すことを制した。

「待ってください。私にはわかりましたよ」

「うん。多分違うだろうけど聞いておくわ」

「女子更衣室にカメラを仕掛けていたんですね？　警察を呼んで先生に相談します」

「それ、先生に相談する必要なくね？　だって警察呼んでるし」

「学校の裏掲示板にもリークしておきますね」

　裏掲示板なんてものがあるのか。超初耳なんですが。というか、入学したばっかでしょ姫ちゃん。

「勘弁してくれ。というかそんなことはしてない。俺は教室で寝ていただけだ」

「誰も起こしてくれなかったんですか？」

「……うん。やめて！　その可哀想な人を見るような目はやめて！」

「あのクｚ……じゃなくて屑くず岩いわさんはどうしたんですか？」

「それ言い直せてないから。あとアイツは知らん。俺を放置して帰りやがった。だから憐あわれみの視線はやめて!?」

　七家さんの件で俺のライフはもう赤色なのに、ここでさらに削られる。

　やめて！　俺のライフはもうほぼ０よ！

「ふふっ。唯一の友人にも裏切られ、二年生初日からボッチ確定した輝兄さんには私からこの言葉を送りましょう。Ｆ○ｃｋ ｙｏｕ」

　満面の笑みで女の子から決して言ってはいけない汚い言葉で罵倒された……。ライフは０になりました。ごふっ。

「ところでゴミ兄さんは……」

「ねぇ、ナチュラルに名前を変えるのやめて？」

　軽くオーバーキルだよ。

「ごめんなさい。ゴミは……」

「それ最も早はや死体撃ちだよ姫ちゃん」

「そうですか？　それはさておき今から帰るんですよね？　一緒に帰りませんか？」

　えっ？　なにそのご褒美。さっきまでの心の傷が癒えていく……。ってのは冗談にしてもいったいどうしてだろう？

「実はですね、駅前の方に新しいカフェが出来たんですけど、流石に女子高生が一人で行くのはどうかと思いまして」

「あぁ、そういうことか。ん？　でもそれなら今日じゃなくとも明日にでも寧々音を連れて行けばいいんじゃないか？」

「寧々音はあまり出歩くのが好きじゃありませんから」

　なるほどな。確かに寧々音は家っ子だ。基本的に家から出たくない症候群を常時発症している。俺も人のことは言えないけど。

　でも、寧々音も姫ちゃんが言うなら気に入る気に入らないにかかわらず行くと思うんだけどなぁ。

　って言うのは野暮か。それなりに長い付き合いだから姫ちゃんのことも多少は分かる。

　姫ちゃんは周りに迷惑をかけたがらない。つまり、なかなか我わが儘ままを言わない子なのだ。

　それは彼女の美徳ではあるが……。

「そっか。じゃあ行こうか」

「はい。もちろん奢おごりですよね？」

「あー、了解。奢る奢る」

　まぁ、姫ちゃんの数少ない可愛い我儘だ。むしろ、俺には遠慮がないってのはちょっと優越感あるから良しとする。




　駅は高校からだと家とは正反対の場所に位置する。遠回りだが、そんなことはどうでも良い。

　問題は……問題はだな……。

　どうしてコーヒー一杯が五百円近くするんだ。サンドイッチが千円？　学生の財布の中をなめているのか。

「どうかしましたか輝兄さん？」

「あ、ううん。ナンデモナイヨ？」

「凄い汗ですね」

「今日は暑いからね！」

「いえ、どちらかと言うと寒いです」

　４月で春とは言えまだ微妙に肌寒い時期。この汗は学生にはハードルの高い値段に思わずかいた冷や汗です。

　ってか、普通、高校が近くにあるんだから狙ねらうのは学生だろうが。どう考えてもブルジョワマダムを狙った価格だろ。

「安心してください。流石に本気で奢ってもらおうとは思っていませんから」

　顔の前で手をパタパタ振って遠慮されてしまう。

　俺より身長の低い姫ちゃんが相手の顔を窺うかがうように話すと、どうしても上目遣いになってしまうようだ。そんな彼女から心配しないでくださいと気を遣われてしまう。

　情けなさすぎて泣けてくる。

「さ、早く入りましょう」

　腕を引っ張られながら中に入ると、カランコロンと小気味よいドアベルの音に迎えられた。

　店内はやはり学生を標的にした内装ではなく、落ち着いたお洒しや落れな感じになっている。新店にしては客が少ないのは値段のせいか、それとも平日の昼間だからだろうか。

　対応してくれた店員さんは場違いな学生二人を見ても嫌な顔せずに二人がけの席へ案内してくれた。高価なだけに、店員の接客態度も完璧だ。

　姫ちゃんはカフェモカ、俺はアイスコーヒーを頼み、数分後に注文した品が席に運ばれてきた。

「あっ、とっても美お味いしいです」

「ほんとだ。素人でも分かる」

　コーヒーの違いなんてろくに考えたことなかったが、これは家のインスタントコーヒーでは到底再現出来ない美味しさだ。

「でも、姫ちゃんがこういう店が好きなんて初めて知ったなぁ」

「別に好きではありませんよ？」

「え？　だってこんな大人な店に行きたいって」

「ただの思いつきです。一度、輝兄さんと行ってみたいなって思っていたので」

　そんなことを笑顔で言ってくる。もちろん俺は……。

「ゴポォ!?」

　そんな告白レベルの言葉に耐性があるはずもなく、口に含んだコーヒーをカップに吹き出していた。

「冗談です。輝兄さんを誘ったのもただの気まぐれですよ」

「そ、そうだよな。やめてくれよ俺のリア充イベント耐性は３くらいだ」

　０ではないはず。

「なんですかそれ。というか、女子高生と一緒に放課後にカフェなんてそれだけでリア充じゃないですか？」

「あー、そう言えば」

　それどころか、妹の友達とかどこのエロゲだよ。

「感謝してもらいたいくらいですね。輝兄さんなんてこの先、恋人も出来ずに灰色の高校生活を送るのでしょうが、私と寧々音がたまに一緒に遊んであげます」

　すげぇ上から目線。というか、灰色確定なの？　まぁ、そうなりそうな気がするのは確かだけど。むしろ灰色上等。

「というか、寧々音が妹という時点で人生勝ち組ですよね？　羨ましいので死んでください」

「ひどくない？　姫ちゃんは本当に寧々音が好きだなぁ」

「当たり前です。唯一無二の親友ですので。最早、親友以上恋人未満です。あと少し押せば禁断の愛もありえます」

　百合ゆり百合しくて大変よろしい。俺はその辺、ちゃんと理解あるからね。

「あ、今週のお休みには逢坂家に泊まりに行くのでよろしくお願いしますね？」

「さっきの発言からだと妹の貞操に危険を感じるけど、どうぞ」

「はい、いただきます。覗のぞかないでくださいね？」

「では、部屋に隠しカメラを……」

　口に出している時点でそれはもう隠してさえいないわけだけど、お互いに冗談だと分かっているから気安く笑い話に出来るのだ。

　俺と寧々音、そして姫ちゃんは揃そろって人見知り。だからこそ兄と妹、その友達という、この年齢になると本来は離れていく距離を、離すことなく仲良く出来ている。

　俺に至っては変に知り合いと一緒にいる時よりも、寧々音や姫ちゃんと話している方が気楽かもしれない。

　それから主に寧々音の話で盛り上がった後、帰ることになったのだが、会計で少し揉もめた。

「ですから奢ってもらう理由がありません」

「でも最初はそういう話だったし。それにさ……いくら俺でもこういう時くらい格好つけたい」

　今時、女の子にお金を出させたくないなんて古いのかもしれない。でも、少なくとも俺は女の子と二人で出かけて折半とかしたくないと思っている。

　それに、妹の友達にくらい良いところ見せたっていいだろう？

「では次は私が払います」

「あ、うん。分かった。じゃあ次にこの店に来た時にお願い」

　おそらくもうこの店に二人で来ることはない。だからそれで手を打つことにした。そうでもしないと姫ちゃんはなかなか頑固だからな。

　店を出てから頻しきりに「次は払います」と次を強調しているように聴こえたのは、きっと俺がその機会を期待してしまっているせいだろう。

　しかし、姫ちゃんのおかげで七家さんのことで興奮していた頭が幾分か冷静になったと思う。これなら明日も教室で七家さんを変に意識せずに済みそうだ。

　俺さえ意識しなければ何事も無く日常へ戻る。




　そんなことを考えていた頃が俺にもありました。

　新学期二日目。早くも最初の授業が始まったのだが、授業中に物凄い熱のこもった視線を感じ、その主を探すと案の定、授業中にもかかわらずこちらを睨にらみ付つけているのかと思うほどの目つきで俺を凝視している七家さんだった。

　俺、何かしたかな……なんて理由は分かっている。昨日のことで俺を信用していないのだろう。

　確かに昨日は言い逃げみたいになった。というか、言い逃げた。

　仕方がないのだけど、信用されないというのはちょっとくるものがある。

　反省したところで、七家さんのことをどうにかしないといけない。とは言え、七家さんの行動というか、視線は結構あからさまなのでこのままではクラスの皆に誤解されてしまう。それはきっと七家さんも不本意に違いない。

　一番いいのは俺が何もしないということを分かってもらうことだろうけど、それをどうしたら分かってもらえるのかが問題だ。

　ということで昼休みにとにかく話しかけようと思ったのだが、七家さんは友人女子達と仲良く机を合わせている。

　アレでは話しかけることは出来ないではないか。俺理論では女子が机をくっつけて話に花を咲かせているだけでその集団は要塞に等しいと思う。

　もし、何かの間違いで俺が七家さんに話しかけてみろ。その場の空気は一瞬でエターナルフォースブリザードだ。効果、俺が死ぬ。

　わかりやすく言えば「はぁ？　何この男子。いきなり話しかけてきてまじキモいんですけどｗｗｗ」である。そんなん言われたら死ぬわ。

「おーい、昼食わんのかー？」

　頭の中で俺が凍りついて死ぬ所まで想像していると、陸斗が菓子パンを持ってやってきた。

　今日も髪色が似合わないなぁ。

「食う」

「おう」

　何とも短い掛け合いだが、普段から大体こんなものだ。

　昼食後も何かとタイミングが悪くて話しかけられず、そしてとうとう放課後になって七家さんは友達と帰っていった。

　俺はと言うと、昨日と同じく教室に一人居残っていた。ただ昨日とは違い、居眠りしていたとかではなく、自分の不ふ甲が斐いなさに呆あきれて帰る気力さえ失っていたのだ。

　溜ため息いきが漏れる。

「まぁ、明日頑張ればいいか……」

　こんなこと言っているやつは基本的に明日も頑張れない。分かりつつもそう口にしてしまうのだ。

　教室から出ようと扉の前に立つと、ふと昨日のことを思い出した。

　昨日はこの扉を開けた所に七家さんがいたが今日は……。

　少しの期待をしながら扉を開ける。

　しかし、そこには当然誰もいなかった。

「そんなことは流石さすがにないよな」

「何がないの？」

　突然横から声をかけられて驚きで肩が跳ねた。

　声がした方を見ると、そこには廊下の窓側に体を預けた七家さんの姿があって、まるで俺を待っていたかのようで……あれ？　もしかして待っていた？

「えと、今日も忘れ物？」

「違うよ。今日はね。逢坂君を待ってたんだ」

「ま、マジか」

「うん。昨日のこと、もっとちゃんと話したくて」

　やっぱりか。それならこちらも都合が良い。ちゃんと話して、解決して、そして終わらせようと思う。

「分かった。ちゃんと話そう」

「よし、じゃあこんな所で話すのもアレだからどっか人ひと気けの無いところに行こ」

　人気の無いところ……なんかいかがわしい。

　なんて、馬鹿なことを考えるな俺！

　先導する七家さんに黙ってついて向かった先は屋上……は閉鎖されているからその手前の階段の踊り場だ。

「うん。ここなら人も来ないよね」

　たまにカップルがご利用になるらしいと噂うわさがあるなんて突っ込んだら怒られるのだろうか。陸斗経由の噂だから信用できるか分かったものではないけど、俺としては何気にソワソワしてしまう。

　どちらにせよ、なるべくさっさと話し合いを終えてこの場所から離れたい。変に噂されて悪目立ちするのは望むところではない。

「七家さん。昨日も言ったと思うけど、俺は絶対に人に話したりしないって約束する」

「あ、うん」

　簡潔に自分の意思を示したのだが、どうも反応が薄い。やっぱり信用できないのだろう。

　そりゃそうだ。人生がかかっているのに、そんな簡単に信用できるもんじゃないし、信用するべきでもない。とは言え、どうしようか。血判状でも作るか。

「逢坂君。昨日さ、私の……その……好きって言ってくれたよね？」

　ガッと肩を摑つかまれて、一気に顔が近づく。ちょっと目が大丈夫じゃない感じになってるのが怖いです。

「えっと……声のことだよね？」

「うん。声。朱里の声を……一恋をプレイしたんだよね？」

「まだ、全攻略はしてないけど。昨日は色々あって寝ちゃったし。まだ朱里だけ」

「そ、そうなんだー。ふーん。その、か、感想とか聞いてもいいかな？」

「そ、それは……うわっ」

　七家さんがさらに一歩踏み込んできて、俺は逃げるように後あと退ずさる。すると、足元がおぼつかなくなり、体勢を崩してしまう。

　さらに俺の肩を摑んでいた七家さんも一緒に倒れてしまい……。

「つぅー」

　背中がめちゃくちゃ痛い。受け身も取れず、強打してしまったようだ。

　ジンジンと鈍い痛みを我慢しつつ、七家さんの安否を確かめようと反射的に瞑つぶっていた目を開く。

　すると、七家さんと目が合った。それも超至近距離でだ。

　どうやら七家さんは受け身が取れたようで、そのおかげで漫画とかエロゲでよく見るハプニングキスとかは無かった。しかし、その体勢は七家さんが俺に覆いかぶさる形で、身動きが取れない。

「逢坂君……」

「へっ？」

　七家さんの様子がちょっとおかしくなってきた。

　どこかトロンとした目で、頰ほおを朱に染めている。艶なまめかしく、えっろえろだ。

　もう一度言う。えっろえろだ！　大事なことなので二回言ったぞ。

　ゆっくりと近づいてくる七家さんの顔、そして唇。

　背中は地面に接して、左右も七家さんの腕で塞がれている。もう逃げ場はない。

　視線はおのずと近づいてくる唇に向き、ありえないと思いつつもキスされるのではないかと、ドギマギする。

　あぁ、さらに甘い女子の匂いが鼻び腔こうをくすぐるぅ。

「し、し、しち、いえ……さん」

　何とか名前を呼んで、どうにか留とどまってもらうように努力するも、聞こえていないのか無視される。

　リアルでの恋愛経験のない俺は、もちろんキスなどしたこともあるはずがなく、近づく唇がどれほど柔らかいのか、本当にレモンの味とやらはするのかなど、興味がわいてくる。

　据え膳食わぬは男の恥。こうなったら流れに身を任せようと目を瞑り、俺のファーストキスを捧ささげる覚悟を決めた。

　寧々音、俺は一足先に大人になるよ。

　七家さんの艶々した綺き麗れいな髪が俺の顔に当たり、目を瞑っていても目の前に七家さんの顔があると分かる。そして、一気にその距離は縮まり……。

　彼女の唇が俺の耳元へ。そして発せられる。




「あんっ、あっ、いい！」




「しゅごいのぉ！」




「きもちぃのぉ！」




　…………は？

　ええと……何だこれ？

　あぁ、今の俺はきっと弥み勒ろく菩ぼ薩さつのような顔をしているのだろう。そう、悟りを開いたようなね。

　別にキスされなかったから驚いているのではない。

　今の……嬌きよう声せいと呼べばいいのだろうか。俗に言う喘あえぎ声ではあるが、それはつまり、女性の艶めかしい声を指すはずで、果たして彼女のそれが艶めかしいかと言われると……ちょっと無理がある。
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　もし、情事の時に今のような声を出されたら間違いなく、その相手の男は今の俺のような顔になるに違いない。

　そして、残念なことに俺はこの声を……全くそんな気分にさせてくれないこの声を知っている。

　つい先日聞いた。あの時はまだもう少しマシだったのだが、きっと何度もリテイクの末あのレベルにまで至ったのだろう。

「あの……どうだった……かな？」

　目を開けるとモジモジと恥ずかしそうにする七家さんが、俺の体の上で女の子座りをしていた。

「……逢坂君？」

「ドラマとかアニメ、まあ、映画でもなんでもいいんだけどさ。一番盛り上がるシーンってあるよね」

「うん」

「リアルタイムで見ているとさ、絶対と言っていいくらいコマーシャルが入るわけ」

「そう、だね」

「あの時、どんな気持ち？」

「殺意がわきます」

　なんか、思っていた以上の答えがきたな。

「ま、まぁ、そんな感じ。控えめに言っても萎える」

　しょんぼりと俯うつむき、「やっぱり……」と悲しそうに呟つぶやく七家さん。

「答えは分かっているんだけど一応聞くね。本音で答えて」

「うん」

　何を聞いてくるつもりなのか、頰を紅潮させ、視線は落ち着かない。

　だが、意を決したようで、目に真剣さが宿り、こちらも緊張で唾を飲み込んだ。

「朱里の……その、えっ、えっちなシーン！」

　朱里のエロシーン？

「お、逢坂君！　は、えっちな気持ちになりましたか！」

　勢いに任せたせいか、早口なうえに、声が大きい。

　七家さんは黙って俺の答えを待ってくれている。さて、どう答えたものか。

　そもそも、どうして俺にそんなことを聞いてきたのだろうか。感想なんて、ネット開けば、その辺にいくらでもあるだろうに。

「質問に質問で返して悪いんだけど。七家さんってエゴサ……自分のことをネットで調べたりする？」

「ううん。気にはなるけど、マネージャーさんから見ちゃダメって」

　それもそうか。あんなものを見れば、高校生の少女なんて、一瞬で心を砕かれてしまうだろう。そこに俺も書き込もうとしたのを思い出すと、少し胸がチクリとする。

「あの、それとなにか関係が？」

「いや、別に……」

　流石にマネージャーが伏せたいネットの声を俺から知らせるのは違うだろう。ならば、ここは、俺の意見だけを、包み隠さずに話そう。

「これは俺の正直な感想だけど」

「うん。正直な感想がいいの」

「さっきも言った通り萎えた。いや、怒りさえわいたと言っていい。思わずキーボードを叩たたいちゃうくらいに」

「そ、そんなに……」

　うっ、そんな申し訳なさそうに見られると、良心が痛む。しかし、ここで取り繕うのは彼女にとっても悪いし、なにより俺がそんなことをしたくない。

「シナリオを全部終えた時の俺の不完全燃焼ときたら……」

「ごめん、なさい」

　今にも泣きだしそうに俯いてしまう。しかし、俺の本音はこれで終わりじゃない。ちゃんと全部伝えないと。

「でも、朱里だった。朱里そのものだった。声の波長も、雰囲気も……こういう表現は好きじゃないけど、絵で見る朱里が声を出せたなら、まさにこんな感じなのかなって思ったよ」

「お世辞は……」

「今更、お世辞は言わないよ。これは紛れもなく本音だ。エロシーンは最悪だった。でも、俺は君の声が当てられた朱里をちゃんと好きになれたよ」

「本当に……？」

「何度も言うけど、本当だって。むしろ、七家さん以上に、朱里に適した声があるのかってくらいだ。これが全部。きついことを言った自覚はあるけど、やっぱりあれはエロゲで、えっちな声は大切だ。だから俺はそこは認めない、でも、朱里の声は君にしか出来ないと思っているよ」

「もっと上手な先輩方もいるもん。逢坂君だって先輩の演技を聞いたら、きっとそっちがいいって言うに決まってるよ」

　それを持ち出すのは反則だろう。しかし、追い込んだのは俺か。

「それは聞いてみないと分からない。でも、そうじゃないだろ。上手とかそういうんじゃなくて、俺が、プレイした俺が君を朱里だって認めているんだ。もっと自信を持った方がいい。あとはエロシーンをもっと頑張ってほしいってだけ」

　正直、何様だって話だが、俺は俺なりに多くのエロゲをプレイしてきて、耳が肥えていると自負している。そんな俺が、認めたんだ。噓うそはない。

「……本当のことを言ってくれてありがとう。うん。ちゃんと受け止める。実は、ずっと自信が無かったの。マネージャーさんには初めてにしてはよく出来ていたとか、これからきっと成長していくとか、優しい言葉をかけてもらったんだけど……同じ養成所の人には顔だけって言われたり……」

　大切に育てられているということか。まるで箱入り娘だな。最近の声優業界は、顔出しも視野に入れて、見た目も重視していると聞く。もしかしたら、七家さんもそうなのかもしれない。

「逢坂君のおかげで、自分が全然ダメだってことが分かった。これからいっぱい練習して、逢坂君にも認めてもらえるくらいすごーい声優になるんだって、新しい目標も出来た」

　大きく腕を広げて嬉うれしそうに言う七家さん。俺の言葉なんかで、そこまで思ってもらえたのなら光栄だ。

「頑張って」

「うん。でも私一人じゃ難しいと思うの」

　うん？

「私には、傍そばにいて、私の演技に本音で感想を言ってくれる人が必要なの」

　話の流れが読めないぞ。

「逢坂君。私の、えっちな声の練習を手伝ってください！」

　まるで告白でもしているかのように、頰を赤くし、真剣な目で言ってきた。それが可愛かわい過ぎて、視線を合わせづらく困る。

「ま、まじか……」

「大マジです」

　どうして俺なのだとか、色々言葉は浮かんでくるのだけど……。

　それはさておき……。

「とりあえず……」

「うん」

「その、落ち着かないというか。さっきから色々とヤバくて。俺から降りて欲しいの、だけど」

　本当にやばい。今は鉄の理性を持って俺の溢あふれるリビドーを抑えてはいるが、このままじゃ荒ぶる下半身の神が起立して、Ｌｅｔ　Ｉｔ　Ｇｏしちゃう。何を言っているか分からないであろうが、そこはニュアンスで理解して欲しい。

「うわわっ。ごめんね」

　バッと飛び降りる七家さん。やっと女の子の柔らかい体と甘い匂いから解放された俺は体を起こすことが出来た。

「それで、どうして俺なのかな？」

　とりあえず疑問をぶつけてみる。

「それは逢坂君なら詳しいだろうし。一般の目線で、しかも偏見なしで手伝ってくれるかもって。それに……私の声が、好きって……」

　ん？　声が小さすぎて最後だけ聞き取れなかったぞ。

「流石さすがに驚きはしたけどね。けどエロゲ声優に偏見はないよ。というか、恥ずかしい話お世話になってますし」

「じゃあ、その……お返事は……？」

　光栄なことだ。断る理由は一見ない。

　しかし、よく考えろよ俺。

　多分、めちゃくちゃ重要なことだ。それこそ七家さんの今後の声優稼業に影響してくるかもしれない。

　他人の人生に関わるということを考え、顔をしかめてしまう。

　それを見た七家さんは悲しそうに視線を下げて、

「あの……やっぱりダメ、かな？　ダメだよね。やっぱ迷惑かかっちゃうもんね。今の話は忘れて……」

　最後、小さく泣きそうな声でつぶやいた。

　そんなことは考えたくないが、ここで俺が手伝わなければ、もしかしたら七家さんはエロボイスのスキルの習得を諦めてしまうかもしれない。スキルのない声優が業界で生きていけるのだろうか。そうは思えない。

　朱里だけじゃない。もっとたくさんのキャラに命を吹き込んでほしい。もっと喘あえぎ声も、キス音も、全部上う手まくなって、俺を、俺たちを楽しませてほしい。そんな可能性をこんなところで諦めさせていいものか？　断じて許されない。

「俺に手伝わせてほしい。七家さん……いや、ななまりはもっと凄い声優になれる。俺なんかに手助け出来るか分からないけど……出来ることはする」

　七家さんは瞳をまん丸に見開いて、驚きを顔に表す。

「逢坂君！　お願いします！」

　ぎゅっと手を握られる。もちろん動揺して挙動不審になる俺。

「こちらこそ」

　照れくさくて顔を真正面には向けられなかったが、返事はできた。

　しかし、こうして……俺と七家さんの妙な関係は始まったのである。







[image: 第二章　妹キャラはいつの時代も正義である]

　翌日の朝。それは起こるべくして起きたのだろう。

「逢おう坂さか君。おはようございます」

　輝かんばかりの笑顔で、手を振ってくる七しち家いえさん。

　ちょっ……。なにしちゃってんの。

　クラスの視線が七家さんから、そのまま俺へと向く。

　半端ない量の汗が額から流れ、体は固まる。

　俺が返事をしない理由が分かっていないのか、七家さんは小首を傾かしげ、あろうことか近づいてくる。

「おい、輝かぐ夜や。あの七家さんがなぜかお前に笑顔で挨拶してきて、近づいてきているぞ」

「それは多分、幻覚だ」

　幻覚だから近づいてこないで。

「逢坂君？　おはよう！」

「お、おはよう……」

　声が小さいのは、朝だからテンションが低い、そういうわけじゃない。

　教室のあちこちから、殺意に近い怨念をのせた視線を浴びせられる。

「表情硬いよ逢坂君。昨日はもっと普通にしてくれていたのに」

「いや、別に……」

「し、塩対応……もしかして私なにか……した？」

　したというか、しているというか。これ、天然でやってんの？

「おいおい、輝夜。いつの間に七家さんと仲良くなったんだよ」

　対応に困っていると、それを知ってか知らずか、陸りく斗とが会話に入ってきた。

　正直、助かったと心の中で胸をなでおろす。

「輝夜の親友、黒くろ岩いわ陸斗です。よろしく七家さん」

　キラリと歯を見せ、握手を求める陸斗に、七家さんは首を傾げて考える。

「あっ、裏切った例の」

「え？」

　ああ、そういえばそんな話をしたんだっけ。

「よろしくね黒岩君」

「お、おう。それでいつから二人は仲良くしてるんだ？　親友に黙ってるなんて良くないよなぁ」

「えーと、一昨日おとといかな。私が放課後に忘れ物を取りに教室に戻ったら、逢坂君がいたからおしゃべりしたんだよ」

　上う手まく声優云うん々ぬんは省いて話している。これなら俺は普通の友達だな。

「一昨日って言うと輝夜が爆睡していた日か。なるほどねぇ」

　ニヤニヤと意地の悪い表情で、俺の顔を窺うかがってくる。さてはお前、楽しんでいやがるな。

「別にちょっと話しただけだよ」

「ほう。こんなこと言ってますが、本当のところは？」

「ご期待にそえなくてだけど、逢坂君の言うとおり普通にお話ししただけだよ」

　七家さんがそう言うと、周りの見物人たちもようやく関心をなくし、こちらを見る視線も少なくなった。

「いやいや、輝夜もやっと二次元以外の女子にも興味を持ち始めたかと思うと、それだけで期待以上だよ」

　この大馬鹿野郎が。せっかく失うせかけていた視線がまた戻ってきたよ。それも今度は、手を出したら分かってるだろうな？　っていう脅迫が聞こえてくるようだ。

「別に興味なんて……」

「まあまあ、まあまあまあ」

　なんだその、言わなくても分かっているみたいな反応は。絶対に分かってないだろう。興味とかじゃなくて、もっと想像を絶する事態が起きたんだよ。

「俺は応援してるからよ」

「絶対に誤解してんだろ！」

　その後、誤解を解こうと試みるも、陸斗は聞く耳持たず、終始ニヤニヤと笑っていやがった。




　放課後、下げ駄た箱ばこで靴を履きかえて外に出ると、まだ雨がザーザーと鬱陶しく降っていた。朝から降っていたし、傘を忘れたりとかのテンプレ展開はない。

　ないけど、傘はない。

「パクられた」

　傘立てに立てていたはずの俺の傘はどこかへ消えてしまった。きっと今頃、見ず知らずの生徒の体を雨から守っていることだろう。

「まぁ、よくあるビニール傘だし、間違えて持って帰ったのかもな」

　はぁ。マジ最悪。濡ぬれて帰るのやだなぁ。

　とりあえず、寧ね々ね音ねに連絡して傘に入れてもらえないか交渉しよう。

『傘入れて』と。

　お、早速返信が。

『お家うちなう』

「ＯＭＧ」

　寧々音が先に帰っているという可能性を失念していた。どうしましょう。

　降りやみそうにない雨を見て途方に暮れていると、

「ばぁ」

　目の前に両手を広げた七家さんが現れた。

「逢坂君、傘忘れちゃったの？」

　隣に立って、うりうりと指で肩辺りをつついてくる。

「いや、持っては来ていたんだけど、パクられたみたいで」

「あれまぁ。それは災難だね」

「今日の占いは上位だったんだけどなぁ」

　二位で今日はいいことありそうとか。噓うそじゃないか。

「あはは。逢坂君は占い信じる派なんだね」

「母さんや妹も見てるし、ほどほどにね」

「私もついつい気になっちゃうよ」

　うんうんと頷うなずいて共感してくれる。女子は占いとか好きそうだもんな。

「ところで、逢坂君のお家はどこですか？」

「駅と反対側ですねー」

　距離的には近いが、帰るまでに濡ぬれ鼠ねずみになるのは決まっている。

「なるほど。なら歩いて通える距離なんだね。よし、じゃあ、行こうか」

　七家さんはバサッと薄い水色の傘を開いて、雨の中に進む。なぜか、傘に一人分のスペースを開けて。

「早く早く！」

「俺？」

「他に誰がいるの？」

　周りを見渡してもちゃんと傘を持った生徒しかいない。




　どうしてこうなった。

　傘がなくなった。当てにしていた寧々音がいなかった。そしたら七家さんに相合傘をしてもらうことになり、こうして家まで送ってもらっている。

　ううん、不思議だ。

「ごめんねー。傘持ってもらっちゃって。でも私が持つと微妙に身長がね」

「いや、俺が助けてもらったわけだし。それより濡れてない？」

「大丈夫だよ。というか逢坂君の方がちょっと濡れちゃってるよ！　もう少しこっちに近づかないと」

「それはちょっと……」

　もうこの距離だけでもお腹いっぱい。救いは家が近いことか。

「じゃあ、私から近づくね」

　トンッと肩と肩がぶつかり、俺の心臓が跳ねる。

「あはは、ちょっと恥ずかしいね」

　なら近づかないで。肩が濡れるくらいどうってことないから。

「……今日はなにが食べたーい？　オムライス？　オムライス？　それともオムライス？」

「は？　いったい何を……？」

「安心してね！　ちゃんとピーマンは、ヌ・イ・テ・ア・ゲ・ル」

　やたらと最後の部分だけ煽せん情じよう的で一瞬クラッとする。それは言い方だけじゃない。

「朱あか里り……？」

　朱里の声そのものだったのだ。そして、今のはゲーム内での台詞せりふで、そういやあのシーンもこんな雨の中で、相合傘をしていた。

　つまり七家さんはその再現をしてくれたのか。か、感動だ！

「あはは、どうかな？」

「めちゃくちゃ朱里だった！」

　興奮してやっぱり語彙力が低下してしまう。

「えへん！　中の人ですから。と言ってもこんな風に自信が持てたのは逢坂君のおかげだけど」

　そう言われると、照れる。

　胸に手を当てて誇らしげにしていたが、恥ずかしくなったのか誤魔化すように笑みを作る七家さん。

「こんなのじゃお礼にはならないけど……どれだけ言っても言い足りないくらい感謝しているんだよ。逢坂君、ありがとうございます。こんな突然なお願い聞いてくれて」

「いや、よく考えたら光栄というか。巡り巡って俺の為ためにもなるし」

「ほえ？　どういうこと？」

「そりゃ、エロゲは俺のバイブル。七家さんのスキルが上がって、もっとたくさんの女の子たちの声を当てるようになれば巡って俺の夜の……なんでもない忘れて」

「あうっ。あははっ。でも、そうだもんね。それが私のお仕事だもん」

　照れ笑いも可愛かわいい。あと、俺は変なことを口走ったことに反省だ。

「ところで、特訓ってなにするの？」

「うーん。とりあえずいくつか考えているんだけど。逢坂君は室内でするのと外でするのどっちがいいかな？」

「中と外じゃインドアの俺は圧倒的室内だけど……」

　なにをするかによると思うんだけど？

「ふむふむ。じゃあ、まずは中で……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら考え始める。まあ、とりあえず任せよう。

「そうだ！　逢坂君。明日の放課後はなにも用事はないかな？」

「まあ、いつも通りなにもないと思うけど」

　言っていて少し悲しくなる。

「ではでは、明日は私の為に時間を空けておいてくださいな！」

「は、はい」

　気押される形で頷く。私の為にというのも、捉え方によっては自分勝手に聞こえるが、この場合はちょっと優越感のある台詞だな。

「でも、特訓ってなにするの？」

「それはですね……ヒ・ミ・ツだよ！」

　口元に人差し指を当てていたずらっぽく笑う七家さん。

　恥ずかしくもないのに頰ほおが熱くなってきた。なんでだろ？




　我が家が見え、指を差す。

「あそこが家だから」

「なかなか学校から近いんだね」

「まぁ、俺も妹も距離で選んだと言っても過言ではない」

　なるべく家から離れたくないので。

　そして、家の前まで来ると、玄関が開いて、傘を二本持った寧々音が出てきた。

「む。輝かぐ兄にいではないか」

「ただいまー」

「ただいまー、じゃないぞ。せっかく、迎えに行ってやろうと重い腰を上げてやったというのに、なぜ、ここにいる。そして、その女は誰だ」

「腰上げるの遅くないか。あと、その女とか言うな」

「うっせぇ。寧々にも色々あるんだ」

「ほう？」

「傘、二本持っていくのはめんどいから、一本にしようかなー。でも、二人で入るのも狭いしなーと考えること十分だぞ」

　そんなことで悩むなよ。普通に二本でいいだろ。

「さて、そろそろ。その女の名を聞かせてもらおう」

　無駄にふんぞり返る寧々音。胸がないからふんぞり返っても貧相だな。可哀かわい想そうに。

「痛いてぇ！」

　足を踏まれた。

「また失礼なことを考えていただろう」

「なんで分かるの」

「ほれ、見たことか」

　勘かよ。妹の勘が冴さえてて怖い。

　ほら、俺らのやり取りを見て七家さんが面食らってるじゃないか。

「か、可愛い！　私は七家茉まつ莉りです。逢坂君とはクラスメイトです」

　あれぇ。面食らってたわけじゃなくて、単に可愛さにやられてただけだったのかよ。

　というか、今の俺とのやり取りを見て可愛いと言えるのはなかなか面白い趣向をしている。憎たらしい妹だぞ。

「ふむ。茉莉……まつりんか」

「まつりん！　やった、あだ名付けてもらっちゃった。気に入ってもらえたのかな？」

　残念ながらそれは、気まぐれだ。姫ひめちゃんのことも普段は市いち姫ひめと呼んでいるくせに、たまにイッチーとか適当に呼ぶ。

「それで、まつりんは輝兄のなんだ？　コレか？」

　小指を出して言う。

　なんかおっさんくさいからやめろよ。

「あはは、違うよ。さっきも言った通りクラスメイトなの」

「なんだ、つまり普通のビッチか」

「えぇ、どうしてそうなるの」

　思考が俺とよく似ているので、なんとなく言いたいことは分かるぞ。

　クラスメイトは普通、男子と相合傘して帰らない。つまり、普通じゃない。イコールビッチだ。

「まぁ、冗談はほどほどにして。立ち話もなんだから家に入るが良い」

「いいの？」

「今日はママンもいないから誰もいないがな。だから、輝兄の部屋でしっぽりズコバコしてても聞いているのは寧々くらいだ」

　もうどこから突っ込めばいいか分かんねぇな。

　とりあえず、家の中に入ろう。

「まぁ、良ければ七家さんも入って。お茶くらいは出せるから」

「じゃあ、お言葉に甘えてお邪魔します」

　いきなり俺の部屋というのも、なにかやましい感じがするので、リビングの方へ通す。

「ふむ。まつりんは可愛いな。寧々にも劣らないぞ」

「ありがとう！　でも、寧々ちゃんの方がもっと可愛いよ！」

「それは当たり前」

　だから、何様だよお前。そして、甘やかさないで七家さん。

　そいつ、俺に似て、どこまでも調子に乗れるタイプだから。

「ふむ。寧々としては、輝兄に女が出来るとしたら是非、寧々を甘やかしてくれる人がいいな」

「それは、寧々ちゃんを逢坂君以上に甘やかしてくれる人ってこと？」

「む、そうだな」

「つまりー、寧々ちゃんは自分を甘やかしてくれる逢坂君を取られたくないんだね」

「ど、どうしてそうなる……馬鹿じゃないのか？」

　あれ、寧々音が慌てている。こんな寧々音いつ以来だ。もしかしたら初めてかもしれん。

「べ、別に。寧々は輝兄がいなくても平気だぞ。寂しいとかないぞ。絶対にないからな！」

　そんなに必死に否定しなくても。ちょっと傷つくな。

「うぅ、なんかまつりんは危険だ！　寧々は二階に退避するぅぅ」

　そう言ってドタバタと二階へと上っていった。なんだありゃ。

「ああん。寧々ちゃん、帰ってきてー」

　とりあえず分かったことは、七家さんは寧々音にとって天敵ということか？










　駅前の時計を見ると、時間は午後四時を回った頃で、やはり通行人の姿は学生が多い。

　しかし、こう駅前で女の子を待つというのはなかなかどうしてドキドキするものだ。

　これは特訓の為の待ち合わせだと分かってはいても、クラスの美少女と秘密の待ち合わせというのは俺の人生の中でも一大イベントであることには違いない。ＨＲが終わってすぐに待ち合わせのメールが届いた時は、思わず七家さんの方を見てしまった。

　しかも、その時に笑顔でヒラヒラと手を振ってくれてたり……。

「けど、七家さんはまだかな？」

　待ち合わせは駅前だったはずだ。そして、七家さんはというと、俺より先に教室を出て行ったのをこの目で確認している。

　後から出た俺はなるべく待たせないように急いで来たつもりだったんだけど、待ち合わせ場所には七家さんはいなかった。

「来る途中に何かあった……とか？　それはないか……いや、でも」

　なんというか不安とドキドキが混じって心配性になっている気がする。

　胸に手を当てると……ほら、心臓がうるさい。これ大丈夫か？　死なない？

　と、その時、視界が真っ暗に染まった。目の辺りが温かくてすべすべした感触に包まれた。

「うえっ？」

　驚いて変な声が出てしまう。

「だーれだ？」

　耳元で囁ささやかれたその声は今でも耳に残っているあの声と全く一緒だった。

　七家さんが普通に話している時も、朱里の声が感じられるのだが、それでも声優が演じた声と、普段の声とでは全然違う。

　目隠しをしてきた声の主はもちろん七家さんだと分かったが、俺にとっては違うものだった。だから……こう答えたのは無意識に近い。

「朱里……」

「うん。正解」

　そう声がして、目隠ししていた手が離れ、視界に光が戻った。

　どうやら正解だったらしい。待ち合わせをして後から来た方が先に来ていた方に「だーれだ？」をするなんてだいぶテンプレだけど、逆にそのテンプレに耐性のない俺にはむず痒がゆくて仕方ない。

　なるべく恥ずかしさを隠しながら、後ろを向くと、制服姿の七家さんが、いたずらが成功した時に見せる、子供のような無邪気な笑顔で立っていた。

　昨日とはまた違った、教室では見せない感じに少しドキッとしてしまう。

「何してるの、七家さん……」

「一度やってみたかったんだよ。これがしたくてあのちょっとえっちなやつの後ろでずっと逢坂君を待ち伏せていたんだよ。道行く人に見られてちょっと恥ずかしかった……」

　駅前に設置された裸婦像を指さしつつ言う。恥ずかしいならしなくていいでしょ。一歩間違えたら怪しい人じゃないですか。

「それは……満足できた？」

「ううん。まだ足りないから、またするね」

　心臓に悪いからもうしないで頂きたい。

「よし、じゃあ行こうか！」

「うぃっす。でも行き先教えてくれないのか？」

「だめー。というかすぐそこだし」

　そう言って歩き出した怪しい人……もとい七家さんの後を追って向かった先は、駅近くの女性専用マンション。

　まさか屋内の特訓って……。

「ちょ、ちょっと待って！　もしかして、ここ……」

「私の家だよ。自己紹介の時に言ったと思うけど、一人暮らしだから気兼ねなく特訓も出来るんだ」

　やっぱりそうかー。しかも女性専用のマンションって。男子禁制の秘密の花園みたいでドキドキする。

　そんな馬鹿なことを考えながら七家さんに案内されて中に入り、エレベーターで上がると、いつの間にか七家の表札が付いた部屋の前に立っていた。

　緊張と浮かれでマンションの入口からこの部屋の前に来るまでの記憶が朧おぼろ気げだ。

「どうぞー」

「うっ」

　開いた扉の前で立ち止まる。まるで男を寄せ付けない結界でも張られているかのようだ。

「ほら、早く入るー」

　半ば強引に部屋へと後ろから押し込まれる俺。尚なお、女の子の部屋に入るのは妹の部屋以外では初めての経験。そして、その初めての相手がまさかの七家さんで、しかも一人暮らしで……。

　やばいやばい。陸斗に自慢したらきっと泣いて転げまわるに違いない。普通に言わないけど。

「…………」

「…………」

　お茶の入ったコップが載った、背の低い丸テーブルを挟んで向かい合って座る。それで何をするでもなく、互いに恥ずかしくて目も合わせずに視線を彷徨さまよわせていた。

　駅近の女性専用マンションで１ＤＫの間取りという、高校生が一人暮らしをするには少し良質すぎる物件な気がするが、その内装はシンプルで必要なものだけ置いてあるといった具合だ。

　唯一、視線をベッドの方へ向かわせると、ペンギンのぬいぐるみがあるが、本当に余計な物はそれくらいだ。あまり年頃の女の子の部屋という感じはしない。しかし、そんな部屋でも、入りたい男子はごまんといるだろうし、俺もまたドキドキしている。

　つまり、この部屋は七家さんの部屋というだけで価値がつくわけである。

「お、おめでとうございまーす」

「な、なにが？」

　いきなり大声で賞賛してきた七家さんに、同じく大声でツッコミを入れる。ちなみに、俺の場合は驚いて声が大きくなってしまっただけだ。

「えと、一応、去年からここに住んでるんだけど……男の人がこの部屋に入るのはお父さんを除けば逢坂君が……初めて、です」

　モジモジと本当に恥ずかしそうに言う。そんなことを言われるとこっちもさらに意識してしまい……

「…………」

「…………」

　ほら、また無言になっちゃった。というか、七家さんでも緊張するんだな。ってのは失礼か。

　何か話すことはないかと思い、そう言えばと口を開いた。

「ここって女性専用マンションだよね？　俺って入って良かったの？」

　女性専用マンションって男は不可侵だと思っていたから、ここまですんなり入れて驚いている。

「あ、うん。実家から引っ越す前に色々と調べたんだけど。女性専用って言っても、入居がダメってだけで泊まったりするのはいい所と、たとえ知り合いだとしても男の人は絶対に入っちゃダメって所があるみたいなの。ここは前者なんだ」

　初めて知ったわ。でも、話のとっかかりみたいなところは出来たから、そこから進めよう。

「そう言えばどうして一人暮らし？」

「そんなに難しい話じゃないよ？　私の通ってる声優養成所が隣町なの。高校は普通科に通いたかったし、この町に住むのが一番私的に理想だったんだ」

「養成所かぁ。なんかそういうの聞くと、やっぱり俺とは違う世界の人って感じがする」

「あははっ。そんなことないよ。私だって普通に勉強して、普通に学校生活楽しんで、普通に……恋愛とかも……」

　最後、小さな声で「したいなぁ」と呟つぶやいたのは俺に向けての言葉ではなく、独り言に近かったのだろう。

　しかし、現実、やはり普通にとはいかない。

　俺はよく知らないが養成所と言えば声優の学校のような場所で、その形式は色々だと聞く。本当に学校のような所もあれば、塾のように週に何回、何時間という感じの所もあるらしいけど……きっと七家さんの所は後者なのだろう。

　そうなると、学校と家事、そして養成所と普通の人と比べて時間に余裕がない。

「まぁ、それはさておきだよ！　いい感じに緊張もほぐれたし、本題に行こう」

「おお」

「特訓場所に私の家を選んだのは、このマンションの部屋は防音が完璧だからなの。大きな声で練習しても大丈夫だよ」

　防音が完璧なら、普段も練習しやすいんだろうな。

「ということで、これだ。じゃんっ！」

　効果音を自分で言って机の下から取り出したのは、綺き麗れいな夕暮れと女の子二人が描かれたパッケージ……数々のお兄ちゃんを惑わせた有名なエロゲであった。

「それエロゲやん」

　真顔でツッコむ。

「まさか、それするの？　二人で？」

「うん。やっぱりプロのを聴いて勉強しないとね。それで、それを私がコピーして、逢坂君に聴いてもらうの。一人で録音して聴いたりもするけど、やっぱり人に聴いてもらって意見をもらった方が上達もすると思うんだよ」

「確かにそれは良さそうな感じはするけど」

　それにしてもプレイした後の展開が目に見えるというか……きっとまたなんとも言えない空気になる気がする。

　兎とにも角かくにも七家さんと並んでエロゲをプレイするという奇妙な状態になるのであった。




　女の子と並んでエロゲをプレイ。どう考えても気まずくなると思っていたのだが……。

　しかし、その予想は裏切られ、今はゲームを中断して顔を突き合わせ互いの主張を一歩も譲らずに喧けん嘩かをしていた。

「だから、別に氷こおり沢ざわさんが悪いなんて言ってないよ！　私は平ひら山やまさんのが好きって言っただけだもん！」

「あーはん？　これだからアニメ勢は。頭大丈夫？　おっぱい揉もむ？」

「あーあ、こんな度量の狭い男の人だとは思わなかった！　本当のファンなら、区別を付けずどっちも愛したらどうなの？」

「正体を現したなこのビッチがぁ！　お前それ可愛い子が二人いたからどっちも抱いたみたいな考え方だからな？　キャーおーかーさーれーるー」

「犯しません！　それに、それとこれとは違いますー」

　音楽バンドなら音楽性の相違。萌もえ豚なら推しキャラ、推し声優の違い。腐女子ならカップリングに、受け攻めの違い……。

　一度は絆きずなを感じた相手と離れてしまう原因がこれだ。

　某有名アドベンチャーゲームを開始する時、主人公の妹を攻略対象としようと二人の意見が一致したのは偶然、いや必然的であったと言っても過言ではない。何せこのゲーム、主人公の妹が可愛すぎることで有名な作品だからだ。

　だが、事件が起きる。事の発端は七家さんの一言。

『原作の氷沢さんの声もいいけど、私はやっぱりアニメの平山さんの声がしっくり来るなぁ』

　と言ったのだ。

　それに対して俺は。

『嫌いではないけど、氷沢さんのイメージがあるから正直俺的に受け入れられないかな。俺的にね』

　と返したんだ。

　まぁつまりは、よろしい、ならば戦争クリークだ。ということである。

　一度燃え上がった闘争の炎は消えることなくさらに燃え上がり、最初はお互いに少しは譲歩するような話し方をしていたものの、ここに来てその譲歩も消えて互いを罵り合う域にまで来てしまった。

　こういうのは先に折れた方が負けとかは無く、何かのきっかけで終わるまで、性格や容姿、色んな所に戦火が燃え広がる。
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　しかし、醜くともそこには引けぬ信念があるとかないとか。

　睨にらみ合う俺達は次第に一触即発ムードに……。

「ぷっ、あはっ、あははっ」

　ムードに？　あれ、ならない？　これが陸斗なら一週間は陰湿な嫌がらせが互いに続くのに。

　たとえば、あいつの携帯に大人が裸で抱き合ってる写真を何枚も送り付けたりだな……。

　ご褒美？　もちろん相撲の画像だけど何か？

　ちなみに俺が受けた嫌がらせで一番酷ひどかったのは感動系だからプレイしてみろと渡されたエロゲが超鬱展開だった時だ。

　あの時は一週間も暗い気分で、気がついたら寧々音にアプリゲームの周回作業をさせられていた。兄が鬱気味で心空っぽにしてたからって洗脳するなんてうちの妹は何て悪なのだろう。寧々音が持っていた『サルでもは言い過ぎだけど、馬鹿くらいなら出来る催眠術。いや、やっぱり馬鹿には無理だ』とかいうふざけたタイトルの催眠術の本は没収した。

　後日、陸斗に試したところ成功しなかったのだが、俺は馬鹿だとでも言うのかチキショウ。

　話が大きくズレたので戻すと、突然七家さんが楽しそうに笑い始めた。

　どこに笑う要素があったのかここまでの会話を思い出してみるものの、やはりそんな要素は一つもなく、俺はキョトンとして驚くばかりだ。

「あの、本当に大丈夫？」

　もちろん頭の心配だ。やっぱりおっぱい揉む？　揉む肉ないけど。

「ご、ごめん。でも、なんか嬉しくて」

「いくらＭだからってビッチ呼ばわりされて悦よろこばなくても……」

「違うよ！　本当にそこは訂正させて！　あ、ビッチってところね」

　Ｍなのは訂正しなくていいんですか？

「そうじゃなくてね。私ってほら、学校じゃ隠れオタだし。養成所でも友達いないし……事務所じゃ良くしてくれる先輩はいるけど……うぅ……」

　だんだん負のオーラを醸し出す七家さん。学校じゃあんなにリア充しているというのに、オタ方面ではボッチなようである。

「だから、こんな風に言い合えるのって……すごく嬉しくて……」

　ついには涙まで見せて、どんだけオタトークに飢えてんの？

「もうね、時間がある時にニコ○コ動画見てコメするくらいが私の楽しみで……」

「もういい。もういいよ七家さん。これからは俺がいる。そうだ、寧々音とも話せばいい。俺ほどじゃないけど、アニメなら有名作と毎期の話題作は観みてるっぽいから」

　さっきのすれ違いはどこへやら、今は友情さえ感じる。

　俺達の間に溝を作るのはサブカルチャーであり、俺達を繫つなげるのもまたサブカルチャーなのである。まさに雨あめ降ふって地固まるだ。

「逢坂君……！　いえ、輝夜君！」

「七家さん！」

「違うよ輝夜君。私のことは、茉莉って呼んで」

「だが断る」

「どうして？　私たちもうこんなに心も通わせたのに」

　その言い方からは誤解がうまれそうだが、言いたいことは分かる。

　二人の友情は固く結ばれた。それは俺も感じる。

　それに、こういうトークは陸斗か寧々音としか出来なかったから新鮮で楽しい。

「輝夜君。ま、つ、り。セーイ？」

「いや、そういうのはちょっと……」

「ちょっ、引かないで!?　呼んでよぉ、まーつーりー！」

「ごめん無理。難易度が高すぎ」

「酷いよ輝夜君！　あっ、もしかして恥ずかしい？　恥ずかしいのね？　シャイボーイなのね！」

　テンション高たけぇ、ちょっとうぜぇ。よし、ちょっと懲らしめてやろう。

　俺はズンズンと怒ったように七家さんに詰め寄る。すると、驚いた七家さんは後あと退ずさり、やがて壁に追い込まれ……。

　──ドン

　そう、壁ドン。先日の床ドンの仕返しも含めての反撃だ。

「か、輝夜……君？」

　上目遣いで見てくる七家さんになるべく低い声で呼びかける。

「……茉莉」

「…………」

　あれ？　下向いたぞ？　と思ったらまるで何かを堪こらえるように肩を震わせ……どうかしたのだろうか？

「ぶふっ、大草原不可避」

「よし、死のう。ここ何階だっけ？　頭からいけば楽に逝けるかな？」

「待って待って、ストップ！　ベランダに向かわないで」

「うぅ、勢いに任せて黒歴史を作ってしまった」

　死にたい。もうだめだ。

　七家さんの変なテンションに当てられて俺まで変になってどうすんだよ。

「まぁまぁ。私が黙っていれば大丈夫だよ。それより、どうして名前で呼んでくれないの？」

「いや、恥ずかしいのもあるけどさ。そもそも学校でもしもの時にポロッと出たらどうすんの？　それに俺の名前も」

「え？　なにか問題ある？」

「むしろなんで問題ないと思えんの？」

　どう考えても互いを名前呼びしたら周りから邪推されてしまう。ついでに俺は闇討ちされる。

「なにも問題ないと思うんだけどなぁ？」

　首を傾かしげる彼女は本当に分かっていないっぽい。このままじゃ本当に呼ばれかねない。

「じゃあ、せめて慣れるまではみんなの前では名前呼び禁止で。二人だけの時は頑張るから」

「うむむ。仕方ないなぁ」

　まだ納得いかないようだが、とりあえず折衷案に乗ってくれた。悪いけど、みんなの前で名前呼びする日は来ないと思います。

「よし、じゃあ特訓、始めよう！」

「あっ、特訓のこと忘れてた」

　そう言えば演技の特訓に付き合いに来たんだった。ということは本番はここからということになる。

　まぁ、ここに来た時と比べると心の垣根もだいぶ低くなったし、きっと気兼ねなく特訓に付き合えるだろう。
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「「うへへへ」」

　画面の中で妹が切ない声で喘あえぐ。それを俺と七家さんはだらしない顔で見ていた。

　特訓をしようとした所まではいいが、いざゲームを再開すると、いつの間にか集中してゲームをプレイしてしまっていた。

　それもこれも妹が可愛かわいいからいけない。

「流石さすが、俺の嫁」

「流石、私の嫁」

　思っていた以上に七家さんはダメな人だった。どれくらいかと言われると俺くらいである。つまり末期だ。

「ってそうじゃねーよ。練習しないと俺が来た意味ないって」

「はっ！　そうだよね。んんっ、では失礼して……」

「よし、来い」

　やはり改めて人に聴かれるのは恥ずかしいのか頰ほおを赤く染めながら言う。しかし、咳せき払ばらいをすると途端に空気が変わった。

　目は思わず見み惚ほれてしまうくらいに真剣そのもので、さっきまでとはまるで別人。素人目線ではあるが、プロを感じさせた。

　真剣に聴いて、ちゃんとした意見を言わなければいけない。

「まずは普通の声から。……もう、ダメですよ？　兄さん。めっ」

　普通に上う手まい。朱里の時もそうだが、普通の台詞せりふはちゃんと出来ている。むしろ俺の好みの声すぎて困るくらいだ。

　だと言うのに……

「ンッ……ンンッ、……ゥッ……」

　……なんで呻うめいてんの？

「アァ、んあー」

　Ｗｈｙ？

「なんでそうなんの？　最後最も早はやアレンジ加えてたよね？　んあー？　んあーって何!?」

　どうもこうも……なっていなかった。ただ真ま似ねればいいだけなのに何故なぜそうなるのか本気で理解出来ない。これなら俺がやった方が上手いくらいだ。いや、今のはなしだ。汚い絵面にしかならない。

「だ、ダメだった？」

「今のいけると思ったの!?」

　驚きよう愕がくである。ゲームの時、つまり朱里をプレイした時は下手くそ過ぎワロタｗｗｗで済んでいたけど、今回のはもう何がしたいのか分からなかった。棒読みとかそんなレベルでなく、萎えるどころか縮むわ！

「んあー」

「それやめろって」

「だってー」

「だってじゃない。いや、本当に。どこから特訓すればいいのか分からないんだが……」

　酷い。何故喘いだらダメになるのか。そもそも、いくら下手くそでも自分がしている時の声で何となく似せることは出来るだろうに……。

　いや、何となく嫌な予感がしてきた。聞くか？　超プライベートなことだけど聞くか？

「あー、七家さん」

「つーん」

「茉莉さん？」

「なぁに？　輝夜君」

　半泣きになりながらメソメソしているくせに名前呼びはしっかりさせてくるのね。

　床に女の子座りのまま、上目遣いに見てきたので、少し視線をそらしつつ。

「答えたくなかったら言わなくていい。今から大変失礼なことを聞くから」

「うん？　いいよ」

　軽いな。じゃあ、聞くぞ？

「したことある？　その、一人遊びというか……女の子に使うのが正しいのか分からないけど……自家発電……」

　セクハラで訴えられたら即負けしそうな発言だ。それでも聞いておかなければならない。流石にしたことないというのはありえないだろうと思いつつも、幾分かの不安からの確認。

　質問された七家さんはカァっと一気に頰を紅潮させ、パクパクと金魚のように口の開閉を繰り返す。

　そして一瞬固まったかと思うと、さらに顔を真っ赤に染めて、コクリと頷うなずいた。

　良かった。流石にしたことがないということはなかったようだ。

「じゃあさ、それに演技を足せばいいんじゃないか？　その、そのままだと生々しいし、やっぱり男の意見としてはエロゲの声優が出す喘ぎ声と、ＡＶの女優さんが出す声ってだいぶ違うし」

　正直、どっちも演技なのかもしれないけど、やはりエロゲは作っている喘ぎ声で、やり過ぎという感じがある。寧むしろそれが良いのだが。

　まぁ、俺の好感度はだだ下がりだろうが、それでもいい考えだと自分では思う。

　これで彼女が声優としてステップアップしてくれるなら俺は喜んで嫌われようじゃないか。

　くぅっ、と涙を堪えて一人で浸っていると、チョンチョンと制服のズボンを摘つまんで引っ張られた。

「え、なに？」

　聞くと、手招きされた。耳を近づけろということだろうか？　しかし、ここは七家さんの部屋で、彼女曰いわく、防音は完璧。何も耳打ちで話す必要はないはずだ。

　とは言え、ご所望ならば耳を近づける。

　すると、虫の鳴くような声でこう言った。

「あ、あのね。したことはあるんだよ？　でも、その、片手で数えられるくらい。しかも、最中の記憶ぶっ飛んじゃうの……私。している時の記憶がほとんど無くなるから怖くてあんまり出来ないというか……」

　前半のカミングアウトにも驚いたが、後半の方がもっと驚いた。

　最中の記憶がぶっ飛ぶ？　何それ怖い。

　えーと、つまり……どういうことだ？

　首を傾げると、七家さんはさらに顔を手で覆ってから、告白した。

「私、敏感なの。だから、気持ちよすぎてやばい……の」

「あぁ……えっと……すごいね？」

「うわぁーん。恥ずかしいよぉ。輝夜君、責任とってぇ！」

　なにかのネタの可能性も感じていたが、どうもそんな雰囲気じゃない。ってか冗談でも責任とってとか言わないで。思わずとっちゃったらどうすんだよ。

　その後、お互い気き不ま味ずくなり、今日はこれ以上の特訓は不可能ということで解散に相成った。

　部屋から出てからも当分は顔が熱く、気がついた時には家に帰り着いていた。

　行く時も記憶無くして、帰りも記憶無くすとか、俺は本当に頭がやばいのではないだろうかと不安になる……。




　家に帰り着いた時には午後七時を過ぎており、俺にしてはだいぶ遅い時間の帰宅となった。既に母さんも帰ってきていて、寧々音もどうやら自分の部屋にこもっているようだった。

「あっ、帰ってきたわね。ちゃんと携帯くらい見てよねー。もしくは遅くなるなら遅くなるって言いなさい？」

「うぃ、すんませんしたー」

　携帯を開くと確かに母からの絵文字と顔文字大量のメールが届いていた。

　歳とし考えろよ、歳を。いや、確かに年齢より若く見えるけどさ。問題はそこじゃないだろ。

「飯になったら呼んで。部屋行くから」

「はいはい」

　今はリビングより部屋で一人になりたい。それはかなり疲れたからだ。何がって精神的にに決まってるだろ。

　間違っても今日の七家さん家ち訪問でムラムラしたから一発イっとくか？　なんて考えていないからな？

　階段を上り、自室の扉を開くと、なぜか既に明かりがついており、訝いぶかしむ。

　入ると、中には俺のベッドに転がって漫画を読む寧々音の姿があった。

「俺のベッドが妹に占領されている件について」

「それスレ立てたら全力で叩たたかれるぞ？」

「うん、知ってる」

　漫画から顔を上げて言ってきた寧々音に頷いて返す。

　仕方ないので俺は椅子に座り、一息ついた。

「はぁ、疲れたぁ」

「何それ、会社から帰ってきた四十後半、嫁とは最近倦けん怠たい期き気味、悩みは中年太りでスーツの下がきつくなったおっさん？」

「どうしてそんなに具体的なのでしょうか。私、気になります」

「嫁のことをママンと呼び、娘に髭ひげ攻撃してきて、本気ビンタされるおっさん？」

「それ、うちの親おや父じじゃないですかやだー」

　しかし、ビンタはやめてやれよ。将来俺が父親になった時、娘にビンタされたら泣くから。

「それにしても本気でお疲れだな。どうした？」

「まぁ、色々と。精神的にお疲れなのですわ」

「ふぅん。そう言えば今日、市姫と恋バナした」

　なんだ唐突に。妹の恋バナとかちょっとアレだぞ。娘に男ができた父親心的なアレだ。

「た、楽しかったか？」

「うー？　まぁ、悪くはなかったかな。市姫の男の趣味は悪いと思ったけど……」

　姫ちゃんのタイプか。やっぱり毒舌耐性のあるドＭの人かな。

「へぇ、どんな人？」

「うん？　そうだなぁ。変態で、若干ロリコンで、と思いきやお姉さんも同級生もいけるタイプで、さらに変態で、果ては最近男の娘こもいけるとか言い出した大変な変態だな」

「何それそんなのいたらヤバいって。姫ちゃん大丈夫？」

　しかしまぁ、今のがエロゲの話だったら俺も同類だな。最近、男の娘も二次元ならいける気がしてきたもん。

「そういや、寧々音の好きなタイプは？」

「寧々？　んなもんいねーぞ。男とか煩わしくてゲームの邪魔」

　やだこの子お兄ちゃんそっくり！

「いや、そうじゃなくてだな。好きなタイプって言ったんだよ」

「えぇ、それセクハラ？」

「違うわっ！」

　好きなタイプ聞いただけでセクハラとか何処どこの会社のＯＬと上司だよ。

「うーん。寧々の好きなタイプ……いや、いないな」

「おい、それは女の子として大丈夫なのか？」

　お兄ちゃん心配よ？　この俺でさえタイプくらいあるよ？　ほら、ツンデレとかクーデレとか、デレデレとか、幼おさな馴な染じみとか、生徒会長とか、あれ？　待てよ？　これあれだ。好きなタイプじゃなくて、ただの攻略対象の属性だわ。

　そう考えると俺って好きなタイプあるのか？　というか、好きになったらタイプなんて関係あるか？

「あっ、タイプあった」

　悶もん々もんとしていると、寧々音が何か思いついたらしい。

「寧々音の趣味を邪魔しない人で、寧々音のことをまぁまぁ甘やかしてくれる人」
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「それ、前も言っていたな。あの時は、俺の彼女の話だったけど。とはいえ、それは俺も同意だ。甘やかしてくれるのは重要だし、趣味を邪魔しないのは最重要だ」

「うん。つまり輝兄みたいな人だな」

「そう、俺みたいな……ふぁっ？」

　今、こいつなんて言った？

「おい、それは冗談……だよな？」

「どうして冗談にされないといけないのだおい」

「いやだって……俺達、ほら兄きよう妹だいだし？」

　そりゃゲームじゃ近親相そう姦かんなんぼのもんじゃい。むしろそれが良い。背徳感最高ふぅ～って感じだけども！

　いざ、現実でされると、ねぇ？

「馬鹿な妄想はするなよ輝兄。寧々は輝兄みたいなのが丁度良いなという話であって、こんな変態を彼氏にしたいとか全く思わないぞ？」

「えっ？」

「えっ？　じゃない。普通に気持ち悪いので寧々を頭の中で犯さないでください」

「兄への敬語やめて？　後そこまでしてない。キスまでだ」

「おｒｒｒｒｒｒｒ」

　とんだ赤っ恥である。というか、今のは寧々音の言い方も悪い気がするのだけど……。

　しかしまぁ、そりゃそうだわな。俺も寧々音は好きだけど、恋人とかはない。でも、養えと言われたら文句を言いつつ養っちゃうかもしれない。

　兄とはそういうものだ。憎くても妹。何だかんだで甘やかしちゃう時もある。

「さて、そろそろ寧々は部屋に戻る。あ、漫画はさらってゆくぞ」

「うぃ、了解」

「うむ」

　ベッドに散らばらせていた漫画を数冊重ねると、それを持って部屋を出てく寧々音。

　そして、扉が閉まる寸前。

「別にどこで何しようと構わないけど、遅くなるなら連絡くらいしろ馬鹿お兄ちゃん」

　その言葉を残して扉が閉められた。
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　何今の!?　デレたのか!?　うちの妹デレたぞ！　あ、やべ、可愛かわいいわ。

　奇くしくも母さんと似たようなことを言っていたが、母親と妹では色々と違う。違いすぎる。なぜ、録音していなかったのか悔やまれるレベルだ。

　……やっぱり妹って正義だわ。ふと、今日、七家さんの家でプレイしたゲームの妹キャラを思い出しつつ、そう感じるのだった。
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　事件は昼休みに起きた。

　二年生になって最初の土日休みを控えた金曜日、その日は朝から平穏だったと言っても過言ではなかった。七しち家いえさんは自分のことを茉まつ莉りと呼ばせようと画策してくるうえに、やたら絡んでくるし、陸りく斗とは相変わらず馬鹿みたいだけど平穏です。

　だが、それが嵐の前の静けさだと俺はその時、気がつけなかった。ついでに言うと、そもそも静かじゃなかった。

　それはさておき。

　四限が終わり、教室内はさっさと食堂か別クラスへ向かう者、グループで集まる者、ぼっちで残っている者と、それぞれ動き出すか、もしくは動き出さないか。

　そして、俺の元にはなんと七家さんがペカペカとした笑みを浮かべながらやってきた。

「輝かぐ……じゃなくて逢おう坂さか君。ごーはーんー」

「えぇ……。おい、陸斗。助けて……って、おい陸斗？」

　コンビニで買ったのであろうパンを入れたビニール袋を引っ提げて俺の机までやってきた陸斗に助けを求めるも無視される。

　と、思いきや、陸斗の様子がおかしい。

「陸斗……？」

「なんだ輝かぐ夜や？」

　返事をしてくるが、やはりいつもの覇気を感じられない。

　言うなれば炭酸の抜けた炭酸水。もはやそれは炭酸水ではないのと同じく、うるさくない陸斗など陸斗ではないというのが俺の考えだ。

「何かあったのか？」

「うっ」

　小さく身じろぐ。分かりやすい反応である。

「黒くろ岩いわ君、どうかしたの？」

　横から七家さんが聞いてきた。

「どうもなにかあったらしくて」

「悩みごと？　私で良ければ聞くよ？」

　君に他人の悩みごとを聞ける余裕はないと思うんだけど……。

「七家さん！」

「まあ、無駄に長い縁だし。俺も聞くくらいなら出来るし」

「輝夜……！」

　何も言いたくないことを言えとは言わないが、やはりどうにか出来るならしてやりたい。

　その程度の友情……いや、愛着くらいならこの馬鹿にもある。

「だが、ここじゃ……」

「んじゃ、場所移すか？　とりあえず人が来なそうな……」

　そうは言っても学校じゃ場所なんて限られてくる。やはりあの場所しかないだろう。




　というわけで、屋上手前踊り場。密会には持ってこいのいかがわしい場所である。決してイカ臭い場所ではない。どちらにしても卑ひ猥わいなのは変わりないけど。

　そこに、俺と陸斗、七家さんの三人が集まった。

「んじゃ、何があったか言ってみろ」

「おう。まずは今日の朝のことだ。聞いて驚くな？　俺の下げ駄た箱ばこにラブレターが入っていた」

「うそ、だろ？」

「本当だ」

　驚きで口をパクパクさせる。

　こんな馬鹿を好きになるなんてどんな聖人だ？

　ともかく、先を促す。

「それは、誰からか聞いていいのか？」

「それなんだ……」

「どれ？」

「差出人不明なんだよ！　見てみろ」

　そう言って学校指定の手提げ鞄かばんから出したのは可愛かわいらしいピンクの封筒。確かにラブレターっぽい。

　中には、封筒とセットの柄だと思われる便箋が入っていた。

　手紙にはどれだけ陸斗が良いやつなのか、いかに自分が陸斗のことが好きかということが丁寧な字で懇々と書かれている。

　しかし、最初のところに「黒岩陸斗様へ」の文字はあるが、差出人の名はどこにも書かれていない。もちろん封筒の方にもだ。

　それに、気持ちが書かれているだけで、どこかへ来て欲しいというようなことが書かれているわけではなかった。

「確かに書かれていないな。でもだいぶ好かれているみたいじゃないか」

「おう。でよ、俺はその差出人は超絶美少女で、尚なお且かつ後輩ではないかと推理したわけだ」

　ふむ。この手紙からそこまで推理したのか。

「どうしてそうなったか聞こうか」

　何となく長くなりそうだから壁に体をあずけて座ることにした。すると、横にちょこんと七家さんが座り、その自然な動きに俺は固まった。

　天然で人との距離が近い人ではあったが、今のは不意をつかれた感じで、思わずドキッとしてしまう。

　その七家さんはと言うと、俺をキョトンとした顔で、不思議そうに見ている。

「どうしたの？　あ、隣座っちゃダメだった？」

「いや、そんなことないけど……」

　ポリポリと頰ほおを搔かき、否定する。

「あの、話していいですか？」

「いいけど敬語やめろ？」

　いきなりよそよそしくなるな。俺は別に遠い存在になってないし、むしろお前がなりそうなんだろうが。

「まぁ、簡単な推理だけどな。まず、字体だ。めちゃくちゃ可愛い文字で書かれているな？」

「そうだな。丸っこい女の子らしい文字だ」

　さらに言えば文字一つ一つが小さい。読みにくいわけじゃないが目の悪い方には辛つらそうだ。

「そこから可愛い系の美少女だと推理できる」

「おい待て。可愛い系なのは何となく理解してやらんでもないが、何故なぜ美少女なのだね」

「そんなのこういう時のお約束として美少女なのは当然だろう？　馬鹿か？」

　……早くも聞く価値すら感じられなくなってきた。

　というか、お約束ならこういう時はブスかヤバいやつだろうに。

「はぁ……。それはいいとして、じゃあどうして歳とし下したなんだよ。それもお約束とか言わないよな？」

「当たり前だろ。その手紙には始業式の日に一目惚れしたと書いてある」

「ふむ」

「つまり、始業式の日に初めて俺を見たということだ。従って同学年の可能性はとても低く、同時に三年生の可能性もだいぶ低いと思われる」

　決めポーズと共にビシッと指を差してくる。へし折ってやろうかその指。

「確かに同学年の可能性は低そうだな。でも三年生は可能性で言えば低くはないだろう？　今まで興味が無かっただけで、たまたま視界に入ったのかもしれないし」

　すると、先程差してきた人差し指が立ち上がり、チッチッチッと左右に振られる。いつも以上にウザったいことこの上ない。

　隣では七家さんが真剣な眼まな差ざしでふんふんと頷うなずいて聞いている。いい子だなぁ。

　陸斗の話に飽きてきた俺は、そんな七家さんの横顔を見ていた。すると、目が合う。

「どうしたの？　私の顔、なにかついてる？」

「あ、いや……なにもないよ」

　迂う闊かつだった。ジロジロ見過ぎだ。

「うそっ。輝夜君、目が泳いでるもん！」

「ちょっ、名前呼びは駄目って」

「あっ……でも黒岩君しかいないし大丈夫だよ」

「まぁ、それはそうかもしんないけど」

「だから輝夜君も、私のことは茉莉と呼ぼう！　ほらほらー」

　だから顔を近づけないで！

「ま、茉莉」

「ぐっど！」

　グッと親指を立てられる。心臓に負担が……。

「ねぇ、殴っていい？」

　視線を戻すと陸斗はガチ泣きしていた。いや、マジごめん。今のは俺が悪かった。

「ま、まぁ、落ち着け。それで、どうして三年生の確率が低いんだ？」

「あぁ、それはだな。今日の朝、三年生の教室を巡回してきたからだ。もし、俺に恋した歳上可愛かわいい系美少女がいたら何かしら反応があるはず。しかし目を皿のようにして探したが、それらしい反応は無かった」

　それ、判断基準としては微妙過ぎない？

　相手が感情を隠すのが上う手まい人だったらどうする気だよ。

　つか、普通に気持ち悪いんだけど。隣に座る七家さんも顔をしかめている。

「とにかく、それでお前は新入生に的を絞ったと。一年の教室には行ったのか？」

「まだだ。実はこの時間に行くつもりだったんだが、輝夜に話すことになったから放課後か明日にでも。急いでこの恋する乙女を探し出してやらないと、俺を想い過ぎて胸が張り裂けちゃうだろ」

　本当にどうしようもないくらいに馬鹿だなこいつ。

　しかし、事情は把握した。馬鹿が馬鹿なことを考えて馬鹿なことをしているんだな。

　蓋を開けてみればいつも通りの結果だったわけだ。

　ただ、一つ違うとすれば……こいつに本当に春が来そうということくらいか。

　こんな馬鹿を好きになるなんてよっぽど奇特な方なのだろう。是非ともそのご尊顔を俺も拝んでみたい。出来れば顔面偏差値が圏外な感じだったらなお良し。

「ふむ。じゃあ、ちょっと手を貸してやろう」

「マジか！　助かる」

「うむ。その代わり……分かってるな？」

「おう、見つけられたらどのソフトでも買ってやる」

　これは良い商談だ。陸斗に一目惚れした生徒を見つけたら、俺はエロゲのソフトが手に入り、陸斗には春がやって来る。

　なんとウィン・ウィンの関係なんでしょうか。

「はいはい！　私もお手伝いしたいです」

　腕を大きく上げて、手伝いを申し出てくれる。七家さんなら俺と違って繫つながりも多いだろうし情報網も広そうだ。

「本当ですか七家さん!?　はっ、実はこの手紙の主は実は七家さんだったというラノベ的落ちが！」

「ううん。絶対、ないです」

「おふっ」

　笑顔でぶっ殺しにいったな。

「そうなってくると現地に協力者を作った方が良さそうだな」

「現地の協力者？」

「うむ。ちょっと待ってな」

　ということで、寧ね々ね音ねに電話をする。

　数コールで、電話に出た。

「あ、寧々音？　俺。俺俺。違う。オレオレ詐欺じゃない。それは始業式の朝にやっただろうが。え？　新しい詐欺を考えた？　ホモホモ詐欺？　なにそれあんまり想像したくない。え？　隣のクラスの男お鹿が君がホモ疑惑？　知らんがな」

　そして、一連の会話が終了して……電話を切ると、二人と視線が合い……。

　あ、呼び出すの忘れてた。




「ということで現地の協力者、寧々音と姫ちゃんに来てもらいました。ハイ拍手」

「うぇー」

「わー」

　踊り場に馬鹿とポンコツの拍手が響く。そして、立ち上がった俺の隣には寧々音と姫ちゃんが立っていた。尚、姫ちゃんは姿勢正しいが、寧々音は携帯の画面に目を落としてゲームをしている。

　寧々音は使えないけど、本命の姫ちゃんがやって来たので問題ない。

「まぁ、さっき説明した通り。陸斗を好きになったという稀け有うな人を見つけ出したいわけだけど。協力してくんない？」

「ふむ。つまり、こういうことですね？　私達の手でその何者かに洗脳されているであろう少女を救いたいと」

「洗脳されてんの!?　いや、違うけどまぁ、いいや」

　もし、本当に勘違いだったら目を覚まさせてやるのもやぶさかではない。陸斗には悪いが未来ある女の子をこんな馬鹿に汚させてはいけないと思う。

「よくねぇよ！　ちゃんと応援してくれって」

「ハイハイ。まぁ、とりあえず見つけるのが先だろ。で、寧々音と姫ちゃんは……」

「私は寧々音が手伝うなら」

「ふむ。ならば見つけ出した暁には魔法のカードを三……いや五千円分用意してもらおうか？」

　指五本を陸斗に向けてニタリと笑う寧々音。何とも悪い顔である。

「お前ら……マジで兄きよう妹だいだよな」

「なんだ藪やぶから棒ぼうに」

「いや、さっきソフト要求してきた時の輝夜の顔も今の寧々音ちゃんと同じ顔だったぞ」

　噓うそだっ！　俺はこんな悪い顔してない。してないはず……いや、してた？

　確認の為ために七家さんを見ると、苦笑いで、コクっと頷いて肯定された。

「まぁ、大方の思考が同じ感じだからなぁ」

「ふふふっ、輝かぐ兄にいは我が半身。つまり、冷凍庫の一番下に隠してある輝兄のアイスも寧々の物と言っても過言ではないということ。輝兄ありがとう。美お味いしく頂くよ」

「それ食ったら戸棚の奥に隠してある、ねるねを練って食う」

「やぁだっ！　ごめんなさぃー、ねるねを練られないと寧々は死んじゃぅぅ」

　そう、練って食べる某お菓子は寧々音のライフラインも同然だ。金曜日の夜に練って食べないと寧々音は暴走を始める。一種の中毒である。

　暴走と言っても可愛いもので、今みたいにちょっと幼児化するだけなのだが、時折泣き出すので本当に困ったものだ。それで、昔親おや父じに頭殴られたし。ところで、寧々音がねるねを練って食べるって何だか早口言葉みたいじゃない？

「まぁ、冗談はさておき。寧々音たちは出来る範囲で情報を集めてくれ。俺の見解としては、もし一年だとすれば入学してすぐにラブレターを送れるような行動派とみている。それに、直接言わないところから、内気だけどたまに行動が大胆、みたいな感じの生徒だと思われる。そういう人を探してくれないか？　出来たら陸斗に脈がありそうなって条件も付け足しておく」

「ふむ。出来る範囲でならわかった。寧々は輝兄と違って、ちゃんとクラスメイトとコミュニケーションをとっているので、だいじょうＶ」

　それ、ほとんど姫ちゃんが間に入ってるだろう。

　寧々音はまず自分からは話しかけないが、なぜか話しかけられる。しかし、その時、大体、寧々音はゲームをしているので、塩対応をする。そこで姫ちゃんの出番だ。寧々音が嫌がらない程度に間を取り持って場を円滑に進める。

　つまり姫ちゃんはハイスペックということだな。うちの妹は全然すごくないから、俺が寧々音に劣っているはずがない。

　自分もそんなに他人と接するのが好きではないくせに、寧々音の為に頑張ってくれている。あぁ、超いい子だ。寧々音を嫁に貰もらってくれないかなぁ。

　そんな思いを込めて姫ちゃんを見つめると、

「あ、輝兄さん。私のこと、あんまり見ないでください。孕はらみます」

「孕まないよ？」

　よく、その口の悪さで仲を取り持てるね。というか、もしかして口が悪くなるのは俺に対してだけ？　いや、陸斗にもそうだし、多分、気心が許せる相手だけなのだろう。恐らく……。

「それより輝兄さん。ずっと気になっていたのですが……誰です？」

　警戒心丸出しの視線を七家さんにぶつける姫ちゃん。そういえばお互いの自己紹介がまだだったな。

「こちらは七家茉莉さん。クラスメイトです」

「茉莉です。よろしくね」

「で、こちらは名な古ご市いち姫ひめちゃん。うちの妹の友達」

「親友です」

　間髪入れずに修正が入る。

「ちょっと毒舌だけど、基本はいい子だよ」

「喧けん嘩か売ってます？　ねじ切りますよ」

　何をねじ切られるのかは怖いから聞かないでおく。

「よろしくね。市姫ちゃん」

　握手を求めて差し出された手に、ムムムと唸うなる姫ちゃん。

「姫ちゃん？」

「危ない臭いがします」

「七家さんはいい人だから危なくないよ」

「むぅ。輝兄さんごときが私の鼻を疑うんですか。そうですか。今度、校内掲示板にでも輝兄さんと黒岩先輩が抱き合っているコラ画像を掲示しておきます」

　今日もいつも通り理不尽だ。あと、まじやめて。

「うおい。巻き添えなんだが」

「近づかないでください。黒岩先輩の臭いは強烈なので」

「どんな臭いしてるんだよ！」

「なんか、こう、男を寄せ付ける類のヤバいやつです」

　なんだそれ、やばそう。でも、ちょっと納得してしまう。だって陸斗の周りっていつも俺も含めたオタク系の男子がいるからな。

「とにかく、七家先輩。私は負けませんので」

「んん？　えーと、なんのことなのかな」

　一方的な宣言に七家さんも困惑気味だ。しかし、姫ちゃんはそれで満足したらしく、とりあえず落ち着いた。

「あー、それぞれの紹介も終えたし、そろそろお開きにするか。期限は一週間。来週の金曜までに見つけてやるぞ！」

「「「「おー！」」」」

　こうして陸斗にラブレターを送った人を探すこととなったのである。










「ただいまー」

　陸斗のことはさておき、新作のエロゲの限定版を買いに朝から電車で少し遠くまで出ていた。予約していたからすんなり買えたのだが、毎度、恒例のアニメショップ巡りで帰ったのは夕方になってからというのはよくあることだ。

　ところで、エロゲは限定版。円盤は特装版をなるべく買ってしまうせいか、使用しないグッズが押入れを圧迫しているんだけど、売るのもなんかなぁ。

　新しく増えた親には見せられないタペストリーを抱えてリビングへと向かうと、誰もおらず、少し寂しい気持ちが芽生える。

　日曜で父母共に仕事はないが、朝から出掛けているのだ。寧々音が倦けん怠たい期きと言っていたが、実際には母さんが相手をしていないだけで、親父の方は母さんにベッタリだ。そうじゃなければいい歳とししたおっさんが自分の妻をママンとか呼ぶまい。

　つまり、家では寧々音と昨日から泊まりに来ている姫ちゃんが留守番をしているはず。

　恐らく二階の寧々音の部屋で二人仲良くしているのだろう。

「とりあえず部屋に行くか」

　そう言えば前に七家さんの家に行って帰ってきた時は寧々音が俺の部屋で漫画を読んでいた。あの時は疲れていたこともあって何も言わなかったが、流石さすがに年頃の男の子の部屋、それも部屋主である俺がいない時に入るのはやめて欲しい。

　あと、母さんも俺がいてもいなくても勝手に部屋に入って掃除をするのはやめて欲しいものである。

　エロゲは一般向けのゲームと同じ場所に堂々と片付けてあるので逆にバレないのだが、押入れは開けられると家族会議もありうる。

「あ、おかえりなさい。輝兄さん」

　開けて……閉めた。

　ふむ。ここは俺の部屋のはず……。

　周りを見渡して部屋を確認する。隣が寧々音の部屋で、階段から一番奥が両親の寝室だ。

　やはりここは俺の部屋だった。

　だと言うのに俺の部屋には姫ちゃんと寧々音が居座っていて……。

　もう一度扉を開ける。

「おかえりなさいあなた。毒殺にする？　溺死にする？　それとも……ワ、タ、シ？」

「最後のそのままの台詞せりふが一番怖いわっ！」

　何されるか分かったものじゃない。それにしても何というか、力が抜けた。

　怒る気にもなれない。

　寧々音は先日と同じくベッドに転がって漫画読んでるし、姫ちゃんも……。

「ちょっ、何してんの!?」

「お気になさらず？」

「いやいや、お気になりますぅ」

　何を隠そう、姫ちゃんは俺のゲーム棚を整理していた。もちろんエロゲもしっかりと出されている。見た目普通のゲームに見えるのもあるが、そうじゃないのもあり……。

「私、こういうの名前順に揃そろえたくなるんですよね。ええ、はい。それだけですよ？　輝兄さんの性癖が最近また変わってきているなぁ、なんて、チェックしてませんとも」

　え、チェックされてたの？　というか常習犯？

「いつもは寧々が写メって市姫に送ってる」

「何してんの君達」

「「兄の性癖観察」」

「まじやめて？」

　泣くから。親に見つかって家族会議より辛いから。

　つまり、俺は妹のみならず妹の友達にまでエロゲの趣味嗜し好こうを知られてしまっていたわけか。

「というか、姫ちゃんは俺の妹じゃないでしょ」

「はい。でも寧々音の兄なので、いずれは義兄ですよね？」

「……それもそうか」

　もはやツッコむ気力もない。

「はて、寧々が市姫の義妹になるの間違いかな。逢坂市姫、語呂も悪くなかろう」

「ね、寧々音っ！　そういうのやめてって！」

「何のことやら。あぁ、初めて輝兄に隠れてこの部屋に侵入した時は輝兄の制服を……」

「寧々音を殺して私も死ぬぅ！」

　突然、二人が俺のベッドで暴れ出す。

　話についていけず、置いてきぼりだ。

　暴れている理由は分からないが、楽しそうで何より。俺の制服云うん々ぬんは怖いので聞かなかったことにしよう。しかしいつまでもこの部屋で暴れられるのも困る。

「まぁ、とりあえず出てけ？」

「あぅ」

「にゃぅ」

　ということで引っ捕まえて廊下に放り出した。

　衝撃の事実ではあったがあの様子だとエロゲなんかは不問ということだろう。

　ならば俺もこれ以上ことを荒立てず、流そうではないか。

　で、姫ちゃんが整理整頓して綺き麗れいになったゲームの棚を覗のぞくと、綺麗に全年齢とそうでないものに分別されて、その上で名前の順……あれ？　この部分だけ分別されてないな。

　ふむ。俺が途中で帰ってきたから出来なかったのかな？

　それにしても整理されていないのがどれもこれも後輩が可愛かわいい系のエロゲなのは偶然だろうか？

　まぁ、偶然だろう。

　せっかくなのでささっとその辺も名前順に入れ替えていると、コンコンと控えめに扉が叩たたかれた。

　性懲りも無くまた二人がやってきたのだろうかと思って、扉を開こうとするが、違和感を覚えた。

　そもそも寧々音ならばドアノックなどせずに突撃してくる。

「あの、輝兄さん」

　扉越しに聞こえたのは姫ちゃんの声だった。

「怒ってます？」

「ん？」

　姫ちゃんらしくもない、本気で心配しているような声で驚いた。

　まるで出会ったばかりの頃みたいな、こちらに探りを入れて、距離を摑つかめていないような感じだ。何かあったのだろうか？

「勝手なことをして怒っているなら、謝ります。だ、だから、その……嫌いにならないで……」

　意味が分からない。俺が姫ちゃんを嫌いになることなんてまずありえないのに。

　俺が扉を開けようとドアノブに手を掛けると、向こう側からそれを抑えられた。

　本気で引けば開きそうなくらいの力だったが、それはせずにドアノブから手を離す。

「えーと、俺は姫ちゃんのこと嫌いになってないよ？　なんでそんなことを思ったのか不思議なくらいだけど」

　むしろ、嫌われるのは俺の方だろう。大量に隠し持っているエロゲが見つかっていたのだ。

　普通の女の子ならこういうのは毛嫌いするものじゃないだろうか？

　残念ながらその辺の知識はないので分からないが、アレらを見られても普通に接してくれる方がありがたい。

「私も不思議です。普段はこんなことは絶対に言わないのに……でも、不安で……」

　不安？　俺何か不安にさせるようなことでもしたか？

　はっ！　まさか、俺が姫ちゃんに何かいかがわしいことをするとでも思っているのだろうか？　それならばすぐに誤解を解かないといけない。

「安心してくれ！　俺は絶対に何もしないから！　ちゃんと現実は心得ているつもりだ。誓おう、俺は君にぶへっ！」

　鼻の強烈な痛みと共に俺は床へと転がった。

　扉前に立っていたら、ドアが突然勢いよく開いて、俺の鼻にクリティカルヒットしたのだ。

「輝兄さんのバーカ！　輝兄さんなんて三回まわってワンと鳴けばいいんですっ！」

「なぜ!?」

　馬鹿呼ばわりもなぜだが、三回まわってワンも意味が分からない。

　とにかく、痛む鼻をさすりつつ、もう一度仕切り直す。

「俺は姫ちゃんも寧々音と同じくらい大切な妹だと思っているからね。だから安心してくれないか？」

「えぇ、はい、安心しました。これで輝兄さんの有り余った性欲によってあんなことやこんなこと……果てはそんなことやこんなことまでされなくて、とても、と、て、も、嬉しいです！　では失礼します！」

　そう言って寧々音の部屋へと帰っていった姫ちゃん。

　喜んでもらえたようで何よりだけど……ならどうしてあんなに怒っていたのだろうか。

　考えたが、答えは出なかった。リアルの女心はよく分からん。




　姫ちゃんの怒りの理由が分からずに首を傾かしげ、やはり分からなかったので諦めて、ベッドに戻る。

　朝早くから行列に並んだから、眠くなってきた。少し横になるとしよう。

　そう思い、ベッドに横になると……うっ、寧々音と姫ちゃんがいたからか、妙に女の子っぽい匂いがしている。

　これは、いかん。いかんぞぉ！

　しかし、甘い香りから逃れられるはずもなく、再び眠気が襲い、意識を手放した。




　次に起きた時、外はもう暗くなっており、時刻は八時前。

　誰も起こしてくれなかったのか。

　ぐー、とお腹が鳴る。

　歩き疲れて腹も減っているようだ。下に降りて、夕飯の残りでももらうとしよう。

　一階に降りると、母さんがソファの上でスヤスヤと眠っていた。机の上にはラップされた夕飯があり、『輝夜君へ。起こしても起きないから先に食べました。お父さんはお母さんを怒らせたので夕食抜きです。お母さんは眠いので少し寝ます。起きてお腹が空すいていたら食べてね。お母さんより』とあった。

　何をしたんだ親おや父じ。この場にいないようなので、外に食べに行っているのかもしれない。

　この様子だと、寧々音と姫ちゃんも先に食べ終えているだろう。

「俺一人で飯か」

　少し寂しく感じてしまう。まぁ、自業自得なので仕方ない。

「飯の前に、ちょっと顔を洗うか」

　起き抜けで、まだ頭がさえていない。飯を食べるにしても、しっかりと起きてからの方が美お味いしく頂けるだろう。

　そう思って脱衣所の洗面台に向かう。

　この時、起き抜けではなく、頭がちゃんと働いていたらきっと扉を開ける前に確認をとっていたに違いない。

　だが、俺の頭はまだ覚醒していなかった。

　故に、扉を開けたら、そこにはバスタオル一枚で体を隠した姫ちゃんがいた。隠しきれていない腿ももあたりや、二の腕などは白い素肌が露あらわになっている。髪の毛も拭き切れておらず、ポタポタと雫しずくが床へと落ちていく。

　それをアホ面下げて見つめてしまったのは不幸な事故であると声を大にして言いたい。

「か、輝兄……さん？」

　目を丸くして動揺している。それは俺も同じだ。

「姫ちゃん……」

「ひっ」

　あ、やばい。これ、悲鳴パターンだ。

　悲しいけど、これってお約束過ぎなんだよね。

　そして、ハプニングエロは連鎖する。

　ガラガラと風呂場の扉が開き、中から全裸の寧々音が現れる。

「おい市姫。なにをグズグズしている……ほう？」

　平らな胸も、大切な部分も隠さずに冷静に俺と姫ちゃんを見比べる。

　平らで、しかも妹の胸ではあるが、罪悪感がなくもない。しかし、ここはあえて寧々音にならって冷静に返してみた。

「……よぉ」

「まさか輝兄に妹とその友人の風呂を覗く度胸があったとはな。まぁ、寧々は輝兄の態度次第では許してやらんこともない。が、こっちは……」

　寧々音の登場で悲鳴を飲み込んでくれたらしい姫ちゃんだが、代わりにどす黒いオーラをまとい始めた。

　これは、アレだ。今日、本当に俺死ぬかもだわ。

「えっと、ごめんなさい」

　一応、ちゃんと謝っておく。謝罪って大事。

「ふふっ、ふふふっ」

　怖い怖い怖い！

　不気味な笑いがこみ上げ、姫ちゃんの口が音を出さずに動く。




『コ、ロ、ス』




　ですよねー。

「ちょっと落ち着こう姫ちゃん。これは事故であって……」

　言い訳をしようすると、姫ちゃんの細い腕が喉に向かって伸びてきた。

　あぶねぇ！

　後ろに半歩下がって避よける。しかし、足を滑らせて、尻餅をついてしまう。

　そして、またやらかす。

　伸びた足が姫ちゃんのバスタオルに引っかかり……思い切り剝はいだ。見事なエロハプニング３コンボ。しかも、半裸、全裸、剝ぎからの全裸の黄金３コンボ。

　俺、エロゲ主人公の才能あるわ。

「あっ、終わった……」

　一応、すぐに目を閉じた。だから、見えたのはほんのちょっとだけだ。うん、本当にちょっとだけだから。

　寧々音とは違って、年相応にしっかりと発育した双丘も、その先の可愛い薄ピンクも、ほとんど見えていない。

「カ、グ、ニ、イ、サ、ン、コ、ロ、ス、コ、ロ、ス、コ、ロ、ス、コ、ロ、ス、コ、ロ、ス」

「やるなぁ輝兄。寧々は少し見直したぞ。それじゃあ、また会おう。先に行って待っててくれ」

　寧々音の声が遠く聞こえる。
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　どうにか主人公補正で明日、死んでいないことを祈る。

　もしくは夢オチであってくれ。




　結果を言えば、俺は記憶が吹っ飛ぶほど往復ビンタされた。










「えー、以上がここ数日間の捜査結果ですが……結果、黒岩先輩の自作自演ではないか？　というのが結論です」

　ここ最近、常連となりつつある屋上手前の踊り場で姫ちゃんと寧々音が立ち上がって、一年生で陸斗にラブレターを送ったと思われる女の子を探した結果を、捜査方法を含めて説明してくれた。

　ちなみに案の定、寧々音はぽけっと立っているだけである。寧々音立たなくても良くね？

　しかし、姫ちゃん曰いわく、寧々音がド直球に質問するおかげで捜査も捗はかどったらしい。まぁ、家に帰ったら褒めてやらんこともない。具体的に言うとねるねを一つ買ってやろう。

　そして、その結果だが……やはりというか、陸斗の自作自演、脳内彼女ではという結果になったらしい。

　つまり、誰一人陸斗を好きな女子はいなかったわけだ。

「なるほど。ありがとう姫ちゃん、それに寧々音もな」

　二人に礼を言う。

「か、輝夜君」

「なに七家さん？」

「えっと、その両りよう頰ほほは……」

　触れていい話題なのかと、戸惑いながら七家さんが俺の顔を指さす。

　チラリと姫ちゃんを見ると、やはりまだ怒っているのだろう。ふいっと顔を背けられた。

「えーと、ちょっと事故でね」

「事故!?」

「大丈夫。ちょっと記憶が飛んだだけだから」

「それ大丈夫じゃないよ！」

　事情を知らない七家さんをまぁまぁと宥なだめ、話を進める。

「んで、一応俺と七家さんも陸斗を監視してそれらしい女の子が近くにいないか見張っていたんだが、そっちも無かった」

　あまり一緒にいると、相手が近づけないと思い、陸斗には普段通りの学校生活を送らせ、俺と七家さんで離れたところから見ていたのだが、それらしい女の子どころか、女子は誰一人近づかなかった。

　やってくるのはオタク系の男の友達ばかりで面白いこともなく、無駄な時間を過ごしてしまった感は否めない。

「つまりだな陸斗……」

「違うからな！　俺は自作自演なんてしていない！　見てみろよ。この丸っこい文字。俺に書けると思うか？」

　後に続く無情なる言葉を遮り、手紙を押し付けてくる。

　見苦しいことこの上ないが、確かにこんな字を「お前の文字は象形文字か楔くさび形がた文字なのか？　せめて読める字で書いて欲しいのだけど」と足あ立だち先生に言わしめた陸斗が書けるわけがない。

「ふむ。じゃあ代筆か」

「なわけねぇだろ！　そろそろ泣くぞ」

「まぁ、流石さすがの馬鹿でもそこまではしないか。ということで引き続き手紙の主はいるということで調査を続行するけど……」

　特に他の三名から異議はなく、とりあえず期限の週末までは捜査続行になった。

　ただ、一年生への聞き込みの方はすでに終了しているので、一年生の二人の捜査はここで終了となる。後は俺と七家さんの張り込みチームがホシの尻尾を摑つかめるかだが……。

　しかし、それ以降もやはり陸斗の周りにはオタク男子しか集まらず……手紙の主と思われる人物は誰一人現れなかった。

　というか、陸斗のオタクホイホイぶりに嫉妬さえ芽生えてくる。

　こいつ、実はオタ充というやつだったらしい。俺以外のオタ友が思っていた以上に多かった。

　私とは遊びだったのね！　なんて流石に思わないけど少し複雑な気分ではある。

　そして、ラブレターの主探しもだが、俺にはもう一つ抱える問題があることを忘れてはいけない。

　せっかくだから俺からもなにか七家さんに提案したくはあるのだけど、どうすれば演技力が向上するかなんて素人には分かるはずもなかった。




　木曜日、ちょうど午後五時を過ぎた頃、俺は仕事から帰ってきた母さんに買い物を頼まれて、近くのスーパーマーケットまで出ていた。

　また、このスーパーの近くに陸斗の家があり、そこにもとある用事で寄るつもりだ。

　その用事というのが、陸斗宛のラブレターを俺が持って帰ってきてしまったので返すだけという、別に明日学校で渡せばいいだろうというもの。

　しかし、他人宛のラブレターを持っているというのも落ち着かず、どうせついでなので持ってきた次第である。

　それはともかく、スーパーの閉店時間が六時だから、先に買い物を済ませる為ために店へ急ぐ。

　ただ、このスーパー、閉店前になると値引きシールが商品に貼られる為、主婦達がそれを求めて押し寄せてくる。何度か遭遇したことがあるがまさにＢＢＡの寄せ鍋状態。時折流されて目的地から離されることもしばしばだ。

　案の定、店は買い物カゴを持った主婦でごった返していた。とりあえず店の中で井戸端会議はやめて欲しい。それじゃなくても通路が狭いんだからものすんごい邪魔なのですよ奥さん。

　人混みにうんざりしていると、視界に見覚えのある姿を捉えた。

　それは向こうも同じで、二人してあっ、と口に出して立ち止まる。

「こんばんは輝夜君」

　今日の七家さんの服装は、花柄の藍色のスカーチョに、レースの付いた白いブラウスで、七家さんらしい清せい楚そ感がでている。控えめに言っても可愛かわいい。

「お、おう。こんばんは」

　最近は一緒にいることも増えて、こういった普通の挨拶程度なら慣れてきた気がする。

　互いに挨拶を交わすと、並んで歩き出す。

　しかし、七家さんらしいコーデで可か憐れんさ二割増し。思わず、動きもぎこちなくなる。

「そういえば、輝夜君のお家うちはこの近くだったね」

「うん、まあ。でも、この店、七家さんの家とは反対側だよな？」

　こんなところまで来なくても、駅前にもスーパーマーケットくらいある。

「そうなんだけどね。この時間だとこのお店、お弁当とか安くなるし。今日は自分でご飯の準備したくない気分だったから……あっ、ふ、普段はちゃんと自炊してるからね！　本当だよ！」

　別に疑ってないけど……。逆にそんなに念押しされると怪しい。

「あ、その目は怪しんでるなぁ。今度、何か作って食べさせるもん」

　ぷんすかと怒るが、今のは自爆だろう。

「ところで、輝夜君はおつかい？」

「おつかいって子供扱いされているみたいだけど……まぁ、その通り」

「あははは。拗すねないでよ。子供扱いなんてしてないよー」

　ぺちぺちとカゴを持っていない方の手で腕を叩たたかれるが、力は入っておらず、逆にくすぐったいくらいだ。

　そんなことをしながら歩いていると、周りの人達の視線を集めたようで、井戸端会議中のババ……奥様方に話のネタにされてしまう。

「あらやだ奥さん。なんだか仲睦むつまじいわねぇ」

「ほんとほんと。私も一昔前は旦那とねー」

「それうちもだわー」

　主婦達は楽しそうだが、当の俺達はと言うと、二人して顔を赤くして無言になる。

　こんな時、わざわざ否定するわけにもいかず、ただ気まずくなってしまう。

　具体例を言うと、ゲーセンで何となく取れそうだからという理由で女児向けの景品を置いてあるクレーンゲームの台の前に立って、周りからクスクスと笑われて恥ずかしい思いをした時に、その人達に「俺は別に女児向けの景品が欲しいんじゃなくて、取れそうだなぁと思ったから見てただけですー」なんて言わないだろ？　というか、俺は言えなかった。まあ、そんな感じ。

　あぁ、黒歴史を思い出したせいで心が闇に染まって……。

「そ、そう言えばさ。ラブレターの主って一体誰なんだろうね」

　七家さんも恥ずかしかったのか、早口になって話題を変えようとする。俺もありがたくそれに乗っからせていただく。

「あ、あぁ、本当にね。全然分かんないよな。実はこの後、その手紙を陸斗に返しに行くところなんだ」

「え、じゃあ今は輝夜君が持ってるの？」

「そうなんだよ。こんな他人のラブレターとか持ってたくないっての」

「それ嫉妬？　友達が先に彼女出来たら悔しいもんねぇ」

　さっきの恥じらった姿とは一転してニヤニヤとした笑みを浮かべながら、肩をぶつけてくる七家さん。

「いや、別に俺彼女とかいらんし」

「フフッ、それは強がりかな？　輝夜君も男の子だなぁ」

「いやいや、強がりとかじゃなくて俺の趣味的にさ。女の子は嫌がるだろうし、正直金とかも掛けたくない……」

「うわぁ、灰色の高校生活まっしぐらだね。いや、色的にピンク？」

　俺の趣味がエロゲだというのは七家さんの知るところで、そこからピンク色の高校生活と連想したのだろうが、彼女作って生々しくやらしい高校生活を送っている方がよっぽどピンクではなかろうか。

　どちらにせよ余計なお世話である。

「そういう七家さんは？」

「私は……難しいかな」

「あぁ……」

　七家さんは学内でも一、二を争うレベルの美少女だ。なら彼氏の一人や二人、余裕だろう。が、彼女は声優で、普通の恋愛は難しい。それも今の仕事はエロゲ。世間での評価が厳しいこのジャンルでは難易度はさらに高まる。

　だから苦笑を浮かべて、残念そうに言った言葉に申し訳ない気持ちになった。

「そっか……なんか、ごめん……」

「あわっ、暗い顔しないで！　別にそこまで悲観してないからね？　じゃあ、私にこのまま運命の人が現れなかったら輝夜君に責任とってもらおーかなー？」

「ぶふっ！　ちょっ、はぁ？　えっ？」

　吹き出し、慌てて七家さんを見る。

　すると彼女は俺の慌てる姿を見て笑っていた。

「冗談ですよー」

「うぐぅ」

「輝夜君といるとついついイタズラをしたくなっちゃう。なんでだろうねー？」

　そんなの俺が聞きたい。

「ねぇねぇ、輝夜君。私の好きなタイプ教えてあげようか？」

「はい？」

　いきなり何だと言うんだ。発言の真意も経緯も分からず、間の抜けた声が出る。

「自分を偽らない人。自分の好きな物を好きって言えるって格かつ好こいいよね？」

「そ、そりゃ格好いい……けど。でも、それって難しくないか？　人って何だかんだで仮面を被かぶるものだろ」

「そうだね。でも、輝夜君は……」

　その先の言葉はあまりに小さすぎて、こんなにも近くにいるのに聞こえなかった。




「あ、手紙って見せてもらってもいいかな？」

　スーパーでの買い物を終えて出てきたところで、七家さんがそう聞いてきた。

　前にも見ていたはずだけど、なにかあるのだろうか。とにかく渡してみる。

「実は少し気になっていたことがあってね？」

「だよな。そんな字を書く子が陸斗なんかを好きになるなんて気になるよね」

「あははは。友達でしょー？　ちゃんといい所は知ってるって顔してるよ？」

「そんな顔してないって。陸斗とかただの変態だし。まぁ、一緒にいて楽しいやつでは……ある」

「はいはい、ツンデレツンデレ」

「違うから！」

　まったくもって不愉快だ。俺はツンデレじゃなくてクーデレだ。クールなのだ。

「んー？　ねぇ、輝夜君って香水つけてないよね？」

「え？　男って香水つけんの？」

　香水ってあれだろ？　振りまけば魔物が寄ってこなくなる……って、それは聖水だ。

　香水は、かえって寄ってきそうだな。

「あ、うん。それだけで分かった。じゃあ黒岩君も……」

「そりゃ、あいつからそんなおしゃんてぃな匂いしてきたらすぐに分かるけど」

　何故なぜそんなことを聞くのだろうと首を傾かしげていると、七家さんはスンスンと鼻を手紙に近づけた。

「実は気になっていたのってね、だいぶ匂いは薄れているけど、ちょっと香水の匂いがしたんだよねー」

「なるほどっ！　じゃあその香水と同じ匂いの女子を探せばいいんだな？」

　これは大きな手掛かりだ。期限は明日までだが、なんなら延ばしても良い。

　しかし、俺が喜んでいると、七家さんは怪け訝げんな顔をして言った。

「うーん。でもこの香水って……」

　後に続いた言葉は余りに衝撃的で……。事実を知ってしまった俺は七家さんと別れ、陸斗の家へ。

　だが、陸斗には何も言えず、ただ手紙を返してそそくさと家に帰った。

　そして、その晩。寧々音を通して姫ちゃんにある条件を二つ追加してもう一度探してもらうことになった。

　一つは香水をつけている人。

　もう一つ。




《《女子に限定しないこと》》。




　そして、次の日の昼休みには寧々音から連絡が入り、予想通りの結果が報告された。

　確定ではないものの、ほぼほぼ黒であると姫ちゃんは言い、寧々音に至っては終始爆笑する始末。

　あぁ、陸斗。俺はこの事実をお前に伝えなければいけないのか？

　この悲しみに満ちた現実を。










　放課後。予定では今日がラブレターの主を探す最終日である。

　俺達は全員、再び屋上手前踊り場に集まり、結果を陸斗に伝えることになったわけだが、場は重苦しい空気を漂わせていた。

　唯一、何も知らない陸斗だけが能天気に姫ちゃんに話しかけて、軽く無視されている。

「陸斗。俺達の調査結果を言うぞ？」

「おう。まぁ、予想はついてるけどな。どうせ見つからなかったんだろ？　この間、何の成果もなかったのにそりゃ見つかるわけねぇよな。ま、気にすんな。あ、でもソフトは無しな」

　この何も知らない純じゆん真しん無む垢くな馬鹿。姫ちゃんなんてあまりの悲劇に顔を背けてしまった。

　と、思いきや、我慢していた笑いを堪こらえきれずに吹き出していただけだったようだ。不謹慎ですよ君。

「いや、差出人は見つかった」

「おい、マジかよ！　早く教えてくれ！」

「……いいんだな？」

「は？　何が？　もったいぶるなって。あぁ、もしかしてあんまり可愛かわいくなかったとかか？　それは残念だが元々そこまで期待してねぇよ」

　なるほど。期待……ね。

「覚悟があるんだな？」

「あるある。めちゃくちゃある。むしろある」

「わかった。俺はお前の友としてちゃんと話さなくちゃならない。寧々音、例のアレを」

「らじゃ」

　目配せすると、寧々音は頷き、ポケットの中から携帯を取り出した。

　そして、電源を入れ、あらかじめ用意されていた写真を陸斗に見せる。

　俺はその時の呆ほうけた陸斗の顔を生涯忘れないだろう。

「あー？　何のつもりだ？」

「『彼』がお前へラブレターを送った差出人だ」

　そこには少々……というかなかなかにガタイのいいスポーツマン然としたうちの高校の制服を着た男子が写っていた。隠し撮りをしたらしく、男子生徒は友人と楽しそうに話している。

「は？　あ、あぁ！　なるほどな。こりゃこいつらのイタズラだったのか。まぁ、そりゃそんな上う手まい話ねーわな。ははは……は、はは？」

「よく聞け？　彼は、多分、本気だ」

「噓うそだっ！」

　大声を上げて陸斗が取り乱す。可哀かわい想そうに。

　しかし俺は調査を請け負った者として最後まで話す義務がある。

「噓じゃない。恐らくお前も見覚えがあると思うが彼のプロフィールだ。姫ちゃんが調べてくれた」

　彼の名は男鹿智とも之ゆき。

　四人家族の次男で、中学三年間、ラグビー部に所属していたスポーツマンで、現在はうちのラグビー部で体験入部をしているとのこと。

　ただ、スポーツマンの顔とは別にアニメ……特にロボット系のアニメを好み、ロボオタの称号を持っている。

　そして、陸斗とは彼が中学三年だった時からの付き合いで、幅広く手を出していたオタである陸斗が何かと世話をしていた模様。

「彼に行き着いた決め手は二つ。一つはお前に送られたラブレターの匂いだ」

「匂、い？」

「あぁ、微かすかにだが香水の匂いがする。その匂いは……七家さんが気がついたんだけど、どうやら男性用の香水らしい。そして、彼は中学時代ラグビー部の朝練の後に必ず香水をつけているのが確認されている。残念ながら匂いの一致は確かめられなかったがな」

「確かめてないのか？　じゃあまだ分かんねぇだろ！」

　七家さんのおかげで分かった証拠。これだけでも十分に確証と言えただろう。

　しかし、もう一つ。

　まだ陸斗に現実だと知らしめる証拠がある。

「証拠は二つと言ったはずだ。それじゃあ、七家さん」

「う、ううん。いいのかな？」

「仕方ないよ。恋愛は、自由だ」

　そう。彼には彼の思いがある。だから結果どうなろうと陸斗にはしっかりと向き合ってもらいたかった。

　決して面白がってなど……ちょっとは思っているけど……男の娘こもありだなと思い始めた俺としてはそういうのも一つの愛の形なんだろうと思っている。

　まぁ、俺はお断りだけど。

　つまるところ、断るにしても誠意を持てよということだ。

　だから、最後の証拠を七家さんが出した。

「彼の字だ。丸っこい。とても可愛らしい字だ」

　顔に似合わずと言えば失礼になるかもしれないが、やっぱり顔に似合わない女の子っぽい可愛らしい字である。

　それを見て、もう否定しようがなくなったか、陸斗は膝をついた。

「そっか。あいつ……俺のことを……」

「陸斗。どうするかはお前が決めろ。俺はお前がどの選択をしても……味方だ」

「輝夜！」

「行ってこい！　彼は今ラグビー部の体験入部中だ！」

　陸斗の肩を叩たたくと、やつはいい笑顔で走り出した。

　だから俺も最高の笑顔で見送ってやったんだ。

　そして、皆も……。

「私、応援しますよ。同性愛って良いものです。ね？　寧々音！」

「ないです」

「そんなこと言わないでよ寧々音！　私はこんなにも寧々音のこと……」

「市姫。今、寧々に触れたら絶交」

「それは酷ひどいよ寧々音」

　しょぼん顔の姫ちゃんに、もう携帯で音ゲーを始めた寧々音。この二人はいつも通りとして……。

「輝夜君輝夜君！　後を追おう！」

「どうしてそんなに目がキラキラしてるの？」

「……偉人は言いました。ＢＬが嫌いな女子なんていないんだよ！」

　力説されましても。

　こっちはちょいと異常運転。

「っても、俺も元々そのつもりだったけどね！」

　どんな結果になっても面白いに決まっている。何故ってそれは陸斗だからとしか言いようがない。

　そして、俺達は陸斗の後を追いかけて……。




　あんなに熱のこもった男同士のハグは初めて見た。きっと……一生忘れない。










　陸斗のラブレター騒動は無事？　まぁ、約一名無事ではすまなかったが、解決に至った。

　しかし、一難去ってまた一難。騒動というのは次から次へとやってくるものだ。

「えっちしてみよう！」

「はぁ!?」

　平日の昼下がり、七家さん宅で放たれた唐突な言葉に、素っ頓狂な声を上げてしまった。

　今日は職員会議とかで学校が半ドンだった為ため、特訓をしようということになったのだ。

　急だったということもあり、とりあえず七家さんの部屋にやってきたはいいが。

「どうやら耳が悪くなったらしい。もう一度頼む」

　聞き間違いであってくれ。

「え、えっちをしてみよう……って、あう」

　聞き間違いじゃなかった……。

　しかも一回目は勢いだったからいいものを、二回も恥ずかしいことを言わされて、茹ゆで蛸だこみたいに顔を赤くし、声も小さくなってしまっている。

「とりあえず、詳しく」

　流石さすがに本当に行為に及ぶわけではないだろう。七家さんはそんなビッチじゃない。そう願いたい。

「あのね、この間の台詞せりふを模倣するっていう特訓があったでしょ？」

「うん」

「今度は実際に体を動かしてみようって思ったの。これは一人じゃできないし、どうかな？」

　どうかなって言われても。

「具体的にはどういう風にするの？」

　そこが知りたい。

「べ、ベッドで……その、絡んで……、ふ、服は着たままね！」

「お、おう」

　ベッドで絡むという時点で、もう妄想が広がって仕方ないんだが。

「それで、台詞とか、言ったり？」

「つまり、あんまり考えてないんだな」

「えっちな気持ちになれば、えっちな声はでる！」

「なかなか無理があるような」

　というか、えっちな気持ちじゃなくて、えっちなことをしないと自然には声はでないと思うんだけど……。

　それを伝えようとすると、七家さんは無言で立ち上がり、俺のことを引っ張った。

　意味が分からない。しかし、抵抗することなく七家さんに連れて行かれる。

「ま、待って七家さん！」

　目的の場所が分かって慌てて逃げようとするが、ドンと押されると簡単にベッドの上に転がされた。

　往生際悪く、さらに逃げようとすると、七家さんが俺の手首を摑つかんで自由を奪ってきた。

　さらに、腹の上に七家さんが乗っかり、完全にマウントを取られてしまう。軽いが、動くことは出来ない。

「輝夜君は手伝ってくれるんだよね？」

「それは、そうだが……」

「お願いします」

「うっ、分かった。俺はどうすればいい？」

　こうなっては仕方がない。なるようになることを祈り、七家さんの指示に従おう。

「まずは、私が下になるから、輝夜君は覆いかぶさるようにしてみて」

　いきなりそこからか。

　七家さんが俺の腹から退どき、そのままベッドの上に転がる。

　さっき俺を押さえた時にズレたのか、制服が若干乱れており、それが余計扇情的で、エロい。

「は、早く……」

　急せかされ、これは特訓なのだと心で念じながら、七家さんの両足の間に膝をつき、上から七家さんを見下ろす。

　うわっ、なんだこの視点。まるで、抱き枕カバーを見下ろしているみたいな。それより、興奮するが。

「な、なんだか、変な気分だ」

「う、うん。そうだね。それが狙ねらいなんだよ。よし、じゃあ、そのまま顔を近づけてきて……」

　ここで、ふと思い出す。これは、初めて主人公と朱あか里りが結ばれたシーンの再現だ。

　まずは、丁度、今の俺たちみたいな体勢から始まり、濃厚なキスをする。まぁ、それはシナリオはそうであるというだけで、実際は……まぁ、子供のおままごとで、キスするのに、チュッチュッと口にしているようなそんなレベルだったわけだが。

「はぁ……はぁ……」

　顔を近づけていくと、七家さんの息遣いが聞こえてくる。

　少し、乱れているのは、さっき俺を押し倒したからか。それとも……。

　心臓がバクバクと鳴りまくり、目を合わせるのも一苦労だ。そらしていいと言うなら今すぐにでも目を天井に向けたい。

　とうとう、その距離は互いの息がかかるほどになる。

「か、輝夜君……」

「七家、さん」

　やばい、空気にのまれている。

「もう……」

「だめ。もう少しでなにか分かりそうなの……」

　逃がさないと、俺の背中に手が回される。

　さらに心臓が早鐘を打ち、痛いくらいになる。

　時間が長く感じ、実質まだ一分も経たっていないのだろうが、もう数分間はこの体勢でいる気がする。

「はっ、か、輝夜君……輝夜……くん」

　するりと七家さんの足が俺の足に絡まり、スカートがはだけ、腿ももの辺りまで肌色が見えてしまう。

　そして、何故なぜか目を閉じる七家さん。

　このままじゃ、理性がもたねぇ！

「ごめん！　もう無理！」

　バッと七家さんを押おし退のけて起き上がる。




「ひゃうんっ！」




　──むにゅん




「あっ……んっ……」




　それはゲームでは聞くことの出来なかった、七家さんの喘あえぎ声だった。

　えっ？　どういうこと？

　視線を七家さんの顔から下に向けると……俺の両手がしっかりと七家さんの両胸を摑んでいた。

　大きいわけでも小さいわけでもない、程よいサイズのそれは、しっかりと俺の視線と手を釘くぎ付づけにし、思考を鈍らせる。

　や、柔らかい……なんだこれ……やべぇ……。

「あ……んっ……ふぁんっ」

　揉もみしだいているわけじゃない。単に触れていて、柔らかさへの歓喜なのか、これから自分はどうなってしまうのかという恐怖ゆえか、どちらにせよ手が震えてしまっている。

　それが、どうにも七家さんの胸へと刺激を与えているらしく、七家さんを喘がせているようだった。

「はぅん……も、もぅ……だ、だめ……」

[image: ]

　感じやすい質たちなのか、息も絶え絶えに、少し辛そうだ。

　早く放さないと！　そう思っているはずなのに、体が言うことを聞かない。

　もしや俺の本能が理性による脳への命令の働きを阻害しているのでは!?

「あ、んくぅ……はぁんっ！」

　震えが止まるどころか、大きくなり、もはやバイブ状態だ。

　七家さんは口元から唾液を流し、嬌きよう声せいを上げ続ける。

　このままじゃ、俺の理性も崩壊するっ！

　渾こん身しんの力を込めて、手を胸から引ひき剝はがす。すると、勢い余って、ベッドの下へと転がる。

　しかし、なんとか離れられたようで、安あん堵どした。

　そろりとベッドの上を覗のぞくと、未いまだ息を乱しまくった七家さんがベッドに横たわっている。

「七家……さん？」

「……輝夜君のえっち」

「うぐっ」

　本当にごめんなさい。




　今回の特訓。完全に失敗ということだった。

　起き上がった七家さんは俺の顔を見ないようにして、自分の胸を隠しながら。

「きょ、今日のことはなかったことに……」

　と言った。

　それは、むしろ俺の方がありがたいので、何度も縦に首を振って、同意した。

「でも、喘ぎ声出せていたけど……？」

「……頭が真っ白になってたからあんまり覚えてないよ」

「そ、そう」

　俺は逆に、手に残った柔らかい感触が取れなくて、めちゃくちゃ困ってるんだけど……。

　当分は俺を悩ますだろう。
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「ねーちゃん、ごはんー」

　そんな声が、玄関が開く音と共に聞こえてくるのは何も今日だけのことではない。

　特に峰みねヶが浦うら高校の給料日前はほぼ絶対と言っていい程この声が我が家にやってくる。

　もう二十代も後半へと突入している大人の女性がヘロヘロになって姉と義兄、そして甥おいと姪めいがいる一家へと転がり込んで来るのだ。

「お姉ちゃんはごはんじゃありません」

　そしてプクーと頰ほおを膨らませながらキッチンに立つのがうちの母親である。自分の年齢をしっかりと把握して、年相応の態度を示してほしいものだ。

「もー、雫しずくちゃん来るならちゃんと連絡してって言ってるでしょー」

「えー、めんどい」

　これが俺の担任で叔母、足あ立だち雫、独身である。行き遅れと言うにはまだ若いが、このままいけばきっと行き遅れるだろう。何故ならこの歳としになっても未だ彼氏どころか男友達さえいない。

　かつて高校時代にいたことがあるらしいが、それもいきなりキスしようとしてきたから蹴り倒して逃げたという伝説を作って終わっただけというのだからなんとも救い難がたいとしか言いようがあるまいて。

「寧ね々ね音ねー。学校はどう？　ちゃんと勉強ついていけてる？　あんたの担任の原はら田だ先生が逢おう坂さかさんはちょっと摑つかみ所がない子ねーってボヤいてたわよ」

「あっそう。雫ちゃん。煙草たばこ臭くさい、しっしっ」

「噓うそっ、ちゃんと家入る前消臭したわよ!?　ねーちゃんうるさいし」

　ソファで携帯を弄いじっていた寧々音に絡みに行くも煙草臭いと言われて、焦って自分の服に顔を寄せて確認する。

　ヘビースモーカーというわけではないけど、月に二箱程度は吸うらしく、うちの母親と寧々音は煙草嫌いなのでこのやりとりもまぁ、いつものことだ。

　そして、寧々音に相手にされなかったので、次の標的として対面のソファに座っていた俺の膝の上に飛び込んできた。

　何故飛び込んだアンタ。

「輝かぐ夜や。ゲームしましょうゲーム」

「別にいいけど雫姉ちゃん弱いし。手加減しないぜ」

　家での俺の足立先生の呼び方は雫姉ちゃん。

　本来なら雫叔母さんとでも呼べばいいのだろうが、これには深い理由がある。

　かつて、俺が母さんのことを寧々音や親おや父じと同じくママンと呼んでいた時代。俺は母親がママンならば、叔母さんはオバンなのでは？　という安直な考えで、幼いながらに初めて本気の殺意というものに触れたのだった。

　それからというもの、この人のことは雫姉ちゃんと呼んでいるし、向こうもそれで満足している。

「今日こそ目に物見せてやるわ。ほら、大乱するわよ大乱」

　うちは大体のゲーム機は俺の部屋にあるが、家族で遊べる機体だけリビングに置く習慣がある。

「寧々音もやるわよね？」

「ふっ、寧々音を参戦させたこと、後悔するがよい」

　なんだかんだで付き合う寧々音。まぁ、学校じゃ隠しているけど、昔からの付き合いでもあり、本当に姉のような存在である雫姉ちゃんとは仲がいいのだ。実際血縁だしね。

　そして始まった某有名キャラ達による大乱闘は先に死んだ雫姉ちゃんを置いて俺と寧々音のタイマンとなるいつもの光景。

　戦績的に寧々音に負け越しているのでそろそろ勝ち星が欲しいと思った俺は本気で勝ちに行く。

　そして俺優勢になりつつあったその時、観戦していた雫姉ちゃんの一言で俺は場外にぶっ飛ばされることになった。

「そういえば、輝夜と七しち家いえ茉まつ莉りってどんな関係？　付き合ってんの？」

「ぶふぉ」

「あ、飛ばされた」

　特大の爆弾を投げつけといて、ゲーム画面の実況をする雫姉ちゃんに詰め寄る。

「な、な、な、なんで!?」

「ん？　いや、アンタらたまに授業中にお互いのこと見てるでしょ。私、前に立ってるから分かるし。そもそも、最近よく一緒にいることが多いって噂うわさになってるわよ」

「噂に……？」

「普段つるんでるの見ても何の接点かも分からないし。めんどいから本人に聞こうかと思ってね」

「接点ってクラスメイトだし……」

「あんたらの付き合いはクラスメイトの距離じゃないわよ。恋人……は違うにしても友達よりも近い……分かった！　やらしい関係ね！」

「何言ってんの!?　アンタそれでも教師か」

「これでも教師よえへん」

　誰かこいつから教員免許剝奪しろ。

「まぁ、なんでもいいけど迷惑かけないでよね」

「かけねぇよ……」

「そうだ甥おいっ子こ」

「なんだおば……雫お姉さま」

　なに今の殺気！　教師が醸し出していいもんじゃねえ。あんた一流のヒットマンかなにかか!?

　雫姉ちゃんはモソモソと服の中を探り出し、胸の谷間から小さめの封筒を出した。って、どこに何をしまってんだアンタ。

「可愛かわいい甥っ子の青春を応援するためにこれを授けてしんぜよう」

　人差し指と中指で封筒を挟んで渡してくる。

「なにこれ……？」

「レジャー施設のペアチケット」

「え？　くれんの？」

「それ、年末にあった忘年会のビンゴゲームでもらったのよね。でも行く時間なんてないし。お独り様で行くにはちょっときついしで。んで、そろそろ期限がやばいからあげる」

　悲しい理由で、そのへんのドラマより泣けてくるね。

「んじゃ、寧々音、行くか？」

「やだよ。お外に出たくないでござる」

　おいぃぃ！　断られたらどうしようもないんですけど。陸りく斗とと二人でとか絶対嫌だぞ。

「何言ってるの。誘う相手を間違っているでしょ？」

「はい？」

「七家を誘うのよ」

「はぁ!?　無理無理無理無理！」

「当たって砕け散れ青少年！」

　それ、応援じゃなくて仲間増やす気満々だよな。性格悪いなぁ。

「寧々も骨は拾うぞ」

　なむなむと縁起悪く手を合わせる寧々音。

　そもそも誘うにしても理由が……。

　いやあった。これは俺の私欲の為ためではなく、七家さんの為に使わせてもらおう。










　七家さんと特訓について話そうと意気込んで登校すると、偶然にも校門で、その後ろ姿を捉えた。

「七家さん！」

「ほえ？　あ、輝夜君……じゃなかった。逢坂君。おはよー」

　その言い直しは遅い気がします。

「うん、おはよう。七家さん、今時間ある？」

「ＨＲが始まるまでなら大丈夫だけど……？　なにかあったの？」

「とりあえず、中庭に……」

　ここじゃ人目が多すぎる。

　すると、七家さんは突然顔を赤く染めた。それどころか、動きがぎこちない。

「中庭!?」

「どうしたの？」

「輝夜君……それはどういう意図あっての発言なのかな」

　だから名前呼びになってますって。

　どういう意図あっての発言って、どういうことだろう。単に周りの視線が気になるだけだが。

「おっと、そんなことより、時間あまりないし、早く行こう」

「……はい」

　従順な犬みたいに後ろをついてくる。本当にどうしたというのだろう。

　中庭の桜は散ってしまい、その真下はピンクの絨じゆう毯たんと化していた。

　そう言えば、始業式の日に七家さんがここで告白されていたんだっけか。

　とりあえず、自販機横のベンチに腰掛け、その隣に七家さんが、ちょこんと座る。

「あの、木の下には行かないの……かな？」

「えっ？　なんで行く必要が？」

「ん？」

　目を点にさせる七家さん。別に告白するわけでもないのにどうして木の下に行かないといけないんだろう？

「……輝夜君。私に用事って？」

「あ、うん。特訓のことについてなんだけど……」

　そう言うと、突然、力が抜けたように七家さんがうなだれた。

「あぅぅぅぅ」

「どうしたの？」

「なんでもないですぅー」

　口をすぼめて文句ありげだ。俺なにかしたのだろうか？

　したのであれば正直に言ってほしい。ちゃんと謝るから。

「それで、どんな特訓を思いついてくれたのかな？」

　怒っているのか少し棘とげのある言い方だけど、聞かれたのであれば答えるしかない。

「やっぱり演技ってなりきることだと思うんだ」

「ふんふん。そうだね。どれだけ役になりきれるかは重要だよ」

「だからさ。別のキャラの模倣じゃなくて、朱あか里りになりきるんだ！」

「なるほど！　……ん？　具体的には……？　もしかして……輝夜君とえっちなこと……するの!?」

「違う違う！」

　いきなり何を言い出すんだ！　誰かに聞かれてないよな？　よし、誰もいない。

　雫姉ちゃんに貰もらったレジャー施設のペアチケットを出す。

「違うよ。俺じゃ役に不釣り合いかもしれないけど、俺とここで一いち恋こいのイベントを再現しないか？　前はエロシーンの再現だったけど、あれはまだ俺たちにはハードルが高すぎたからさ」

「そ、そうだね」

　思い出してか赤面する。

「ここ、遊園地みたいになってるらしいから、一恋の朱里とのイベントが再現できると思わないか？」

　一恋の朱里ルートに遊園地デートというイベントが発生する。そこで告白し、そしてその日に心身共に結ばれることになるわけだ。

　その時、何度か準エロとでも言うべきいわゆるハプニングシーンがあるわけだが、その時の声も残念ながらそそるものではなかった。

「それいい！　とってもいいよ輝夜君！」

　ぎゅっと手を握られて賛同の言葉をもらえた。そんなに喜ばれるとこちらとしても照れるものだ。

「朱里になりきることで、朱里と同じ気持ちになれば……演技力に磨きがかかる！　かもしれない！」

　かもしれないってのは、まぁ、仕方ないけど。でも、なにかの取っ掛かりにでもなればいい。

　あとは、雫姉ちゃんからのチケットが無駄にならなくて済む。

「いつ行くの？」

「えーと、期限が近いらしくて……あ、やばい今週の日曜までだこれ。七家さんの予定は大丈夫？」

「うーん。日曜日なら空いてる！」

　七家さんが鞄かばんから手帳を出し、確認すると、どうやらなんとかなりそうだ。

　俺は元より予定なんてない。

「じゃあ、日曜日に駅前集合でいいか？」

「うん。楽しみにしているね」

　楽しみに……か。

　特訓であって遊びではない。けど、俺も楽しみだ。




　昼飯のパンをモサモサ食っていると、ニヤニヤ顔の陸斗がやって来た。

「なんだ、馬鹿面引っさげて。あ、いつものことか。すまんな」

「テメェ……。いや、それどころじゃない。聞いたぞ噂うわさ」

「噂ってなんの」

「朝、お前が七家さんを連れて中庭に行ったって後輩が言ってたんだよ」

　ギクリとする。誰にも見られていないと思っていたが、見られていたのか。

　壁に耳あり、障子に目あり、隠しごとは難しい。

「んで、告白したのか？　最近、お前ら一緒にいることが多いし、互いに気はあるんだろう？　付き合うことになったのなら、ちゃんと報告しろよな」

「なわけねぇだろ」

「振られたか！　ぶふぉ。今日は飲み明かそうぜ」

　口に手を当てて、吹き出す陸斗。違うけど、腹が立つ。

　あと、お前も俺も未成年だ。

「違ちげぇよ。ちょっと話しただけだから」

「本当か？」

「俺が女の子と付き合う……いや、付き合えるように見えるか？」

　自慢じゃないけど、生まれてこの方、三次元と付き合ったことは一度もない。二次元なら数えきれないくらいあるけどな。

「おう、見える見える。めちゃくちゃ見える。俺は三次元には興味ないですーって顔で、彼女が欲しいって言ってる友人キャラより先に彼女を作るエロゲの主人公くらい見える」

「めちゃくちゃ見えてんじゃん！」

「もっと言えば、彼女はただの幼おさな馴な染じみだからって言ってたくせに、ほんのちょっとのきっかけでしっぽりとヤっちゃう主人公くらい見える」

「具体的すぎて不愉快だコノヤロウ」

　エロゲの主人公あるあると俺を合わせるな。

「とにかく、彼女なんて俺には無理だっての」

「んだよ。面白くねーな。ま、この俺に彼女がいないのに、輝夜なんかに出来るわけがねーか」

　別にいらない。けど、イラッとくるなぁ。

　ってか、彼女じゃなくて彼氏なら出来かけただろうが。それで満足してろ。

　……噂。まぁ、陸斗の後輩が見ていただけならそんなに大きな噂にはならないだろう。










「だーれだ？」

　先日と同じく、目の前が暗くなり、柔らかい手によって視界を奪われた。

　だが、声は朱里ではなく、七家さんのものであり、どう答えたものかと悩む。

「七家さん？」

「ぶー。ちがいまーす」

　間違えたようで視界は晴れることはなかった。

　では、朱里……？　いや、朱里の声は間違えようもない。

「かーぐーやーくん。ふぅ」

　耳元で名前を呼ばれ、あまつさえ耳に息を吹き込まれる。

　なんなのこの地獄っ！

　恥ずかしいうえに、気持ちいいとか意味不明。

「だーれだ？」

「茉莉！」

「正解」

　パッと手が離れて明るくなる。振り返ると、茉莉が手を後ろに組んで、和むような笑みを浮かべていた。

「早く慣れるんだよ？」

　それはとても難しいんだ。

「それで、どうかな？」

「どう、とは？」

「むぅ。ほら、なにか気がつかないかなぁ」

　くるりと回って、白いワンピースの裾がひらりとひるがえる。足が見えて、ちょいとエロい。

　しかし、分かった。

「朱里だ……」

　ゲーム内では夏だった為ために朱里は白いワンピースに麦わら帽子という格好で主人公とのデートに赴いた。

　それを再現してみせてくれたのだ。

「麦わら帽子はなかったんだけどねー。似合ってるかな？」

「似合ってる！　めちゃくちゃ、その、上う手まく言えないけど……ありがとうございます」

　声優のコスプレとか有り難すぎる。拝んどこ。

「さて、輝夜君。ここからは私は茉莉であって茉莉じゃありません」

「ん？」

「今から私は朱里なのです。輝夜君の幼馴染みなんだからね」

　幼馴染み……！

　古今東西、ギャルゲの多くに存在する幼馴染み。ゲームをしていたら誰しも抱くであろう、こんな幼馴染みがいればという願望。それが一時的にとは言え叶かなうという。

　しかも、こんな可愛かわいい女の子が俺の幼馴染みなんて……。

「別に呼び方までは変えなくていいけど、輝夜君も主人公らしく、私をしっかりエスコートしてね？」

　一恋の主人公は、学校の問題児でありながら、女の子には絶対に優しくするという信念と、その行動力が持ち味の俺とは似ても似つかない、格好良いやつだ。

　それを思うと、申し訳ないと思ってしまう。でも、俺が言い出したんだから責任はとらないといけない。

「精一杯頑張るよ」

「うん。では、スタート！」




　電車に乗って三十分。遊園地や温水プールなどの様々な遊び場が完備された子供から大人まで楽しめると評判のレジャー施設にやって来た。

　入場するや、人の多さに内心げんなりするが、これもまたゲームと同じ。

　一つ違うとすれば、客の視線が七家さんに集まり過ぎていることか。

　特に男性客は、隣に女性をはべらせている人でも、七家さんに目が行くようで、お約束よろしく、相手に怒られている。彼らにとっては災厄なのかもしれない。

　それじゃあ、さっそくロールプレイをしていくことにしよう。

　ここで主人公は朱里に対してある行動をとる。一応、選択肢ではあるのだけど、正直これは一択と言っても過言ではない。

　チラリと七家さんを盗み見ると、彼女もまたソワソワしていた。多分、俺が行動を起こすのを待っているんだろう。

　男を見せろ輝夜。

「人が多いなー。離れないように手を繫つなごうか？」

　大根役者もいいところの緊張気味の台詞せりふを言い、茉莉に手を伸ばす。

「うんっ！　お願いします」

　朱里の声で、返事が返ってきて、俺の手を取る。握られた手が動き、俺の指に絡められて──ちょ、ちょっと待て、想像以上に恥ずかしいぞこれ。てか女の子の手ってこんなに柔らかいの!?　しかもすごくこそばゆいんだけど！　まだ春なのに真夏かと思うくらい、顔が熱い。

「そ、それじゃあ、まずはどこに行く？」

　もうさっそく俺の仮面がはがれかける。こんな感じで一日遊ぶとか無理だろう。

　それに、手汗とか色々気になって、心配してしまう。

　えっと……最初はどこに向かうんだっけな？

　さっきまで覚えていたのに、恋人繫ぎなんてするからド忘れしてしまったじゃないか。

　仕方がないので、設置された園内マップを見て──思い出してしまった。

「あの……これはイベントであったことは全部再現しないとだめ？」

「全部とは言わないけど……なるべく頑張ろう！」

　つまり……。

「じゃ、じゃあ、最初は……ジェットコースターに……乗ろうか……」

「おー！」

　最悪だ。ジェットコースターは昔から苦手で、小学生の頃、毎回降りる時に泣いていたのを今でも覚えている。

　なぜジェットコースターなんて危険な乗り物に乗らなければならない。

　いや、あれは乗り物を名乗ることもおこがましい。やつは拷問器具だ。

　だけど、ゲームでは、最初にジェットコースターに乗ることになっている。

　列に並ぶこと十分。どんどん近づく拷問タイムに顔色が悪くなっていく。

「輝夜君……大丈夫？」

「大丈夫だ……問題ない……！」

「それ、大丈夫じゃないやつだよ」

　強がっていると、とうとう俺達の順番が回ってきた。

　しかも運悪く、最前列という一番避けたい場所をあてがわれる。無言でスタッフに向かってＳＯＳを発信するも伝わらず、笑顔で返されてしまった。

　スタッフの合図と共にカタカタと頼りない音を鳴らしてゴンドラが動き出し、さっそく急斜面を上り始め……やがて線路の先が見えないところまで着いてしまう。

「もぅ……無理……」

　意識を手放そうかと思うと、手がぎゅっと握られた。
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　隣を見ると七家さんが笑って……

「大丈夫っ！」

　根拠のない言葉だ。思えば、それはゲームのシナリオ通りなのだけれど、少しだけ心強い言葉に聞こえた。

　しかし、少しは少しであり、根本的にはなにも解決しているはずもなく。

「きゃぁぁぁぁー！」

「ぎぃゃぁぁぁぁー！」

　七家さんは楽しそうに叫ぶ。その隣で俺は本気で叫び、恐怖で頭を真っ白にしていた。

「無理だって、死ぬって、うわぁぁぁぁ」

　ガシッと何かにしがみつく。

　柔らかい何かだ。それに顔をうずめて、現実逃避する。

「か、輝夜君!?　んっ……そこ、だめ」

「た、助けて……」

　なんかエロい声が耳に届いた気がするが、それどころではない。ジェットコースターは勢いよく急なカーブを曲がり、さらに顔をこすりつけた。

「ひゃうん！　これは演技……これは演技……んんっ」




「はっ！　俺は何を……？」

　気がついたらベンチに座って呆ほうけていた。急降下の辺りから記憶が曖昧だけど、思い出さない方が幸せに違いない。微妙にもったいない気がするのはどうしてだろう。

「はい、輝夜君」

「えっ、あ、ごめん。ありがとう」

　飲み物を買って戻ってきた七家さんが隣に座り、缶ジュースをくれた。

「どういたしまして。それよりも迫真の演技だったね。主人公より叫んでたよ」

　一恋の主人公は高所恐怖症で、ジェットコースターが苦手だった。俺は高所恐怖症ではなく、単にあれが嫌いなだけなのだけれど、どうやら七家さんは俺の演技だと勘違いしてくれたらしい。

　ホッとしていると、彼女から疑いの眼まな差ざしを向けられる。なぜか、両腕で胸をかばって。

「あれは、本当に演技なんだよね？」

「ホントウダヨ」

　今更、まじでビビッていたとは言い出しづらい。

「じゃあ、信じるけど。あんまり、えっち過ぎるのはまだ私にはハードルが高いというか。うーん、でもそれじゃあ、特訓にならないし……」

　えっち過ぎるとか、ハードルとか、何の話だろう。ジェットコースターが怖いってことはバレてない？

「もう次行こう。じゃあ、次のイベントは……あっ……」

　なにかを思い出して、わかりやすく冷や汗をかき始める七家さん。ゲームで次のシーンといえば……。

　なるほど。お化け屋敷だ。

　しかも、このイベント、朱里ルートの中でも重要なポイントとなっていたりする。

　ジェットコースターでビビりまくる主人公を、自分がいつまでも守ってあげないといけないと思っていた朱里が、お化け屋敷で自分を守ってくれる主人公に男らしさを感じる。そんなイベントなのだ。

「よ、よ、よし。行こう輝夜君！」

「いや、声が震えてるって。大丈夫か？」

「頑張る！」

　頑張るって……。頑張ってどうにかなるもんなのか。

「頑張るから、輝夜君が守ってね」

　ぎゅっと手を握られた。それはシナリオとは関係ない台詞ではあったが、七家さんらしい可愛さを感じてしまう。

「お、おう。俺はお化け屋敷は平気だから。ジェットコースターほど怖く……なんでもない」




「輝夜君、放さないでね！　絶対に放さないでね！　絶対だよ！　絶対の絶対だよ！」

　そうも絶対を繰り返されるとフリなのかと思ってしまいそうだ。

　手を握ったまま入ったお化け屋敷で、まだお化けも出ていない段階から泣きそうになっている七家さん。

　本当にお化けが嫌いみたいで、繫つないだ手から七家さんの震えが伝わってくる。それでも入ると言ったその役者根性は、すごいと思う。

　病院を舞台にしたお化け屋敷は、決められたルートになぞって出口を目指すタイプで、歩いていれば勝手に出られるのだけれど、これが長い。一階から三階まで向かい、そこから降りて地下に向かって、あとは、出口まですぐ……らしいけど、長すぎて歩き疲れそうだ。

「かかかかか輝夜君！　あれは！　なんでしょうか！」

　薄暗い廊下の向こうになにかを見つけた七家さんが指を差す。なんかもう、喋しやべり方かたもおかしくなっている。

　目を凝らしてみると、それは車椅子に乗った老人であった。

「あー、多分最初の難関」

　狭い廊下を塞ぐ車椅子の老人。横を通るにしても一人ずつじゃないと無理だ。

　近づくと、さらにはっきりと見えた。

　老婆が車椅子に乗り、顔を下に向けて、ピクリとも動かないでいる。正直スタッフだと分かっていても、恐怖を搔かき立てる雰囲気をしっかりと醸し出していた。

「これは流石さすがに一人ずつしか通れないな」

「ひぅっ。嫌です！　離れない！」

　ぎゅぅぅっと腕を絡められ、俺の腕に柔らかいのが当てられる。やばいくらい柔らかい。頭が真っ白になりそう……。

　仕方が無いので、壁に背中を預けながら横向きに車椅子の横を通る。

　俺が先導する形で、ちょうど車椅子を通り過ぎた頃、突然老婆が動き、
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　と、七家さんに向かって手を伸ばした。

「ひゃぁぁぁぁぁ！」

　驚く彼女をグッと引き寄せ、老婆から助け出す。その七家さんは勢い余って俺の胸に抱かれる形になってしまうが、事故なので許して欲しい。

「うぅぅ……怖いよぉ……」

　胸の中でメソメソしだした七家さんをどう慰めてあげるべきか困っていると、老婆がこっそりと緊急出口の方を目線で教えてくれた。

　なんと優しいお化けなんだろうか。

「七家さん。外に出られるみたいだけど、どうする？」

　提案すると、胸に顔を押し当てたまま、フルフルと首を横に振る。

　この頑張り屋さんめ！　くそっ、可愛かわいいと思っちゃうだろうが。

「じゃあ、進もうか」

「うん……」

　再び手を繫ぎなおして先に進む道を選んだ。階段を上り、一気に三階へ向かうと、また廊下が続き、その左右には病室に見立てた個室がいくつもある。黒く塗りつぶされたネームプレートなんか、すごい不気味だ。

　あれは、個室からお化けが飛び出してくるタイプか？

　うーむ。第二の難関だ。

　七家さんは俺の手を両手で握りしめて、目も瞑つぶっている。このまま目を瞑ってもらったままさっさと突破してしまおう。

　直線の廊下。距離にして五十メートル程度。走るわけにもいかず、長く感じる。

「七家さん。俺が引っ張るから目を瞑ったままでいいよ」

　コクコクと頷うなずいたのを確かめ、前へ進み始めた。

　廊下の半分を過ぎた辺りで、進行方向の先にある病室からピロリロピロリーンと、突然ナースコールが流れた。聞いたことのあるその曲名は、確か、『エリーゼのために』。普段はなんとも思わない曲であっても、こんな場所で聞こえてくると、恐怖を搔き立てるスパイスにしっかりなっている。

　ビクリと肩を跳ねさせて立ち止まった七家さんを近くに寄せて、音の鳴る病室を睨にらむ。

　すると、軽快に鳴っていた曲は壊れたラジオのように雑音が混ざり始め、ブツリという音と共に消えた。

　瞬間、階段近くの背後の扉がバンッと大きな音を立てて開く。

　そこから出てきたのは包帯で顔をぐるぐるに巻いたナース服のお化けで、流石の俺も顔が引ひき攣つる。

「はぅぁぅぁぅぁぅ……あぅ……」

　目を瞑っていろと言ったのにしっかりと振り返ってお化けナースを見てしまった七家さんはその場にへたりこんでしまった。

　どうやら腰が抜けたらしい。

「……ほら、背中に乗って」

　そう言ってしゃがむ。

「でも……」

「早くしないと、後ろからナースが来てるよ」

　決して早くはないが奇っ怪な動きでゆっくりと近づいてくる。あれは気持ち悪いし、怖い。

　それを見て、七家さんは慌てて俺の首に手を回して体を預けた。

「あわわわっ、輝夜君！　お願いします！」

「了解」

　足に力を入れて七家さんを背負う。思っていたよりは軽く、なんとか廊下の先にある階段まで逃げることができた。

　幽霊もここまでは追いかけて来ないようなので、七家さんを下ろす。

「ごめんね……演技もできてないし、迷惑かけちゃってるし……」

「そんなのはいいよ。それより、大丈夫？」

「うん。……ごめん、やっぱり大丈夫じゃないです」

　まぁ、それはそうだろうな。さて、どうしたものか……。

　その時、後ろで誰かの気配がした。

　振り向くと、先程のナースのお化けが……

「はぅぅ……」

　とうとう気絶してしまった七家さんを慌てて受け止める。

「あのぉ……スタッフ用の通路から外に出られますが、どうしましょう？」

　気まずそうに言うナースお化けと、気絶した七家さんを交互に見て。

「すいません。お願いします」

　これ以外の選択肢はなかった。




　七家さんが目を覚ましたのは、それから三十分後のことだった。

「んん……ん……ほえ？」

　俺の膝の上で目をパチリと開いた七家さんと視線を合わせ、安あん堵どから笑みがこぼれた。

　当の彼女は状況が摑つかめていないようで、まだパチパチと目をしばたたかせている。

「おはよう七家さん」

「輝夜君……？」

「うん。起きて最初に目に入ったのが俺で悪いね」

「そんなっ。とんでもないよ。むしろ安心……じゃなくてっ！　お化け屋敷は……？」

「スタッフさんが外に出してくれた」

「そっか……ごめんね」

　申し訳ないと目を伏せる。そんな顔してほしくはない。

　しかし、俺には女の子の慰め方なんて分かるわけなく、唯一知っている方法……小さかった寧々音にしていたように、頭を撫なでた。

「輝夜君……」

「俺こそごめん。俺が引っ張るからとか言って……頼りないよな」

「そんなことない！」

　バッと体を起こし、七家さんの顔が目の前に近づく。

「朱里の気持ちが分かったもの。背負ってくれた時、とっても嬉しかった。背中……意外に大きいんだなぁって……」

　…………なんだこの恥ずかしい感じ！

　褒められ慣れてないせいか、顔が熱くて仕方がない。それに七家さんの顔を真まっ直すぐに見られず、ふいっとそっぽを向いてしまった。

「あははっ、なに言ってるんだろうね私。さて、三十分も無駄にしちゃった。どんどんゲームと同じルートを回ろう！」

「お、おう。でも気絶したばっかりだし、あんまり無理したら……」

「うん。無理はしない。輝夜君にこれ以上迷惑かけられないし。でも、もうお化け屋敷には入らないから大丈夫です」

　立ち上がり、ピシッと可愛らしく敬礼をする。

　うーん、心配だ。




「あははっ、あはっ、もうおかしいよ輝夜君っ！　口に砂糖ついてるって」

　施設内で目一杯遊び、空も少しずつ赤く染まってきた。

　途中、シナリオとは関係ないこともしたりと、完全に満喫していたりもするのだが、それでも順調にイベントはこなし、残るイベントも一つとなった。

　つまり、告白イベントである。

　砂糖が大量にまぶされたチュロスを食べ終え、最後の舞台となる場を指差す。

「えっと、アレ乗らないか？」

　主人公の台詞せりふと一緒だ。

　それに対し、七家さんもまた朱里と同じく頷いた。




　日が沈み、ライトアップされ始める施設内は昼間とはまた違った顔を見せて、どことなくロマンチックな雰囲気を出す。

　それを高みから見るのは、定番とは言え、なかなか良いものだ。

　観覧車。遊園地の締めを飾るには最高の舞台で、ゲーム、アニメ、ドラマ、あらゆる告白イベントで活用され、リアルで告白する者も大勢いるだろう。

　それだけこの密室は特別な空間と言える。

　主人公はここで朱里へと告白し、結ばれることになった。

　どこまで再現するかは決めていないが、おそらくこのシーンでラストだろう。告白して、終わり。もしかしたら、キスのフリくらいはするかもしれない。

　一度、小さく深呼吸をする。

　よし、大丈夫。簡単だ。ちょっと主人公の台詞を言うだけであって、それでテンパる要素はない。

「す、好きだ！　こんな俺だけど、今までみたいにずっと手を握って一緒にいてほちぃ！」

　嚙かんだぁぁぁぁぁ！　一番大切な台詞で嚙んでしまった。ほちぃって！

　しかし、そこはプロ。七家さんは俺のミスなどお構いなしに続ける。

「嬉しい……。私も好きです。ううん。あなたのことを心の底から愛しています」

　向かいに座っていた七家さんが体ごと近づいてきて、首に手を回される。

　キスのフリだよな？　本当にはしないはず。

　それだけ七家さんの演技には熱が入っていた。顔は息がかかるほどに近く、体もほとんど密着していて、外から見たら間違いなくキスしていると思われるに違いない。

　しているフリだけのはずなのに、頭と下半身に血が集まっている気がする。このままじゃ……やつが勃たち上がる。それは色々とヤバい。

「七家さん。そろそろ……」

　気恥ずかしさと、下半身の我慢の限界を感じ、キス寸前の体勢で止まっていた七家さんに話しかける。

「あわわっ、ごめんなさい。ちょっと雰囲気に吞のまれちゃ──」

　──ガコン

　いきなり、ゴンドラが大きく揺れ、七家さんがバランスを崩す。

　一瞬のことでろくな反応が出来ずに、離れかけていたお互いの顔の距離が急速に縮まっていく。反射的に手で受け止めようとするが、遅い。

　目の前にあるのは大きく見開かれた七家さんの瞳。

　頰ほおに触れたのは、柔らかく、少し湿った彼女の唇。

　そして最悪なのが、咄とつ嗟さにでた手が七家さんの胸をなかなかしっかり摑んでいたこと。

「やんっ」

「──!?」

　二人とも無言でバッと離れる。

　一瞬、ゴンドラ内を静寂が包み、それから我に返る。

「ごめん……」

「ここ、こちら、こそ」

　焦って離れた俺たちは顔を合わせることが出来ずに、俯うつむく。数秒、沈黙が続き、やっとのことで何が起きたのか考えられるくらいには落ち着きを取り戻し始めた。しかし、まだ顔は熱い。

「お、驚いたね……観覧車……止まった？」

「そ、そうみたい」

　丁度、アナウンスが流れた。

『現在、電気トラブルの為ため、観覧車を一時停止しています。復旧まで今しばらくお待ちください』

「電気トラブルだって。タイミング悪いな！」

　恥ずかしさを紛らわすために怒ってみせる。

「すぐに直るのかな？」

「た、多分」

　聞かれても困る。

　また沈黙が戻ってきてしまい、気まずい。

「今のは、事故だからね」

「あ、うん。頰にキスくらいステイツじゃ挨拶だ」

　ここはステイツでもなければ、頰にキスが挨拶なわけがないのは百も承知だが、気が動転していて適当な言葉を返すしかできなかった。

「でも、どうしてすぐに顔を離さなかったんだ？」

　責めているわけじゃないが、キスのフリも随分長かったように思う。

「色々、考えていたの。朱里の気持ちとか……あとね、輝夜君のまつ毛意外に長いな……とか」

「お、おう。そうなのか」

　俺ってまつ毛長いのか。自分のことだから分からん。

「それで、ここで本当にキスしちゃったらどうなるのかなって……」

「キス、しちゃったな。頰だけど」

「あれは事故だからね。でも、すごいドキドキしてるの。胸が爆発しそう」

　それは俺も同じ思いだった。

　さっきから鼓動がうるさい。ほんの少しずれていたら唇に触れていた。

「朱里はもっとドキドキしたのかな……そんなの私、耐えられるかな」

「俺は無理っぽい。今のでライフがごっそり削られた感じ」

　赤ゲージもいいところ。あと一撃で終わる。

「あははっ、でも、エロゲ的にはおいしいよね」

「あー、そうだな。王道ともいえるラッキースケベ。ビンタされるかと思った」

「今からした方がいい？」

「ご遠慮します。いや、された方がいいのかな」

　それくらいされないとつり合いがとれてない。

「ふふっ。このラッキースケベは今日のお礼に許してあげます」

「女神か」

「普段は許さないけどね！　事故だけど、キスもお礼になるかな？」

　そりゃもう。お礼なんてレベルじゃない。

　ふと、頰に触れた感触を思い出して、同じところを手で触ってみる。ゲームじゃ絶対に味わえない柔らかさ。

「わぁっ、輝夜君、輝夜君！　外外！　すごい綺き麗れいだねー」

　窓の外を眺めながら手招きして呼ぶ声に思考を中断する。

「このあと、二人は結ばれるんだね……」

「お、おぉ。そうだな。このあと、例のシーンになる」

　都合良く両親が旅行中の主人公の家で結ばれ……まぁ、あのとんでも喘あえぎ声を聞かされることになるのだ。

「その節は、ご迷惑おかけしました」

「いえいえ、それでも最高のヒロインでした」

「それはシナリオさんや絵師さん、他のスタッフさんのおかげだねぇ」

「それもあるだろうけど……全部合わせての朱里に惹ひかれたんだ」

　嫁が年に数人は確実に増えていく俺だが、あの日も嫁に出会ったって思ったものだ。

「お世辞でも嬉うれしいよ。もっと頑張らないとね」

「お世辞じゃないって。俺は好きなものに関しては噓うそはつかない。だから、七家さんがエロボイスが出来るようになるんだったら、なんだって手伝うよ」

　再度、誓う。

　同時にアナウンスが流れた。

『ご協力、ありがとうございました。観覧車が動きます。お気をつけください』

　観覧車がゆっくりと動き出す。

「そういえばね。ちょっと分かったかもしれないんだよね」

「なにが？」

「えっちな声。輝夜君のおかげでね」

「俺の？」

「一回目のラッキースケベの時にね」

「一回目ってなに!?」

　俺、他にもなにかやらかしてたのか？　さっぱり覚えてない。

「あ、でも、私もビックリしちゃってたからあんまり覚えてないかも」

　それは残念だけど。それより、俺はいつなにをしたんだ。そこが知りたい。

「そうだ。今度は録音でもして、聴いてみよう」

　七家さんはあんまり気にしていないようで、話を進める。俺も気にしない方がいいのかもしれない。










「ん、ん、輝夜君、準備はおっけーですか？」

「ああ、いつでもどうぞ」

　遊園地での半ば遊びに近い特訓を終えた、翌週のことであった。

　観覧車で話した、演じている時の声を録音するという方法を試してみる為に、七家さんの家にお邪魔していた。

　俺は携帯を構え、七家さんは真剣に台本を見つめる。

「それじゃあ、行きます。んふっ……はぁっ、あっ……下着越しでも分かるよ。君のアソコが私に入りたがってる。あぅ、ふぅ、ああっ……」

　驚いた。まだぎこちないが、上う手まくなっている。少なくともこれを聞いて、あの時みたいな怒りを覚えたりはしない。

「はぅ……んもぅ、今の、ちょっと変態さんっぽいよ。あんっ」

　やばい。鼻血でてきたかも。

　それも、なぜか七家さんが俺を見つめながら台詞せりふを言うせいだ。

　そのせいで、まるで俺が言われているみたいで普通にエロゲをしている時より興奮する。

　一度、録音を止めて、七家さんに呼びかける。

「一回止めて」

「だ、ダメだったかな？」

「いや、むしろ逆。どうしてそんなに上手くなってんの。つい、この間まで下手くそだったのに」

「褒めてもらえて嬉しいはずなのに、微妙な気分だよ。そんなに酷ひどかったんだね」

「あはは……。それより、本当にどうしたの」

　まるで別人だ。

「えーと、秘密……かなぁ」

「これなら、もう問題ないな」

「あっ、ダメなの。これにはある方法を使ってるんだけど、一人じゃできないというか……」

　両手の人差し指を合わせて言う。

「は？」

「その、本番じゃ絶対に使えないし」

「本番じゃ使えない？　ローターでも装着してんの？」

　──バシン

「あたっ」

　顔を赤くした七家さんに頭を叩たたかれた。いや、今のは完全に俺が悪い。

　気になり過ぎて、女の子相手に言葉を選ぶのを忘れてしまった。

「違います！」

「違うのか。じゃあ……まさか下着をつけてない？」

　今日の七家さんの姿はハイウエストにした薄い灰色のフレアスカートに紅色のニットで、もし下着をつけていなかったら、ちょっとした動きで見えちゃいそうだ。

　思わず膝辺りを凝視してしまうと、裾部分を押さえながら、責める目つきで見られた。

「ち、が、い、ま、す！」

　まあ、当たり前か。

「そうじゃなくて！　輝夜君がいるからだよ。もう、秘密って言ったのに」

「なるほど俺がいるからか。は？」

「この間の遊園地特訓で輝夜君に主人公役をしてもらったよね？」

「うん、まあ」

「その時に、ちょっとえっちな声が出せたんだよ」

　俺が起こしたらしい、俺の知らないラッキースケベとかいうやつか。

「でも、家に帰って練習しても全然できなくて。それで輝夜君のことを考えながら練習したら、ちょっとだけマシになったの」

「そ、それはどういう原理でそうなんの？」

「多分、あの時に近い状況、輝夜君が近くにいれば上手くいくんだと思う。だって、さっきのは自分でも驚くくらいだったもん」

　俺がエロボイスのキーになってるのか。

「でも、それは俺がいないとダメなのか」

「うん。だから、まだまだ特訓は続行しなきゃなんだけどね。でも一歩前進」

　本当に嬉しそうに笑う。同じくらい俺も嬉しくなる。

　それに俺がキーというのは、七家さんにとっては面めん倒どそうではあるが、男としては感涙ものだ。

「とりあえず、さっきの声聴いてみようか？」

「あ、録音したやつだね」

　イヤホンなしであらためて聴くのは俺も恥ずかしいから、イヤホンごと携帯を七家さんに手渡す。

「ありがとう」

　イヤホンを耳に装着して、俺の向かいに座る。が、その座り方がいけない。スカートのまま体育座りをしているせいで、青のストライプパンツが見えてしまっている。

「ぶふっ。し、七家さん……」

　自分がどれだけハレンチな格好をしているか知らせたいのだが、すでに真剣な顔で耳を澄ましている。

「悩ましい」

　紳士な対応を考えると、そっと目を背けてやるのが正しい答えなんだろうけど、男としての業というべきか、目がそらせません。

　つーか、青のストライプとか狙ねらっているとしか思えない。だってエロゲのキャラが穿はくパンツイコールストライプ柄のパンツでしょ？

「ふぅ」

　どうやら聴き終わったらしく、女の子座りになり、パンツは見えなくなる。ホッとしたような、残念なような。

「どうだった？」

「あはは。ちょっと変な気分。本当に自分の声なのかなって。何度か一人で録音して練習してみたけど、その時とは比べ物になんないや」

「そっか」

「これからは輝夜君をスタジオに連れていくことにしよう！」

「いや、無理だから」

「冗談ですー。うん、でもちゃんと特訓の成果が出て良かったよ」

「ああ、このまま特訓を続けて、やっばいくらいエロい声を仕上げようぜ」

「だね」

　頷うなずき、胸の前で拳を握り気合を入れる。

「よーし、頑張りまくるよ」

　また録音を始め、その日は特訓だけで一日を過ごした。










「き、気持ちわりぃ」

「朝一番の言葉がそれか。ぶっ殺すぞ」

　登校し、下げ駄た箱ばこで靴を履きかえていると、陸斗が近づいてくるなり、人の顔を見て罵倒してきた。

「鏡見たか？　今の輝夜、気持ち悪いくらいに笑顔だぞ」

「どれくらい？」

「そりゃ、めちゃくちゃ好みなのに攻略できなかったサブヒロインが、移植版で攻略できるようになった時くらいの笑顔だ」

「相当じゃねえか」

　非攻略キャラが全年齢版に移植された時の嬉しさは尋常じゃない。エロシーンが無いのは残念だが、それでも涙くらいは流せる。

「んで、なにがあったんよ」

「別に？」

「あのな、普段からゾンビが歩いてるような感じの輝夜が、そんな気持ち悪い笑顔で登校してきてんだぜ。何もないはないだろ」

　ゾンビって。確かに徹夜でエロゲしてた次の日はゾンビみたいだけど。

「っても、なんとなく理由は分かるけどな」

「なんで分かるんだよ」

「ほら、笑顔の理由が登校だ」

　くいっと親指で差された方向には七家さんが歩いてきていた。

「あれ？　輝夜君、黒くろ岩いわ君。おはよう」

「おはよう」

「おはよう七家さん。さて、さっそく質問だけど、もうみんなの前でも名前で呼ぶようにしたのかな？」

　ギクリとする。慣れていたから俺も油断していた。

「えーと、えー。そう……呼ぶことにしたんだよ」

　開き直ったよこの人。久々の天然だな。

「お、おう。そうなのか。良かったな輝夜」

「別に良くはないけど……」

「俺のことも陸斗君って呼んでいいぜ」

「考えておくね！」

　考えるんだ。てっきり、普通に名前で呼ぶものかと思っていた。

「はぁ。まーいいや。そうだ輝夜」

「なんだ？」

「そろそろ、アレ貸してくれよ」

「アレ？」

「おう。ほら、ネットで話題のさ。なんだっけ。確か一寸先は……」

「ちょっと待て！　それは──」

「あの攻略ヒロインの一人がマジヤバいやつ。盛り上がり過ぎて、気になってきたんだよなぁ」

「黙ってろアホ！」

「モゴォ」

　口を手で押さえて陸斗を黙らせ、恐る恐る七家さんを見る。

「二人ともどうしたの？」

「や、なんでもないよ」

　聞いていなかった？　いや、そんなはずは。

　しかし、七家さんの様子は変わらず、特に追及もしてこなかった。







　そして次の日。七家さんは学校に来なかった。










　──ピンポーン

『はい』

「七家さん。逢坂だけど」

『輝夜君……』

　三日経たっても七家さんは学校に来ず、どれだけ連絡してみても、電話にも出ず、メールの返信もなかった。雫姉ちゃんに聞いても、体調不良とだけしか聞いていないと言う。

　それで、マンションまで訪ねてきたわけだ。

　七家さんはインターホン越しでも分かるくらい弱っている様子だ。

「話がしたいんだけど……」

『今は、ごめんなさい』

　それは拒絶の言葉だった。

「ど、どうしていきなり！」

　予想はしているが、一応、確認しておきたい。

『業界から消えろ、むしろこの世から消えろ。これネタだよな？　一生モノのトラウマをありがとう……』

　突然何を言い出すのか。しかし、俺はその言葉の意味することを知っている。それで確信した。彼女はやってしまったのだ。自身のことを検索するエゴサーチを。

　今、一恋やななまりで調べると、ネット掲示板やゲームの紹介ブログでは簡単に人の心をへし折れるくらいの罵ば詈り雑ぞう言ごんが並んでいる。七家さんが口にしたことなんてほんの一部に過ぎない。

「輝夜君も、一恋をプレイした時、あんな風に思ったんだよね？」

「俺は……」

　あそこまでは思っていない。でも、書き込もうとしていたのは事実だ。それに彼らの怒りも分からなくはないのだ。

『そうだった。輝夜君は最初から言ってたね』

「それは」

『やめて。輝夜君は言葉を取り繕わないで』

「…………」

『もういい』

「待っ──」

『帰って！　今は声も聞きたくない！　うっ、ぅぅぅ……ひぐっ……今はそっとしておいて……』

　嗚お咽えつ交じりの声に胸が痛む。それ以上、なにも言えずにただアホ面下げて立ちつくすことしかできなかった。

　ブツリという通話が切れる音がする。

　もう今日はどれだけここにいても無駄だろう。一度、帰ろうと振り返ると、誰かに声をかけられた。

「君は、もしかして逢坂君ですか？」

　それはスーツ姿の女性で、キリッとした顔がキャリアウーマンを思わせた。

　まったく知らない人だ。

「どうして俺の名前を」

「これは失礼しました。私は山やま吹ぶきと言います。七家茉莉のマネージャーを務めています」

　七家さんのマネージャーさん？

「君の名前は茉莉から聞いていました」

　ちゃんと俺のことは報告していたのか。

「そう、だったんですね」

「心配して訪ねてきてくれたのですね。その様子だとあなたも追い返されたみたいですけど」

　うぐっ。ズバッと物を言う人だな。ん？　今、「も」って言ったのか。ということは、山吹さんも追い返されたのか。

「これから、お時間ありますか？」

「はい。大丈夫です」

「それじゃあ、駅の方に行きましょう」

　カツカツというヒールの音を追いかけるように山吹さんの後をついて歩く。




　やってきたのはもう二度と来ないと思っていたあのカフェだった。

　山吹さんみたいな人だと、こんな店でも様になっている。対して、俺はやはり浮いていた。

　頼んですぐに運ばれてきたアイスコーヒーに口を付けてから、山吹さんは話し始めた。

「あの子はちょっと事情が特殊ですので、なるべく密に連絡を取り合っているんです。それが数日前から連絡が途絶えて、訪問しても放っておいてくれの一点張り。まあ、理由はなんとなく分かりますが」

　事務所の方でもななまりの酷ひどい評判は把握しているはずなので当たり前だろう。エゴサ禁止までしていたのだから。

　そして、それを破った理由があの時の俺と陸斗の会話であるのは疑いようがない。

「茉莉から逢坂君の話は聞いているけど、一応、あなたと茉莉の関係と、今回の事態に陥った心当たりがあるなら、それも含めて教えて頂けますか？」

「はい」

　偶然、秘密を知ってしまったところから、これまでの流れ、そして俺と陸斗の会話が原因だろうということもかいつまんで話した。

　全部話すと、山吹さんは少し考えるように黙って、ため息を吐ついた。

「す、すみません。俺のせいです」

「違います。君は悪くありません。むしろ、隠し通せると思っていた私たちの失敗です。ごめんなさいね。こんなことに巻き込んでしまって」

　謝られ、恐縮する。

「逢坂君はななまりに対しての評判は見たのかしら？」

「あ、はい。実は恥ずかしい話ながら、俺も初めは同じようなことを書こうとして……」

　それが理由で七家さんの質問に口ごもってしまった。きっと、さらに傷つけたことだろう。

「なら、書きはしなかったのね。それはどうしてでしょうか？」

「あまりに酷い書き込みが多くて冷静になったんです」

「そうですね。本当に酷い言葉が並んでいました。ですが、この業界じゃ日常茶飯事です。でも、茉莉は未熟すぎます。スキルも、心も。だから隠すことにしたんです。その結果がこれですがね。逆に彼女を追いこむ結果となりました」

　また大きなため息を吐く。

「ため息ばかりね。ごめんなさい」

「いえ……」

「せめて話ができればと思うのだけどね」

「すいません。俺がもっと上う手まくできていれば」

「いけません。君は噓うそを吐いてはいけません。きっと、そんな噓を言わない君だから茉莉は信用したのですから」

　そうだった。七家さんはエロゲに関しては妥協しない俺だからこそ信じて、特訓の相棒に選んでくれたんだ。

　軽率な言葉だった。反省しよう。

「ネットの方が沈静化すれば、茉莉も少しは落ち着くかもしれないけど、それがいつになるか分からない。それにその間、あんな風に一人でいたら心が疲弊していくだけだわ」

「ネットの沈静化……」

　なにか思いつきそうで、あと一歩のところで思考が霧散していった。

「今日はありがとう。お話を聞けて良かったです。それに君の人柄もこの目で確認できて良かったと思います」

「あ、いえ、こちらこそ……なにも力になれずに」

「それは良いのですが……これを」

　差し出してきたのは名刺だった。裏には携帯電話の番号と思おぼしきものが手書きで書かれている。

「それはプライベートの番号です。茉莉についてなにか進展があればいつでも連絡ください」

　俺みたいな一般人にプライベート番号まで教えるなんて、本当に七家さんのことを心配しているということだ。

「それでは、仕事があるので今日のところは失礼します」

　スッと立ち上がると、自然な動きで伝票を持ってレジで会計を済ませてしまった。

　とにかく格好良い。俺もあれくらい格好良くできたらな。




　家に帰ると、ＰＣの電源を入れて、ネット掲示板を覗のぞいた。

『ななまりとかいうカス声優について語るスレ』というものまで出来ている。これは、もはや怒りからの行動というより、単に騒ぎたいだけの連中の玩具おもちやにされているような気がする。

　こういうのは時間が経たてば飽きるか、もっと良い玩具を見つけて、自然消滅していくのが普通だ。

　たとえ、それで誰かが傷つき、立ち直れなくなっていたとしても。

　そんなものは彼ら匿名を武器にした者たちには知ったことではない。そして、自分もまた、そんな者たちと同じ穴の貉むじなである。

　画面をスクロールして、書き込みを確かめていく。

　よくもこれだけの汚い言葉がでてくるものだ。まるで犯罪者を吊つるし上あげるような状態だが、七家さんは本当にここまでされるようなことをしてしまったのだろうか。

　俺は彼女の頑張りを知っている。

　こんなやつらのために頑張っているのだとすると、もうやめてもいいんじゃないかとさえ、思えてくる。

　でも、あんなに頑張っていたのに、それが無駄になるのは……悔しかった。

「くそっ、お前らに何が分かるんだよ。何も知らないくせに……」

　何も知らない……何も知らない？

「そうだよ。何も知らないからだ」

　急ぎ、今日もらった名刺を出し、山吹さんへと電話をかける。

　３スリーコール目で山吹さんが出た。

『はい。もしもし』

「逢坂です。今、大丈夫ですか？」

『逢坂君でしたか。ええ、大丈夫です』

「お願いしたいことがあるんですが」

『聞きましょう』

　俺も含めてエロゲプレイヤーなんて単純なものだ。可愛かわいいものは正義。可愛くないものは悪。プレイヤーの大半はその程度の価値観だ。

　なら、彼らに教えてやればいい。七家さんがどれだけ頑張っているか。それにどれだけ成長したかも。

『なるほど。私の一存では難しいですね。上司と話します』

「お願いします！」

『……もし、事が上手く運んだ時、天あまの岩いわ戸とのように閉ざされたあの子の心を開く役目は、逢坂君にお任せしてよろしいでしょうか？』

「え？」

『私は彼女の仕事上のパートナーですが、残念ながら、逢坂君には負けそうです』

　電話の向こうで山吹さんが笑った気がした。

「……任せてください」

『はい、ではまたご連絡させて頂きます』

　通話が切れ、緊張が解けたからか一気に力が抜ける。

　椅子に腰かけ、もう一度気合いを入れるために腹に力を込める。

「よっしゃ、やってやんぜ！」

　大声を出して、気合いを込める。古典的ではあるが、うん、気合い入った。

　──バン

　隣の部屋の寧々音から、うるさいの意味が込められた壁ドンをされた。




『色々とお小言はありましたが……許可を頂きました。ただし、情報操作はこちらで行いますので、例のモノは後ほど送って頂けますか？』

「はい。お願いします」

　小さくガッツポーズをする。これで状況が少しでも良くなれば……。

『正直、今回のことは私にも成功するか分かりません。失敗すれば茉莉はもう声優の道を諦めてしまうかもしれない。そんな重大な役目を逢坂君に背負わせるのは間違っている気がしてきました。それでも、君は茉莉と話しますか？』

「話したいです。確かに、こんな重大な役目、ほとんど部外者の俺が請け負うのはお門違いな気もします。ですので、やめろと言われれば、諦めます。それで七家さんが声優として続けられるなら、喜んで諦めます」

『それほど、あの子のことが気に入っているのですね』

「もちろん七家さんのことは好きです。でも、俺はそんな理由で彼女を助けたいんじゃないです」

『好きは、そんな理由なのですね。失礼、話の腰を折りました』

　言われてみれば、何を口走っているんだろう。俺の好きは友愛の類であってだな。ライクであるというか。いや、そんな言い訳をしたいわけじゃない。

「俺はななまりの声に惚ほれたんです。だから、もっとすげえエロい声も聴きたい、こんなところで終わらせてたまるか」

『なるほど。なかなかどうして。自分勝手な言い分ですが、私は好きですね』

　好き!?　それは気概とかそういうのだよな。

『決心がつきました。茉莉をよろしくお願いします』

「絶対に部屋から出してみせますよ」

『お願いしますね。情報が浸透するには一晩、大目に見て二晩は必要でしょう。明日の夕刻。もう一度打ち合わせをしましょう。場所は先日のカフェで。時間は……』

　作戦会議をする約束をし、電話は切れた。










「心配かけてごめんね。ちょっと悪質な風邪にかかっちゃって」

　色々準備をしている最中であったこともあり、七家さんの姿が教室にあるのを見て開いた口がふさがらなかった。それも少しやつれてはいるが、一見元気そうにしているのが、俺の困惑をさらに深める。

「七家さん……？」

「おはよう輝夜君。昨日はごめんね」

「それは、いいけど。大丈夫なのか？」

「大丈夫だよ。大丈夫」

　大丈夫というその声は元気で、だがその目はひどく淀よどんでいるように見えた。

　どうする？　一度、山吹さんに連絡して指示を仰ぐか？

　想定外のことで、どうすればいいか混乱する。

「もう、決めたから。私は決めた……から」

「ッ」

　混乱している場合ではなかった。七家さんが何を決めたのかは分からないが、とにかく今は話を聞くのが最優先だ。

「七家さん、まだ顔色が悪いよ。保健室に行こう」

「えっ？　別に、大丈、きゃっ」

　四の五の言う前に、強引に手を引っ張って廊下へと連れ出した。

「あー、先生には伝えておいてやるよ」

　後ろから陸斗のありがたい言葉が聞こえてくる。なんだかんだで助けてくれる良いやつだ。

「か、輝夜君。どこに行くの？　保健室は一階だよ？」

「上」

「上ってあそこ？」

　そこ以外に邪魔されずに話が出来る場所が思いつかなかっただけだが、また屋上手前にお世話になることになった。

　目的地についた俺は、まず七家さんが逃げないように、階段側に立つ。

「決めたって、なんのこと？」

「……私は声優をやめる」

　問うと、意外にあっさりと答えた。ここに連れてこられた時点で質問されると分かっていたのだろう。

「七家さんの仕事に対する思いは、あんなネット掲示板の言葉だけで、やめる程度のものだったのかよ！」

　あっさりとした答えに怒りを覚え、無意識に声を荒らげていた。

「輝夜君には、輝夜君には分からないよ！」

　呼応してか、七家さんの声も大きくなる。

「知ってる？　私のことを話すスレッドが掲示板で出来てるんだよ。そこでは上から下までずっと私に対する誹ひ謗ぼう中傷が綴つづられているの」

「……知ってる」

「だよね。というか、輝夜君は知ってたよね。ずっと。事務所の人達も、輝夜君も、みんな知っていて隠していた」

「それは……」

「分かってる。みんな優しいから。私が傷つかないようにしてくれていたんだって」

　弁解を先に潰され、何も言えなくなる。

「私が声優をやめる理由は誹謗中傷じゃない。これは、私の失敗の結果だから。辛つらいけど、仕方ないと思ってる」

　そう言った。

　想像以上に強い。あれだけの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられ、仕方がないで済ませられるのは心が強い証拠だ。

　では、なぜ、やめると言ったのか。

「私ね。最近、とっても楽しかったの。特訓って言いながら、輝夜君と遊ぶのが」

「え？」

「輝夜君と一緒にいると、楽しくて、つい特訓ってことを忘れて、特訓が輝夜君と遊ぶための言い訳になってたって気がついたの。そんなの、私が私を許せない。こんなに、大勢の人に否定されながら、それを知らずにのうのうと遊んでいたんだよ？　こんなの声優プロ失格でしょう」

「そんなことはないだろっ！　だって、それは知らなかったんだから……」

「知らないからって許されるわけじゃないんだよ」

　ダメだ。思考が全部マイナスになっている。きっと、一人で部屋にいる間、ずっと自分を責め続けていたんだ。

　そのせいで、七家さんはもう自分を許せなくなっている。

　くそっ、それをどうにかする作戦を立てていたのに。

　一度退ひいて……。

　いや、ダメだ。この場でどうにかしないと取り返しがつかないことになる。そんな気がする。

　最低でも一晩……。賭けるか。

「七家さんは……頑張ってたよ」

「だから、それはただの言い訳で……頑張ってなんか……」

「七家さんが自分のことを信じられないなら、俺が、俺たちがその頑張りを証明してやる」

「そんなの……どうやって」

　携帯を取り出して、掲示板を開く。

　どうやら、アレはある程度浸透しているようだ。ただ、賛否両論というところか。

「これ、読んで」

「それは……嫌っ。どうせ、そこには私の悪口しか……」

「ちゃんと、読んで」

　悪いと思いつつも強引に携帯を手渡す。

　初めは、頑かたくなに見ようとしなかったが、やがて観念したように見始めた。

　基本は素直な優しい女の子なんだ。

「これ……」

「確かに、未いまだに結構えげつないことを書いてるやつはいる。それはもう仕方がない。でも、それだけじゃないだろ？」

　掲示板はもう、悪意ある言葉だけで染まってはいなかった。

「山吹さんに頼んで、このあいだ録音した特訓の音声を事務所のホームページを通してネットに掲載してもらったんだ」

　七家さんの頑張りを知らないなら、如い何かに頑張っているかを伝えればいい。

　そして、彼女は成長しているのだと。次は期待できるぞと。彼らにとって利となる情報を与えたのだ。

　それでもネットの意見は賛否両論で、中には『事務所の情報操作。悪どい』とか、『あざとすぎて気持ち悪い』など、ひどい言葉も多く見られる。

　しかし、それと同じくらい。

『次に期待できそう』や、『頑張っている感じが健けな気げ。応援している』などの肯定的な言葉も増えていた。

　もう一晩待てば、肯定派がもっと増えていたはずなのに、完全に作戦が崩れてしまった。

「でも、この声は……ずるをしていて……」

「ずるなもんか！　これは特訓の成果だろうが。今は俺がいないとダメなら、いくらでも付き合う。むしろ、大歓迎だ。だから、やめるなんて、言わないでくれ……」

「輝夜君……」

「俺は七家さんの声が好きなんだ。まだまだ特訓が必要って自分で言ってただろうが。俺が手伝ってやる。今、声優ななまりを馬鹿にしているやつらを見返そう！　そんでもって期待しているやつらに期待以上のものを聞かせてやろう。俺が、俺が誰もが認めるエロボイスにしてやるっ！」

「輝夜、君……」

「だから、俺の手を取ってくれ」

　手を差し伸べる。

「……ずるいよ。そんなこと言われたら逃げられない」

　ポロポロと涙を流しながら、七家さんは俺の手を取った。

　それをしっかり摑つかみ、放さないようにする。

「約束だよ。必ず、私をみんなから認められるエロゲ声優にしてね」

「約束する」

　数日ぶりの笑顔は、涙でぐしゃぐしゃだったが、それでも綺き麗れいだと思えた。

　まるで、雨に打たれてもなお、立ち続け、久しぶりに晴れを見た向日葵ひまわりのような、そんな笑顔だった。
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　深夜二時。暗い部屋でＰＣを眺める。

　画面には朱あか里りが泣きながら主人公の告白を受け入れ、抱き合っているシーン。

　これで三度目のルート攻略だ。

　別に何度攻略しても飽きない名作だからというわけじゃない。悪く言えば、よくある作風だし、攻略ヒロインのうち一人のエロシーンが、アレだ。




「おーい、輝かぐ夜や帰んねーの？」

「あぁ、ちょっと用事」

「用事って……どうせ七しち家いえさんだろうが」

　まぁ、その通りなんだけど、どうせってなんだ。

「は、ハァ……ハァ……か、輝夜君……待ったせちゃってごめんなさい」

　教室の扉が開かれて息を切らした七家さんが入ってきた。

「大丈夫だよ。お疲れ様」

「あれ？　黒くろ岩いわ君だ。今日は輝夜君を置いて帰らなかったんだね」

　クスクスと笑う七家さんに陸りく斗とがバツが悪そうに苦笑いする。

「別に置いて帰ったわけじゃなくてだなぁ……いや、置いて帰ったか」

　そらみろ。

「でも、今日の輝夜君は私のパートナーの日なのです」

　キュッと手を握られる。

　実はこのあと、前から予定していた特訓をすることになっていた。

　しかし、タイミング悪く七家さんの班が美術室の掃除なんて七面倒臭いことを任され、こんな時間になったというわけだ。

　時間的にちょっと特訓は難しいかもしれない。

「はぁ……パートナーって、それで付き合ってないとか言い張るお前らがすごい。むしろ気持ち悪い。胃液吐きそうだから帰るわ」

「ほえ？　お大事にー？」

　皮肉を言われていたの分かってないんだろうな。

「時間的に特訓は無理だけど、家まで送って帰るよ」

「むぅ……そうだよね。じゃあ、一緒に帰ろう」

　そして帰り道。

「山やま吹ぶきさんが今度、今回のことのお礼を直接したいって」

「そんなのいいのに……」

　今回のというと、七家さんの騒動のことで間違いない。

　その後の顚てん末まつとしては、七家さんは各方面に謝りまくり、もともとの人柄もあってか注意程度で済んだらしい。

　ネットのほうでは、しばらく擁護派と否定派による論争が起きていたが、有名会社の新作が発表されたのと同時に、急速に騒ぎは沈静化していった。まあ、単純な人間が多いから仕方ないね。

　なにはともあれ、一難去ったという感じだ。

「あはは。ごめんなさい」

　乾いた笑いから沈んだ声で謝られる。

　あれから数日。もう何度も謝られているし、何度も、もういいと言ってきた。事務所の方では土下座をしようとして、慌てて山吹さんに止められたとか。

「もう今回の件に関してのごめんなさいは禁止。心配はしたけど怒っていたわけじゃないし、こうやってまた頑張る気になってくれただけで満足だよ」

「そうやってまた私を甘やかす……」

　甘やかしているつもりはないんだけどな。

「輝夜君はプレイボーイだよね」

　いきなりの発言に怪け訝げんな顔で、七家さんの顔を見る。

　俺のどこをどう見てプレイボーイなんて死語が出てきたのか。

「だって、たくさんの女の子を落として、お付き合いしてるもん」

　ふむ。

「そういうことか。そりゃ、俺は彼女らを愛しているからな」

　手と足の指を足しても足りないくらいの本数のエロゲをクリアしてきた俺は、その数だけの女の子と出会ってきた。

　どの子も可愛かわいい嫁ばかりだ。推しキャラなんて言葉じゃ言い表せないくらいの愛を持っている。

「ほらほら、やっぱりプレイボーイさんだ」

　プレイボーイさんってなんだ。それに、さんはつけなくていい。

「朱里も……朱里の別ルートまで攻略しちゃって……」

「えっ？　いやいや、朱里に別ルート？　そんなの聞いてないぞ」

「輝夜君はちゃんと攻略してるよ」

　そんな馬鹿な。俺は全エンディング、全ＣＧを回収済みのはずだ。

　俺に抜かりはない。

「あ、違った。攻略したんじゃなくて、攻略中でした」

「は？　えっ？　えぇ……？」

　さらに分からなくなる。

「ふふっ。これからもよろしくね。私のパートナーさん。一緒に経験値を稼ごうっ」

　そう言って走り出す。

　走るのは……嫌だなぁ。体力はないんだよ。

　でもまぁ、仕方がないから走る。今はまだ彼女の隣にいたいから。




　というわけで、俺は再び朱里ルートを攻略中なのである。

　しかし、一向に見つからない。







　これは……徹夜確定だな。








あとがき






　初めまして。この作品がデビュー作となります、米こめ俵だわら好このむと申します。

　もちろん『あとがき』も初めての経験ということでして、何から書こうかと悩みながらこうして文字を書き連ねている次第です。よろしければお付き合い下さい。

　まず、私がこうして作品を世に出すことができた経緯を簡単に話したいと思います。

　私は『カクヨム』という小説投稿サイトで趣味程度に活動していました。そこに編集Ｋ様よりお声かけ頂いたわけです。人生何が起こるか分かりませんね。




　さて、今回、角川スニーカー文庫様に拾い上げて頂いたわけですが、私が初めてライトノベルに触れたのは、小学生の時でした。何の関係があるかと言いますと、その初めて読んだライトノベルが角川スニーカー文庫様から出版されていた『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』だったのです。

　その頃からオタクとしての道程を歩み始めた気がします。なので、まさに角川スニーカー文庫様こそオタクとしての私の親のようなもの。そんな出版社から私がデビューするなんて、これは運命……などと思うのです。

　勝手に運命にされては角川スニーカー文庫様もご迷惑かもしれませんが。




　次にお話ししたかったのは、ずばりイラストに関してです。自分の創ったキャラクターが絵になるというのは、私の夢でございました。

　それが今回、叶かなったのです。イラストを担当して下さったうなさか様、ありがとうございました。

　メインヒロインの茉まつ莉りのイラストが届いた日、私は錯乱状態で奇声を上げながら布団の上を転がり、喜びを全身で表しました。勢い余って壁に足をぶつけた痛みも昨日のことのように思い出せます。

　もう、この作品を手に取って下さった方々は内容ではなく、絵を楽しんで頂きたい。本編なんて飾りです。それぐらいの気持ちでしたね。

　その後、落ち着きを取り戻した私はとりあえず拝んでおきました。

　私の推しは主人公の妹である、寧ね々ね音ねなのですが、立ち絵を拝見させて頂いたのは改稿作業も大詰めを迎え始めた頃。当然、また転がりました。

　転がるだけじゃ飽き足らず、跳ねてもいました。思い出すと恥ずかしい。

　皆さまが少しでも彼女たちの可愛かわいさに悶もだえを感じて頂ければ幸いです。




　それでは、謝辞です。




　私の夢を叶え、キャラを一層魅力的にして下さいましたイラストレーターのうなさか様。最高に魅力的なイラストをありがとうございます。




　そして、この作品が世に出るよう働いて下さった方々には感謝と謝罪を。色々と不慣れで、たくさんの迷惑をかけたと思います。特に担当編集をして下さったＫ様にはどれだけ助けて頂いたことか分かりません。すいませんでした。ありがとうございました。




　さらに、私が『カクヨム』で活動していた頃より応援して下さった方々にも感謝を。




　最後に、この作品を手にして下さった方、読んで下さった方、そんな皆さまに最大の感謝を。

　機会があればまた、よろしくお願いします。


米俵 好
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電子書籍特典　書き下ろし短編『お腹の』







「輝夜くぅぅぅん」

「うわっ、何かあったの七家さん」

　朝、下駄箱で靴を履き替えていると、突然、七家さんに脇腹にしがみつかれた。

「あのね」

「う、うん」

「お腹が」

「もしかしてお腹痛いの!?　保健室に……」

「違う」

　ぶんぶんと首を降る。お腹が痛いんじゃないとすると……。

「もしかして、お腹空いたとか？　購買なら開いてるだろうし、行く？」

「違うの」

　ぶんぶんぶんぶんとさらに激しく首を振る七家さん。

　そして、立ち上がるや俺の手を握り、そのまま七家さんの制服の中に……中に!?

「ちょっと、なにしてんのマジで！」

「触ってみて」

「もう触ってるけど……」

「感想を……ズバッと本音でどうぞ」

　本当は聞きたくないけど頑張っているような悲壮感に満ちた顔で七家さんが俺を見てくる。

　感想と言われても……。

「す、スベスベできもちいいです……はい」

「えっと……ありがとう？」

「いえいえ」

　これで、良かったのか？

「って、違うよ！　しっかり揉んでみて」

「も、もっ、揉むの？」

　ってか、こんな場所で揉むとか言わないで。いや、その前にいきなり腹を触らせないで。めちゃくちゃビックリするし、人に見られたら七家さんも恥ずかしいだろう。

「一回落ち着こうか」

「これが落ち着いてられる状況!?」

「知らないけど、俺はとりあえず落ち着かないかな！」

　七家さんのお腹から手を離して一歩距離をとる。

「話は聞くからとりあえず場所を移動しようか」

「うん」

　ホームルームまで時間の余裕はある。

　とりあえずこんな所で暴走モードの七家さんを置いておくわけにはいかないので、場所を中庭に移すことにした。




「それで、何があったの？」

　中庭はのベンチに座り、改めて聞く。

「太りました……」

「……は？」

　失礼と思いながらも、七家さんの……特にお腹部分を見る。

　しかし、太っているようには全く見えない。

「あのね……朝、シャワーを浴びてから体重計に乗ったら……それは恐ろしい事に！」

「恐ろしいって……どれくらい？」

　見た目は全然太っていない。むしろ出るところは出ていてそれ以外は引き締まった丁度良いスタイルである。

　興味本位で質問すると、腕を胸の前でバッテンにされた。これは、言わないということなのかな。

「とりあえず、見た目太っているようには見えないし……気になるなら運動するとかしてみたら？」

「輝夜君。今日が何の日か覚えてる？」

「何の日……？　いきなり言われてもそんなの分からないけど」

「恐怖の身体測定の日だよ」

　そういえばそうだった。学期初めの恒例行事……身体測定。

　男子で体重を気にするやつなんて、ほとんどいない。まぁ、身長は気になるところだが。

「私、この日の為に朝ごはんは抜いてきたし、昨日の晩も減らしたんだよ？　なのに……」

　そこまでするのか。女子は大変だなぁ。うちの寧々音は昨日の晩も今日の朝もしっかり食べていたけどね。

「でも、本当に見た目は太っているようには見えないし、もし太っていたとしても、それは太った内に入らないというか……」

「むぅ」

「えっ、なに？」

　頰をひまわりの種を頰張ったハムスターみたいに膨らませて、睨んでくる七家さん。

「太った太った言わないでよぉ！」

　そんな理不尽な。というか、別に七家さんが太ったなんて言ってないし。

「というかさ、体重が増えたからと言って太ったとは限らないんじゃないか？」

「ふえ？」

　キョトンとする七家さん。

「や、もしかしたら筋肉がついたのかも。筋肉って脂肪より重いらしいし」

「筋肉……？」

「うん」

　考えるように無言になり、どうしたのかと思うと、ブレザーを脱ぎ始め……。

「七家さん……？」

　さらにＹシャツの袖を捲り、二の腕まで肌を露出させた。何をするのかと固唾を吞んで見守っていると、赤い顔で腕に力を込めてマッスルポーズをし始める。

「ど、どうかな？」

「面白い」

「笑いをとるためにやったんじゃないからね!?　とりあえず触ってみて」

　腹よりは断然、難易度が低い。

　──ムニムニ

「柔らかい」

「太って……る？」

　泣きそうな顔でコチラを見ないで欲しい。反応に困る。

「太ってはないよ。まぁ、筋肉がついてるって感じでもないけど」

「じゃあやっぱりお腹が！」

　ガバッと肩を摑まれる。

「七家さんがそう思うならそうかもしれないね」

「あぅ」

　寄りかかってメソメソする七家さんを引き剝がすわけにもいかず、落ち着くまで頭を撫でてやる。

　ひとしきりメソメソし、七家さんが落ち着いたところで予鈴が鳴り、教室へと向かった。




「かーぐや君！」

「朝とは違って上機嫌だね」

　身体測定が始まる前は死にそうな顔だったのに、終わった今は満面の笑みある。

「うん！」

「その様子だと太ってはいなかった？」

　体重計でも壊れていたのかな？

　すると、コソッと耳打ちしてきた。

「胸が大きくなってました」

「お、おう。そうか……」

　自然に視線が胸へと吸い寄せられ……七家さんの腕で胸が隠される。

「輝夜君のえっち」



















R-18な彼かの女じよはどうやら経けい験けん値ちが足たりないようだ




【電でん子し特とく別べつ版ばん】








米こめ俵だわら　好このむ





角川スニーカー文庫





2018年10月1日　発行





©Konomu Komedawara, Unasaka 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『R-18な彼女はどうやら経験値が足りないようだ』

2018年10月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

















本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p083.jpg





item/image/cover.jpg
ANAZ—H—NE |





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p117.jpg
/k //&%‘U \/ﬂn” ‘

VK o






item/image/p037.jpg





item/image/p270.jpg
BLHELT.CAICBIS,
SEIDTY,

SENHT2=—H—XEIAT
BRERUILTRIFIL
BarE2> 565 RE57a4
EVSCETHBRS—VE
ELHEIrETIRTFELS
SEIBkBEEEGINNE
LhIdA---s

SERHFICR->THESF
SNHESSAVELE,
SREEHRLTHITNIS
ELLTTY

V4






item/image/p191.jpg





item/image/allcover-001.jpg
=5 KR
KIRRIE . £BHATHADRDTERS

RVREBORERATT.

HENT W~ LWEESTRTOLD
FEREI D, TABEHHRI LB,
BUBHE, F9TTHHTLIE =R
TLBDT, EDTLIMLTAEENNT
BB, TTEL, BRIEERX I
DT, EOECE WA Sl
DT & v VB,

152 IBEN
S R /NILEPRECERPO. A>3
EBFEBATRA NI~
1998 BUEDETAS TR IEUI,
HPERTONERDEEBDEBDEHTE
STUENEOTT FLLEERNTT S,
BB RORS B EI 1,

SRR SeEn
DR AMEI A

FNR=—H—3E

irre

. BERERIOr 2T &B<BLTVS. SEHIRT
EIREBEVS P52 TR, BRBLEHY—VIERA
LROED—BARE. TNE? BRIAZEVODIC, e
<EBELEVIO (?) KA REOSVEHR>TLEOR !

\f}uTJDbUﬁ‘iaK{bTJﬁ$5ﬂmE FE-ORDILER

Htﬁf}‘ﬂ)ﬁE%ﬁu‘%%bf:'ﬁ_ﬂ)mtg?)"{ﬂﬁlﬂ
ek S ? [Zoh, ERBESDT—LZETUA Lich
fEfa - BEVWGB D, D X > BBEDHBEFES
TLEEW! JIORA ZAREBORGIK TOFEEEED,
B&OEAOBICHREEZIRSTIA, HE !






item/image/p194.jpg
R-18
na kanojo ha
douyara
keikenchi ga
tarinaiyouda





item/image/gaiji-dakuon-a.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ　時には致せぬ夜もある



		第一章　Ｒ－18な声



		第二章　妹キャラはいつの時代も正義である



		第三章　騒がしい日々



		第四章　近づいて、離れて、また近づく



		第五章　エピローグ



		あとがき



		電子書籍特典　書き下ろし短編『お腹の』



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p063.jpg





item/image/p261.jpg
R-18
na kanojo ha
douyara
keikenchi ga
tarinaiyouda





item/image/p260.jpg





item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p133.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/p137.jpg
R-18
na kanojo ha
douyara
keikenchi ga
tarinaiyouda





item/image/p213.jpg





item/image/titlepage.jpg
R-1BLHRIEEI POBREIRY VAL

KR 4

JNAZ—H—XJ&E
21190






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p093.jpg
SR 4+ INES0Q 29 [ i e





item/image/p003.jpg
¢
)

i5
I
3
e
&b
&
b
®
3

R-18
na kanojo ha
douyara
keikenchi ga
tarinaiyouda





item/image/kuchie-006.jpg





item/image/kuchie-007.jpg
D 4+ INBS0SEE D (77711 TR
D BRO5
TR W05V BV OV oo
e HY






item/image/p165.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
IRE D QI E S HE e
W XY {5 inndde
UGSV

140 O 4ot S DS {865 042°






item/image/kuchie-002.jpg
i fl.._....r.%v

\ \,\. . ,/ ,,,
/ A\ \GERERN ot
| > \ ..«W.,.Emvﬁmﬁ..?






item/image/kuchie-003.jpg
el IRl = sd5 g






item/image/p009.jpg
R-18
na kanojo ha
douyara
keikenchi ga
tarinaiyouda





